




理　工　学　部

　物理・数理学科　

「カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）」

物理・数理学科の教育課程は、青山スタンダード科目と専門教育科目で構成される。

◆カリキュラム体系
本学科は、物理分野の力学、電磁気学、統計物理学、熱力学、量子力学、相対性理論の基礎科目を中心として、
電気・電子回路、物性物理学、生物物理、光学、高エネルギー物理および宇宙物理学関連科目、これらの講義科
目関連の実験科目、演習、また、数理分野の代数、解析、幾何、確率統計の基礎科目を中心として、トポロジー、
微分方程式、表現論、計算数学などの数学関連科目、および、これらの講義科目関連の演習により構成されてい
る。最終年度には、これら科目群の学習の集大成として、各研究室における輪講および卒業研究が配置されている。
また、専門科目学習に必要な化学・生物学等の専門基礎科目および外国語科目、青山スタンダード科目を履修す
ることにより、専門科目のみならず、研究者・技術者として必要な社会性や倫理観の修得が可能なカリキュラム
体系を提供している。

特　色
・アカデミックや産業界において多岐にわたり実践応用として用いられている物理学、数学を、基礎から応
用を学ぶ。講義群と実際的な演習と実験を中心に、基礎力を確実に身につけるとともに、主体的に特定専
門分野を選択し履修できる体制をとっている。

・複数教員が参加する演習、実験科目を充実させることにより、きめ細やかな少人数教育を実現している。

「ディプロマポリシー（学位授与の方針）」
物理・数理学科は、以下の要件を満たす学生に対し、「学士（理学）」を授与する。

1 ．物理・数理学科の必修科目の単位を取得し、物理および数理分野の基礎的な知識を身につけていること。
2．「物性物理学」、「生物物理学」、「原子物理学」、「宇宙物理学」、「表現論」、「トポロジー」、「微分方程式
論」、「確率論」、「計算数学」の領域から 1つ以上の系統だった講義科目の履修および単位の取得を行ない、
物理・数理学科学部学生として、必要最低限の専門知識を身につけていること。

3．講義科目に関連した実験科目を履修し、専門知識の実践に関する能力を身につけていること。
4．輪講および卒業研究の履修を通じて、研究に関する基礎的な学習および実践能力とプレゼンテーション能
力、論文執筆能力を身につけていること。

5．研究開発の領域のみならず、金融や経営など広く社会において必要とされる数学的センス、物理的センス
を持ち、実験科目、演習、輪講により磨かれた問題解決、課題解決能力を身につけていること。
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　化学・生命科学科　

「カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）」

化学・生命科学科の教育課程は、青山スタンダード科目と専門教育科目で構成される。

◆カリキュラム体系
本学科は、無機・分析化学、物理化学、有機化学、生命科学の専門コア科目を基盤として、錯体化学・数理化学、

有機合成化学、分子遺伝学、そして材料科学や生命科学関連科目、またこれらの専門コア講義の実験実習科目に
より構成されている。最終年度には、これら科目群の学習の集大成として、少人数教育による輪講および卒業研
究が配置されている。また、専門科目学習に必要な数学、物理学、化学等の基礎科目および外国語科目、青山ス
タンダード科目を履修することにより、研究者・技術者として必要な幅広い基礎知識と社会性や倫理観の修得が
可能なカリキュラム体系を提供している。

特　色
・身の周りの化学物質、生命現象など人間社会に欠くことのできない化学・生命科学の学門を基礎から応用
に至るまで講義群と実際的な実験と演習を中心に、幅広い基礎知識と考え方を確実に修得するともに、主
体的に特定専門分野を選択し履修できる体制をとっている。

・化学・生命科学の全体像が初年度にイメージすることが出来るよう、基礎教育の化学Ⅰ、Ⅱ、そして専門
分野の分析化学、無機化学、有機化学、生命科学が初年度に配置されている。

・企業でのインターンシップにより単位認定している。第 3 年次、第 4 年次の春季・夏季休暇に、企業現場
での体験を通じて、キャリアについて考えさせる効果がある。また、外部からの招聘教員による講演会も
随時開催している。

「ディプロマポリシー（学位授与の方針）」
化学・生命科学科は、以下の要件を満たす学生に対し、「学士（理学）」を授与する。

1 ．化学・生命科学科の必修科目の単位を取得し、化学・生命分野の基礎的な知識を身につけていること。
2．「無機・分析化学」、「物理化学」、「有機化学」、「生命科学」の系列から 3 つ以上の系統だった講義科目の
履修および単位の取得を行ない、化学・生命科学科の学部学生として、必要最低限の専門知識を身につけ
ていること。

3．専門コア講義科目に関連した実験科目を履修し、専門知識の実践に関する能力を身につけていること。
4．輪講および卒業研究の履修を通じて、研究に関する基礎的な学習および実践能力とプレゼンテーション能
力、論文執筆能力を身につけていること。
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　電気電子工学科　

「カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）」

電気電子工学科の教育課程は、青山スタンダード科目と専門教育科目で構成される。

◆カリキュラム体系
本学科は、電気工学、電子工学分野の電気・電子回路、電気磁気学、電気物性学および電気計測の基礎科目を
中心として、材料・デバイス関連科目、情報通信関連科目、電子応用関連科目、パワーエレクトロニクス関連科目、
コンピューター基礎関連科目、またこれらの講義科目関連の実験科目により構成されている。最終年度には、こ
れら科目群の学習の集大成として、各研究室における輪講および卒業研究が配置されている。また、専門科目学
習に必要な数学、物理学、化学等の専門基礎科目および外国語科目、青山スタンダード科目を履修することにより、
専門科目のみならず、研究者・技術者として必要な社会性や倫理観の修得が可能なカリキュラム体系を提供して
いる。

特　色
・社会のインフラとなっている電気電子工学を、基礎から応用に関する講義群と実際的な演習と実験を中心
に、基礎力を確実に身につけるとともに、主体的に特定専門分野を選択し履修できる体制をとっている。

・電気電子工学の全体像が初年度にイメージすることが出来るよう、全教員により各専門分野をやさしく解
説する電気電子工学概論が初年度に配置されている。

・企業でのインターンシップにより単位認定している。企業現場での体験を通じて、キャリアについて考え
させる効果がある。また、工場見学や講演会も随時開催している。

「ディプロマポリシー（学位授与の方針）」
電気電子工学科は、以下の要件を満たす学生に対し、「学士（工学）」を授与する。

1 ．電気電子工学の必修科目の単位を取得し、電気電子工学分野の基礎的な知識を身につけていること。
2．「材料・デバイス」、「電磁波～情報・通信」、「電子回路～電子応用」、「パワーエレクトロニクス」の領域
から 1つ以上の系統だった講義科目の履修および単位の取得を行ない、電気電子工学科学部学生として、
必要最低限の専門知識を身につけていること。

3．講義科目に関連した実験科目を履修し、専門知識の実践に関する能力を身につけていること。
4．輪講および卒業研究の履修を通じて、研究に関する基礎的な学習および実践能力とプレゼンテーション能
力、論文執筆能力を身につけていること。
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　機械創造工学科　

「カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）」

機械創造工学科の教育課程は、青山スタンダード科目と専門教育科目で構成される。

◆カリキュラム体系
1 年次の授業科目では、基礎的素養として、コミュニケーション・ツールとしての英語、コンピュータ・リテ

ラシー、システム分析およびモデル構築の基礎としての数学、システム開発の基礎として情報技術の習得を重視
している。 2年次の授業では、機械工学として最も重要な 4力学、すなわち、材料力学、機械力学、熱力学、流
体力学を必修科目として履修させる。これらの科目は演習と組み合わされ、1週間に 2度の授業が行われている。
これによって、集中的に基礎的な学力を習得させている。 3年次では、機械創造工学実験および機械設計製図を
配置し、より実践的な基礎知識の素養を付けるとともに、他の専門科目では、本学科の教育目標「もの創りので
きるアカウンタブル・エンジニアの育成」が達成できるように配置している。 4年次では、これらのカリキュラ
ムの集大成として、各研究室において卒業研究を行っている。

特　色
1 ．数学、英語、コンピュータは必須の道具です。
2．工業力学、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学を統合および解決両能力を育てる必須の基礎学問と
位置づけます。

とのポリシーで、

3． 1． 2．を基礎として、機械工学は次の 3 つの分野に大別できます。したがって、学生諸君は自分の進
むべき道を熟考し、自らの意志と責任において履修計画を立てるべきです。
分野 1：材料を対象とし、材料の変形・強度・破壊など、材料の性質・挙動などについて学びます。
分野 2：熱や流体を対象とし、熱や流れの力学、熱エネルギーの利用や熱移動、輸送システムなどにつ

いて学びます。
分野 3：動力学・計測・制御・生産を対象とし、機械の動きとその計測・制御といったシステムに関す

る基礎、設計手法・生産システムなどについて学びます。
4．上記に平行して、ラボワーク、機械創造工学演習、機械創造工学実験、機械設計製図など、演習、実験、
実習科目を配置しています。これらの科目は、実践を通じて統合と解決の能力を育てる場です。

と授業要覧に明記し、汎用性のある基礎的な能力を身に着かせようとしている。

「ディプロマポリシー（学位授与の方針）」
機械創造工学科は、以下の要件を満たす学生に対し、「学士（工学）」を授与する。

1 ．本学科が定める卒業要件単位表に示す区分ごとに、それぞれ必要な単位を修得した者
2．専門能力として、力学を基礎とした分析力および機械システムの開発、維持そして廃棄に必要な統合力が
身についている者

3．基礎的素養として、英語、数学、情報技術が身についている者
4．判断力を高める豊かな教養が身についている者
特に上記 2から 4 については、 4年次の 1年間にわたる卒業研究の過程において指導教員が、そして年度末に
学科主催で行われる卒業研究発表会において全学生に対して全教員が、審査し、評価する。
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　経営システム工学科　

「カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）」

経営システム工学科の教育課程は、青山スタンダード科目と専門教育科目で構成される。

◆カリキュラム体系
本学科は、分析技術、モデル化技術、最適化技術の 3 つの技術分野を中心にして工学的な問題解決法と社会
科学の知識を融合する技術、手法、システムの研究開発に関するカリキュラム体系をとっている。また、社会的
要請を考慮して多くの改善・改革を実施している。企業や社会をより良く機能させるために役立つ管理技術と、
システムの開発から実際の導入までをトータルに考察して実践するカリキュラム体系を提供している。

特　色
・先進かつ多彩で実際的な演習と実験など、自由度の高いカリキュラム構成により、自らの問題意識に応じ
て主体的に履修できる体制をとっている。

・情報教育に関する実験・演習科目の新設や、学生が研究の方向や将来の仕事のイメージをつかむため第一
線の実務家講師として当学科の卒業生を招く経営システム工学特別講座を開講している。また、 3 年次後
期の実力テストの実施（全員）や技術士試験（希望者）により学習成果を自覚できる環境づくりを整えて
いる。

・短期海外研修や企業でのインターンシップを開講している。これらは第 3 年次、第 4 年次の休暇時に開講
され、海外の大学との研究交流や企業現場での体験を通じて、キャリアについて考えさせる効果がある。
また、工場見学や講演会も随時開催している。

「ディプロマポリシー（学位授与の方針）」
経営システム工学科は、以下の要件を満たす学生に対し、「学士（工学）」を授与する。

1 ．経営システム工学の必修科目の単位を取得し、経営システム工学分野の基礎的な知識を身につけているこ
と。

2．青山スタンダード科目、外国語科目、学科科目、自由選択科目の所定の単位を習得していること。なお自
由選択科目は、青山スタンダード科目、外国語科目、学科科目、他学科科目、他学部科目からの選択となっ
ている。

3．経営システム工学輪講および卒業研究の履修を通じて、研究に関する基礎的な学習および実践能力とプレ
ゼンテーション能力、論文執筆能力を身につけていること。

（ 5）



　情報テクノロジー学科　

「カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）」

情報テクノロジー学科の教育課程は、青山スタンダード科目と専門教育科目で構成される。

◆カリキュラム体系
1 年次では青山スタンダード科目の履修を通じて理数系および人文系の一般教養を身につけさせ、特に英語は

10 単位を課している。専門科目に関しては、講義科目の情報数学とノート PCを用いた実際的な体験演習により、
理論と実践の双方から情報テクノロジーに親しめるようにしている。 2年次以降は、専門科目を必修度の高さに
応じて 4 つの科目群に分け、その中から学生が主体的に科目を選択できるように配置している。本学科では、2、
3 年次に多数の演習・実習科目を必修もしくは選択必修として課しており、講義科目で学んだ理論を具体的に問
題解決に適用し、システムを構築する能力の育成を重視している。専門領域のみならず学際・境界領域への幅広
い視野を身に付けられるようにしている。また、2014 年度から始まる「理工学国際プログラム」においては、当
学科は英語による専門科目、テキストや資料を英語で記述した専門科目を配置し、学生のグローバル対応能力を
養うことにしている。 4年次では学科内の各研究室に所属して卒業研究を行うが、 4年次に履修することがふさ
わしい講義科目も用意してあり、学生が幅広い知識を身につけることができるようにしている。

特　色
・本学科では、英語教育（技術英語）、数学（情報数学）、コンピュータ（各種実習）を重視し、カリキュラ
ムを構成している。教育の目標は基礎的なプログラミング、システム構築、Web アプリケーション開発な
どの実践的な力を育成することにある。

・社会のインフラとなっている情報テクノロジー技術を、基礎から応用に関する講義群と実際的な演習と実
験を中心に、基礎力を確実に身につけるとともに、主体的に特定専門分野を選択し履修できる体制をとっ
ている。

・ 3 年次の科目では、学生に情報技術の社会における役割を体験させる目的で、インターンシップの単位認
定を実施し、企業の中での情報技術の役割を実践的に学習できる場を設けた。

「ディプロマポリシー（学位授与の方針）」
情報テクノロジー学科は、以下の要件を満たす学生に対し、「学士（工学）」を授与する。

1 ．情報テクノロジー学科の必修科目の単位を取得し、情報テクノロジー分野の基礎的な知識を身につけてい
ること。

2．「メカトロニクステクノロジー」「ソフトウェアテクノロジー」「ヒューマンファクタテクノロジー」「ネッ
トワークテクノロジー」の 4つの応用領域のうちの 1つ以上においてより進んだ専門知識を持ち、活用で
きること。

3．講義科目に関連した実験科目を履修し、専門知識の実践に関する能力を身につけていること。
4．輪講および卒業研究の履修を通じて、研究に関する基礎的な学習および実践能力とプレゼンテーション能
力、論文執筆能力を身につけていること。
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青山学院の教育方針は、キリスト教信仰にもとづく教育を基盤として、幅広く深い知識を
授けることにより、主体的な学習能力、着実な思考力、問題解決能力および総合的な判断力
を培い、愛と奉仕の精神をもってすべての人と社会とに対する責任を進んで果たす、人間性
豊かで国際性に富む人材を育成することです。
本学の全学部に共通する教養教育は、この理念をうけて、「およそ青山学院大学の卒業生

であれば、どの学部・学科を卒業したかに関わりなく、一定の水準の技能・能力と一定の範
囲の知識・教養をそなえているという社会的評価を受けることを到達目標とする」として、
青山スタンダード科目を開講しています。

科目の種類 必選の別 必要単位

青
山
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

1 ）教養コア キリスト教理解関連科目 必　　修 2

2 ）技能コア
言葉の技能

英語 ※ 1
第二外国語　※ 2　※ 3 必　　修 4

身体の技能 必修　※4 2
情報の技能 必　　修 2

3 ）テーマ別 キリスト教理解関連科目 必　　修 2

4 ）教養コア
人間理解関連科目
社会理解関連科目
自然理解関連科目
歴史理解関連科目

左記 4 領域のうち 2 領域
から「教養コア科目」を
選択

選択必修 4

5 ）領域指定
人間理解関連科目
社会理解関連科目
自然理解関連科目
歴史理解関連科目

左記領域より 4）で選択
しなかった 2 領域から各
1 科目（ 2 単位）ずつ選
択。（「教養コア科目」あ
るいは「テーマ別科目」
いずれも可）

選択必修 4

フレッシャーズ・セミナー、ウェルカム・レクチャー、キャリ
アデザイン・セミナー、教養コア科目、技能コア科目、テーマ
別科目から選択。（ 1）～ 5）で修得した科目は除く）

選　　択 6

※ 1  　言葉の技能・英語は、所属する学部（学科）が開講する科目を履修します。詳しくは、
所属する学部（学科）の外国語科目履修方法および配置表に関するページを参照してく
ださい。（英語スキルⅠ- 1 、Ⅰ- 2 を除く）

※ 2　第二外国語科目の中から 1外国語を選択します（入学手続き時に申請されています）。
※ 3　第二外国語科目には、履修順序があります。

・第二外国語科目は、それぞれ前期の単位が修得できた者のみが後期の履修を認め
られます。
・「インテンシブ・（第二外国語）」は週に半期 4クラスをセットとし前後期で履修登
録するものです。このうち前期 4 クラスのどれか一つでも不合格となれば後期 4
クラスを履修することはできません。
・「インテンシブ・（第二外国語）」「（第二外国語）Ⅱ」あるいは「（第二外国語）会話（Ⅰ）」
は、「（第二外国語）Ⅰ」の必要単位をすべて修得した者のみが履修を認められます。
・「（第二外国語）Ⅲ」は、「インテンシブ・（第二外国語）（Ａ）～（Ｄ）- 1 」あるいは「（第
二外国語）Ⅱ- 2 」の単位を修得した者のみが履修を認められます。
・「（第二外国語）会話（Ⅱ）」は、「インテンシブ・（第二外国語）（Ａ）～（Ｄ）- 1 」「（第
二外国語）Ⅱ- 2 」あるいは「（第二外国語）会話（Ⅰ）- 2 」の単位を修得した者
のみ履修を認められます。

※ 4  　教育人間科学部教育・経済・経営・総合文化政策・社会情報・地球社会共生のみ必修です。

○　必要単位以上修得した場合は、卒業要件の中の自由選択科目に算入されます。
○　第二外国語として修得した外国語以外の第二外国語科目を修得した単位は、卒業要件

の中の自由選択科目に算入されます。

1 ．全学部に共通する教
養教育の理念・目標

2．履修方法

【青山スタンダード科目履修方法および配置表】
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○　受講者数の著しく多い科目については、教室の収容人数、教育効果等を考慮して、 
クラスの分割・抽選などの措置をとることがあります。

（太字は必修項目）

授 業 科 目 単位 配置
年次 備 考

フレッシャーズ・セミナー 2 1 １年生のみ

ウェルカム・レクチャー 2 1 １年生のみ

キャリアデザイン・セミナー 2 1 １年生のみ

教
養
コ
ア
科
目

（キリスト教理解関連科目）
キ リ ス ト 教 概 論 Ⅰ 2 1

（人間理解関連科目）
自 己 理 解（総 合 科 目）
自 己 理 解（個 別 科 目）

2
2

1
1

（総合科目）：複数の教員による担当
（個別科目）：一人の教員による担当

（社会理解関連科目）
現代社会の諸問題（総合科目）
現代社会の諸問題（個別科目）

2
2

1
1

（総合科目）：複数の教員による担当
（個別科目）：一人の教員による担当

（自然理解関連科目）
科学・技術の視点（総合科目）
科学・技術の視点（個別科目）

2
2

1
1

（総合科目）：複数の教員による担当
（個別科目）：一人の教員による担当

（歴史理解関連科目）
歴史と人間（総合科目）
歴史と人間（個別科目）

2
2

1
1

（総合科目）：複数の教員による担当
（個別科目）：一人の教員による担当

技
能
コ
ア

言
葉
の
技
能

英
語
・
第
二
外
国
語

英 語 ス キ ル Ⅰ - 1 1 1 １年生のみ

英 語 ス キ ル Ⅰ - 2 1 1 １年生のみ

（第二外国語）Ⅰ（A）- 1 1 1
（第二外国語）はフランス語（フランス
文学科除く）、ドイツ語、スペイン語、中
国語、ロシア語、韓国語を指します。

（第二外国語）Ⅰ（A）- 2 1 1

（第二外国語）Ⅰ（B）- 1 1 1

（第二外国語）Ⅰ（B）- 2 1 1

英 語 Ⅰ - 1 1 1 フランス文学科のみ選択可。それぞれ週
２回履修し、計４単位修得してください。英 語 Ⅰ - 2 1 1

英語 （ⅠＡ）- 1 1 1 外国人留学生のみ

英語 （ⅠＡ）- 2 1 1 外国人留学生のみ

英語 （ⅠＢ）- 1 1 1 外国人留学生のみ

英語 （ⅠＢ）- 2 1 1 外国人留学生のみ

日本語Ⅰ （Ａ）- 1 1 1 外国人留学生のみ

日本語Ⅰ （Ａ）- 2 1 1 外国人留学生のみ

日本語Ⅰ （Ｂ）- 1 1 1 外国人留学生のみ

日本語Ⅰ （Ｂ）- 2 1 1 外国人留学生のみ

身体の
技能 健 康 ・ ス ポ ー ツ 演 習 2 1 教育人間科学部教育・経済・経営・総合文

化政策・社会情報・地球社会共生のみ必修

情報の
技能 情 報 ス キ ル Ⅰ 2 1

テ

ー

マ

別

科

目

（
領
域
A
）

キ
リ
ス
ト
教
理
解
関
連
科
目

キ リ ス ト 教 概 論 Ⅱ 2 2･3 理工学部・社会情報学部は２年次
他は３年次配置

旧 約 聖 書 と 人 間 2 2･3･4

新 約 聖 書 と 人 間 2 2･3･4

キ リ ス ト 教 生 命 倫 理 2 2･3･4

キ リ ス ト 教 政 治 倫 理 2 2･3･4

キ リスト教と自然科学 2 2･3･4 両キャンパス隔年開講

キ リ ス ト 教 環 境 倫 理 2 2･3･4 両キャンパス隔年開講

3 ．授業科目配置表
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授 業 科 目 単位 配置
年次 備 考

テ

ー

マ

別

科

目

（
領
域
A
）

キ
リ
ス
ト
教
理
解
関
連
科
目

キ リ ス ト 教 音 楽 2 2･3･4
キ リ ス ト 教 美 術 2 2･3･4
メ ソ ジ ス ト 教 会 史 2 2･3･4
世 界 の 諸 宗 教 2 2･3･4 両キャンパス隔年開講
聖書の中の女性たち（旧約） 2 2･3･4 両キャンパス隔年開講
聖書の中の女性たち（新約） 2 2･3･4 両キャンパス隔年開講
サービス・ラーニングⅠ 2 2･3･4
サービス・ラーニングⅡ 2 2･3･4
海外語学・キリスト教文化研修 2 2･3･4

人
間
理
解
関
連
科
目
（
領
域
B
）

哲 学 Ａ 2 2･3･4
哲 学 Ｂ 2 2･3･4
哲 学 の 諸 問 題 Ａ 2 2･3･4
哲 学 の 諸 問 題 Ｂ 2 2･3･4
哲 学 の 諸 問 題 Ｃ 2 2･3･4
哲 学 の 諸 問 題 Ｄ 2 2･3･4
論 理 学 Ａ 2 2･3･4
論 理 学 Ｂ 2 2･3･4
論 理 学 の 諸 問 題 Ａ 2 2･3･4
論 理 学 の 諸 問 題 Ｂ 2 2･3･4
倫 理 学 Ａ 2 2･3･4
倫 理 学 Ｂ 2 2･3･4
倫 理 学 の 諸 問 題 Ａ 2 2･3･4
倫 理 学 の 諸 問 題 Ｂ 2 2･3･4
西 洋 倫 理 思 想 史 Ａ 2 2･3･4
西 洋 倫 理 思 想 史 Ｂ 2 2･3･4
言 語 学 Ａ 2 2･3･4
言 語 学 Ｂ 2 2･3･4
日 本 語 学 Ａ 2 2･3･4
日 本 語 学 Ｂ 2 2･3･4
文 学 Ａ 2 2･3･4
文 学 Ｂ 2 2･3･4
文 学 史 Ａ 2 2･3･4
文 学 史 Ｂ 2 2･3･4
美 術 Ａ 2 2･3･4
美 術 Ｂ 2 2･3･4
美 術 史 Ａ 2 2･3･4
美 術 史 Ｂ 2 2･3･4
音 楽 Ａ 2 2･3･4
音 楽 Ｂ 2 2･3･4
音 楽 史 Ａ 2 2･3･4
音 楽 史 Ｂ 2 2･3･4
文 化 人 類 学 Ａ 2 2･3･4
文 化 人 類 学 Ｂ 2 2･3･4
比 較 文 化 Ａ 2 2･3･4
比 較 文 化 Ｂ 2 2･3･4
比 較 文 化 の 諸 問 題 Ａ 2 2･3･4
比 較 文 化 の 諸 問 題 Ｂ 2 2･3･4
心 理 学 Ａ 2 2･3･4 心理学科除く
心 理 学 Ｂ 2 2･3･4 心理学科除く
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授 業 科 目 単位 配置
年次 備 考

テ

ー

マ

別

科

目

（
領
域
B
）

人
間
理
解
関
連
科
目

教 育 学 Ａ 2 2･3･4
教 育 学 Ｂ 2 2･3･4
平 和 を 考 え る Ａ 2 2･3･4
平 和 を 考 え る Ｂ 2 2･3･4
人間関係とコミュニケーションＡ 2 2･3･4
人間関係とコミュニケーションＢ 2 2･3･4
文化とコミュニケーションＡ 2 2･3･4 国際政治経済学部除く
文化とコミュニケーションＢ 2 2･3･4 国際政治経済学部除く

社
会
理
解
関
連
科
目
（
領
域
C
）

法学（日本国憲法を含む）Ａ 2 2･3･4 法学部除く。
教員免許状取得申請者は、 1 年次から履
修できます。法学（日本国憲法を含む）Ｂ 2 2･3･4

日 本 の 法 と 社 会 Ａ 2 2･3･4
日 本 の 法 と 社 会 Ｂ 2 2･3･4
国 際 政 治 経 済 学 Ａ 2 2･3･4
国 際 政 治 経 済 学 Ｂ 2 2･3･4
国 際 関 係 概 論 Ａ 2 2･3･4
国 際 関 係 概 論 Ｂ 2 2･3･4
社 会 学 Ａ 2 2･3･4
社 会 学 Ｂ 2 2･3･4
現代社会と教育人間学Ａ 2 2･3･4
現代社会と教育人間学Ｂ 2 2･3･4
経 済 学 Ａ 2 2･3･4 経済学部除く
経 済 学 Ｂ 2 2･3･4 経済学部除く
情 報 社 会 科 学 Ａ 2 2･3･4
情 報 社 会 科 学 Ｂ 2 2･3･4
情 報 社 会 論 2 2･3･4
社 会 情 報 論 2 2･3･4
人 口 問 題 Ａ 2 2･3･4
人 口 問 題 Ｂ 2 2･3･4
フ ェ ミ ニ ズ ム Ａ 2 2･3･4
フ ェ ミ ニ ズ ム Ｂ 2 2･3･4
民 族 問 題 Ａ 2 2･3･4
民 族 問 題 Ｂ 2 2･3･4
マ ス メ デ ィ ア と 社 会 2 2･3･4
デ ー タ サ イ エ ン ス 2 2･3･4
福 祉 と 人 間 Ａ 2 2･3･4
福 祉 と 人 間 Ｂ 2 2･3･4
グローバリゼーションとWTO 2 2･3･4
日 本 農 業 と WTO 2 2･3･4
環 境 問 題 と 社 会 2 2･3･4 NPO環境平和持続の会寄附講座
金 融 と 生 活 設 計 2 2･3･4 金融広報中央委員会寄附講座

自
然
理
解
関
連
科
目
（
領
域
D
）

技 術 史 Ａ 2 2･3･4
技 術 史 Ｂ 2 2･3･4
日 常 生 活 の 数 理 2 2･3･4
数 理 科 学 入 門 Ⅰ 2 2･3･4 理工学部・社会情報学部を除く
数 理 科 学 入 門 Ⅱ 2 2･3･4 理工学部・社会情報学部を除く
数 理 科 学 の 視 点 2 2･3･4
数 理 モ デ ル 2 2･3･4
自 然 科 学 概 論 Ａ 2 2･3･4
自 然 科 学 概 論 Ｂ 2 2･3･4
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授 業 科 目 単位 配置
年次 備 考

テ

ー

マ

別

科

目

自
然
理
解
関
連
科
目
（
領
域
D
）

文化としての科学・技術Ａ 2 2･3･4
文化としての科学・技術Ｂ 2 2･3･4
生活と先端テクノロジー 2 2･3･4
ラ イ フ サ イ エ ン ス 2 2･3･4
ゲ ノ ム 2 2･3･4
生 物 と 地 球 環 境 2 2･3･4
地 球 環 境 保 全 2 2･3･4
バイオテクノロジーと生命倫理 2 2･3･4
メ カ の 世 界 2 2･3･4
生 命 と 地 球 の 歴 史 2 2･3･4
宇 宙 科 学 2 2･3･4
野 鳥 の 生 態 2 2･3･4
鳥 類 と 生 物 多 様 性 2 2･3･4
植 物 生 態 学 2 2･3･4
先 端エレクトロニクス 2 2･3･4
環 境 科 学 Ａ 2 2･3･4
環 境 科 学 Ｂ 2 2･3･4
自 然 地 理 学 Ａ 2 2･3･4
自 然 地 理 学 Ｂ 2 2･3･4
科 学 史 2 2･3･4
生命と生態系（環境と生物） 2 2･3･4
生 命 の 連 続（遺伝） 2 2･3･4
か た ち の 科 学 2 2･3･4
自 然 史 2 2･3･4
自 然 観 の 変 遷 2 2･3･4

歴
史
理
解
関
連
科
目
（
領
域
E
）

青 山 学 院 大 学 の 歴 史 2 2･3･4
日 本 社 会 史 Ａ 2 2･3･4
日 本 社 会 史 Ｂ 2 2･3･4
日 本 社 会 史 Ｃ 2 2･3･4
中 国 史 Ａ 2 2･3･4
中 国 史 Ｂ 2 2･3･4
ヨ ー ロ ッ パ 史 Ａ 2 2･3･4
ヨ ー ロ ッ パ 史 Ｂ 2 2･3･4
ヨ ー ロ ッ パ 史 Ｃ 2 2･3･4
現 代 史 Ａ 2 2･3･4
現 代 史 Ｂ 2 2･3･4
現 代 史 Ｃ 2 2･3･4
現 代 史 Ｄ 2 2･3･4
考 古 学 Ａ 2 2･3･4
考 古 学 Ｂ 2 2･3･4
科 学 思 想 史 Ａ 2 2･3･4

言
葉
の
技
能
（
領
域
F
）

インテンシブ・（第二外国語）（Ａ）－１ 1 2･3･4

（第二外国語）はフランス語（フランス
文学科除く）、ドイツ語、スペイン語、中
国語、ロシア語、韓国語を指します。

インテンシブ・（第二外国語）（Ａ）－２ 1 2･3･4
インテンシブ・（第二外国語）（Ｂ）－１ 1 2･3･4
インテンシブ・（第二外国語）（Ｂ）－２ 1 2･3･4
インテンシブ・（第二外国語）（Ｃ）－１ 1 2･3･4
インテンシブ・（第二外国語）（Ｃ）－２ 1 2･3･4
インテンシブ・（第二外国語）（Ｄ）－１ 1 2･3･4
インテンシブ・（第二外国語）（Ｄ）－２ 1 2･3･4
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授 業 科 目 単位 配置
年次 備 考

テ

ー

マ

別

科

目

言
葉
の
技
能
（
領
域
F
）

（第二外国語）Ⅱ（Ａ）－１ 1 2･3･4

（第二外国語）はフランス語（フランス
文学科除く）、ドイツ語、スペイン語、中
国語を指します。

（第二外国語）Ⅱ（Ａ）－２ 1 2･3･4
（第二外国語）Ⅱ（Ｂ）－１ 1 2･3･4
（第二外国語）Ⅱ（Ｂ）－２ 1 2･3･4
（第二外国語）Ⅱ（Ｃ）－１ 1 2･3･4
（第二外国語）Ⅱ（Ｃ）－２ 1 2･3･4
（第 二 外 国 語） Ⅱ－１ 1 2･3･4 （第二外国語）はロシア語、韓国語を指

します。（第 二 外 国 語） Ⅱ－２ 1 2･3･4
英 語 Ⅱ －１ 1 2･3･4

フランス文学科のみ
英 語 Ⅱ －２ 1 2･3･4
英 語 （ Ⅱ Ａ ）－１ 1 2･3･4

外国人留学生のみ
英 語 （ Ⅱ Ａ ）－２ 1 2･3･4
英 語 （ Ⅱ Ｂ ）－１ 1 2･3･4
英 語 （ Ⅱ Ｂ ）－２ 1 2･3･4
日 本 語 Ⅱ －１ 1 2･3･4

外国人留学生のみ
日 本 語 Ⅱ －２ 1 2･3･4
（第 二 外 国 語） Ⅲ －１ 1 3・4 （第二外国語）はドイツ語、スペイン語、

中国語、ロシア語、韓国語を指します。（第 二 外 国 語） Ⅲ －２ 1 3・4
フ ラ ン ス 語 Ⅲ（Ａ）－１ 1 3・4

フランス文学科除く
フ ラ ン ス 語 Ⅲ（Ａ）－２ 1 3・4
フ ラ ン ス 語 Ⅲ（Ｂ）－１ 1 3・4
フ ラ ン ス 語 Ⅲ（Ｂ）－２ 1 3・4
英 語 Ⅲ －１ 1 3・4

フランス文学科のみ
英 語 Ⅲ －２ 1 3・4
英 語 （ Ⅲ ）－１ 1 3・4

外国人留学生のみ
英 語 （ Ⅲ ）－２ 1 3・4
日 本 語 Ⅲ －１ 1 3・4

外国人留学生のみ
日 本 語 Ⅲ －２ 1 3・4

（第二外国語）会話（Ⅰ）－１ 1 2･3･4 （第二外国語）はフランス語（フランス
文学科除く）、ドイツ語、スペイン語、中
国語、ロシア語、韓国語、英語（フラン
ス文学科のみ）を指します。（第二外国語）会話（Ⅰ）－２ 1 2･3･4

（第二外国語）会話（Ⅱ）－１ 1 3・4 （第二外国語）はフランス語（フランス
文学科除く）、ドイツ語、スペイン語、中
国語、ロシア語、韓国語を指します。（第二外国語）会話（Ⅱ）－１ 1 3・4

日 本 語 （ ⅠS ） A 1 3

交換留学生のみ

日 本 語 （ ⅠF ） A 1 3
日 本 語 （ ⅠS ） B 1 3
日 本 語 （ ⅠF ） B 1 3
日 本 語 （ ⅠS ） C 1 3
日 本 語 （ ⅠF ） C 1 3
日 本 語 （ ⅠS ） D 1 3
日 本 語 （ ⅠF ） D 1 3
日 本 語 （ ⅡS ） A 1 3
日 本 語 （ ⅡF ） A 1 3
日 本 語 （ ⅡS ） B 1 3
日 本 語 （ ⅡF ） B 1 3
日 本 語 （ ⅡS ） C 1 3
日 本 語 （ ⅡF ） C 1 3
日 本 語 （ ⅡS ） D 1 3
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授 業 科 目 単位 配置
年次 備 考

テ

ー

マ

別

科

目

言
葉
の
技
能
（
領
域
F
）

日 本 語 （ ⅡF ） D 1 3

交換留学生のみ

日 本 語 （ ⅢS ） A 1 3
日 本 語 （ ⅢF ） A 1 3
日 本 語 （ ⅢS ） B 1 3
日 本 語 （ ⅢF ） B 1 3
日 本 語 （ ⅢS ） C 1 3
日 本 語 （ ⅢF ） C 1 3
日 本 語 （ ⅢS ） D 1 3
日 本 語 （ ⅢF ） D 1 3
日 本 語 （ ⅣS ） A 1 3
日 本 語 （ ⅣF ） A 1 3
日 本 語 （ ⅣS ） B 1 3
日 本 語 （ ⅣF ） B 1 3
日 本 語 （ ⅣS ） C 1 3
日 本 語 （ ⅣF ） C 1 3
日 本 語 （ ⅣS ） D 1 3
日 本 語 （ ⅣF ） D 1 3
日 本 語 （ ⅤS ） A 1 3
日 本 語 （ ⅤF ） A 1 3
日 本 語 （ ⅤS ） B 1 3
日 本 語 （ ⅤF ） B 1 3
日 本 語 （ ⅤS ） C 1 3
日 本 語 （ ⅤF ） C 1 3
日 本 語 （ ⅤS ） D 1 3
日 本 語 （ ⅤF ） D 1 3
日 本 語 （ ⅥS ） A 1 3
日 本 語 （ ⅥF ） A 1 3
日 本 語 （ ⅥS ） B 1 3
日 本 語 （ ⅥF ） B 1 3
日 本 語 （ ⅥS ） C 1 3
日 本 語 （ ⅥF ） C 1 3
日 本 語 （ ⅥS ） D 1 3
日 本 語 （ ⅥF ） D 1 3
日 本 事 情 （ⅠS） 2 3
日 本 事 情 （ⅠF） 2 3
日 本 事 情 （ⅡS） 2 3
日 本 事 情 （ⅡF） 2 3
日 本 事 情 （ⅢS） 2 3
日 本 事 情 （ⅢF） 2 3
日 本 事 情 （ⅣS） 2 3
日 本 事 情 （ⅣF） 2 3
日 本 事 情 （ⅤS） 2 3
日 本 事 情 （ⅤF） 2 3
日 本 事 情 （ⅥS） 2 3
日 本 事 情 （ⅥF） 2 3
アメリカ合衆国の社会と文化Ａ 2 2･3･4
アメリカ合衆国の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
アメリカ合衆国の社会と文化Ｃ 2 2･3･4
英 語圏の社会と文化Ａ 2 2･3･4 国際政治経済学部除く
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授 業 科 目 単位 配置
年次 備 考

テ

ー

マ

別

科

目

言
葉
の
技
能
（
領
域
F
）

英語圏の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
フランス語圏の社会と文化Ａ 2 2･3･4
フランス語圏の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
フランス語圏の社会と文化Ｃ 2 2･3･4
ドイツ語圏の社会と文化Ａ 2 2･3･4
ドイツ語圏の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
ドイツ語圏の社会と文化Ｃ 2 2･3･4
スペイン語圏の社会と文化Ａ 2 2･3･4
スペイン語圏の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
スペイン語圏の社会と文化Ｃ 2 2･3･4
中国語圏の社会と文化Ａ 2 2･3･4
中国語圏の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
中国語圏の社会と文化Ｃ 2 2･3･4
ロシア語圏の社会と文化Ａ 2 2･3･4
ロシア語圏の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
韓国・朝鮮の社会と文化Ａ 2 2･3･4
韓国・朝鮮の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
イスラム圏の社会と文化Ａ 2 2･3･4
イスラム圏の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
日 本 学 Ａ 2 2･3･4 交換留学生・外国人留学生のみ
日 本 学 Ｂ 2 2･3･4 交換留学生・外国人留学生のみ
E n g l i s h S t u d i e s Ａ 2 2･3･4
E n g l i s h S t u d i e s Ｂ 2 2･3･4
E n g l i s h S t u d i e s Ｃ 2 2･3･4
E n g l i s h S t u d i e s Ｅ 2 2･3･4
こ と ば の 研 究 Ａ 2 2･3･4
こ と ば の 研 究 Ｂ 2 2･3･4
少数民族の社会と文化Ａ 2 2･3･4
少数民族の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
民 族 文 化 論 Ａ 2 2･3･4
民 族 文 化 論 Ｂ 2 2･3･4

身
体
の
技
能
（
領
域
G
）

健 康 医 学 2 2･3･4
身 体の仕組みと病気Ａ 2 2･3･4
身 体の仕組みと病気Ｂ 2 2･3･4
ス ポ ー ツ 生 理 学 2 2･3･4
スポーツバイオメカニクス 2 2･3･4
ス ポ ー ツ 心 理 学 2 2･3･4
動 き の 人 間 学 2 2･3･4
医 療 社 会 学 2 2･3･4

ス ポ ー ツ 運 動 実 習 1 2･3･4
４回まで重複履修を認めます。
教員免許状取得申請者は、 1 年次から履
修できます。

アドバンストスポーツ実習 2 2･3･4
現代社会における食と健康 2 2･3･4 一般社団法人ファイブ・ア・デイ協会寄附講座

（
領
域
H
）

情
報
の
技
能

ウェブプログラミング 2 2･3･4
コンピュータプログラミング 2 2･3･4
コ ン ピ ュ ー タ と 社 会 2 2･3･4
デ ー タ 分 析 入 門 2 2･3･4
情 報 ス キ ル Ⅱ 2 2･3･4
ｅラーニングの法的課題入門 2 2･3･4

― 19―

青山スタンダード科目



授 業 科 目 単位 配置
年次 備 考

テ

ー

マ

別

科

目

キ
ャ
リ
ア
の
技
能
（
領
域
I
）

キャリアデザイン基礎 2 2･3･4
キ ャリアデザイン応用 2 3・4
仕 事 力 基 礎 論 2 2･3･4
国 際 ビ ジ ネ ス 入 門 Ａ 2 2･3･4
国 際 ビ ジ ネ ス 入 門 Ｂ 2 2･3･4
感 性 ビ ジ ネ ス Ａ
－ファッション産業のフロンティア－ 2 2･3･4

感 性 ビ ジ ネ ス Ｂ
－ファッション産業のフロンティア－ 2 2･3･4

感 性 ビ ジ ネ ス Ｃ
－ファッション・ビジネス戦略論－ 2 2･3･4 ㈶ファッション産業人材育成機構（IFI）寄附講座
感 性 ビ ジ ネ ス Ｄ
－ファッション・ビジネス戦略論－ 2 2･3･4 ㈶ファッション産業人材育成機構（IFI）寄附講座
パーソナル・マネー・マネジメント入門 2 2･3･4 三井生命保険株式会社寄附講座
企業のモノづくりと人づくりのリテラシー 2 2･3･4
国際ビジネスと海外事情Ａ 2 2･3･4
国際ビジネスと海外事情Ｂ 2 2･3･4
現 代 金 融 の 諸 問 題 2 2･3･4 金融青山会寄附講座
ファイナンシャルプランニング入門 2 2･3･4 一般社団法人シニアライフ協会寄附講座
ファイナンシャルプランニング基礎 2 2･3･4 一般社団法人シニアライフ協会寄附講座
囲碁で養うロジカルシンキング 2 2･3･4 公益財団法人日本棋院寄附講座
ファッション流通ビジネス論 2 2･3･4
海 外 語 学 ・ 文 化 研 修 Ⅰ 2 2･3･4
海 外 語 学 ・ 文 化 研 修 Ⅱ 2 2･3･4
海 外 語 学 ・ 文 化 研 修 Ⅲ 2 2･3･4
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 2 2･3･4
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 2 2･3･4
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅲ 2 2･3･4
ビジネスコミュニケーション 2 2･3･4
世 界 遺 産 入 門 2 2･3･4 NPO法人世界遺産アカデミー寄附講座

営 業 学 入 門 2 2･3･4 プルデンシャル生命保険株式会社寄附講座

営 業 学 基 礎 2 2･3･4 プルデンシャル生命保険株式会社寄附講座
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物理・数理学科に 4 年以上（ただし 8 年を限度とします）在学し、卒業に必要な138単位
以上を修得した者には、「学士（理学）」の学位が授与されます。

本学科を卒業するためには、卒業要件単位表に示す区分ごとに、それぞれ必要な単位を修
得しなければなりません。

系　　　　列 必選の別

単位

物理科学
コース

数理
サイエンス
コース

青山スタンダード科目 ｐ．12参照 24 24

外国語科目 英語
必　　修 8 8

選択必修 2 2

学科科目

数学・共通科目 必　　修 ╂ 14 14

専門実験・実習・演習
必　　修 ╂ 14 12

選択必修 ◇ 6 －

輪講・卒業研究 必　　修 ╂ 12 12

第 1 科目群

必　　修 ╂ 12 4

選択必修 ◆ 18 －

選択必修 ▲ － 16

第 2 科目群
選択必修 ◆△ 22 －

選択必修 ▲▽ － 34

自由選択科目

青山スタンダード科目

選　　択 6 12

外国語科目

学科科目

他学科科目

他学部科目

合　　　　計 138

1 ．学位

2．卒業要件

 卒業要件単位表 

【1】履修について

【物理・数理学科履修要項】
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系　　　　列 必選の別

単位

物理科学
コース

数理
サイエンス
コース

青山スタンダード科目 ｐ．12参照 24 24

外国語科目 英語 必　　修 10 10

学科科目

数学・共通科目 必　　修 ╂ 14 14

専門実験・実習・演習
必　　修 ╂ 14 12

選択必修 ◇ 6 －

輪講・卒業研究 必　　修 ╂ 12 12

第 1 科目群

必　　修 ╂ 12 4

選択必修 ◆ 18 －

選択必修 ▲ － 16

第 2 科目群
選択必修 ◆△ 22 －

選択必修 ▲▽ － 34

自由選択科目

青山スタンダード科目

選　　択 6 12

外国語科目

学科科目

他学科科目

他学部科目

合　　　　計 138

外国人留学生
卒業要件単位表
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最高履修制限単位とは、各年度で履修申請できる最高限度の単位数です。
理工学部における最高履修制限単位は次のとおりです。各年次でこの表に示す単位数を超

えて履修することはできません。なお、各年次において、 1科目以上の履修をしなければな
りません。

学年 1～ 4年次 合計

最高履修制限単位 各48単位 192単位

（注意） 教職課程科目および「地学」「地学実験」「生物学実験」の単位は、最高履修制限単位に含
まれません。

入学後の 2年間（休学期間を除く）で修得単位が32単位に満たない者は、成業の見込みの
ない者として除籍されることがありますので、該当しないよう特に注意してください。

3年次生から 4年次生に進級するためには、 3年次終了時に「卒業研究」の履修条件を満
たしている必要があります。
ただし、本学の 3年次後期から 4年次前期に相当する期間に協定校または認定校に留学す

る学生に限り、 4年次の後期授業開始までに卒業研究の履修条件を満たすことを条件に 4年
次に進級し、「卒業研究Ａ」（ 8単位、後期週24時間）「物理学輪講Ａ」「数理輪講Ａ」（ 4単位、
後期週 8時間）、「物理専門実験Ａ」「数理専門実験Ａ」（ 2単位、前期週 6時間）を履修する
ことができます。留学前に学科に申し出、学科の指示に従ってください。

卒業研究の履修条件は、以下のとおりです。
1） 3年以上在学していること。
2） 3年次までの必修科目のうち下記の科目を除く卒業要件単位を満たしていること。
物理科学コース
青山スタンダード科目の「第二外国語科目」
学科科目の「コンピュータアプリケーション演習」および「統計力学Ⅰ」

数理サイエンスコース
青山スタンダード科目の「第二外国語科目」
学科科目の「コンピュータアプリケーション演習」

3）学科科目の選択必修科目（物理科学コースは◇◆△、数理サイエンスコースは▲▽印の
科目）中より38単位以上修得していること。

4）卒業要件内単位のうち116単位以上修得していること。

3 ．最高履修制限単位

4．修得単位僅少者

5．進級条件

6．卒業研究の履修条件
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外国語のクラスは指定制なので指定以外のクラスで履修することはできません。
なお、所要単位を超えて修得した単位は自由選択科目の選択の単位に算入されます。

授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

履修条件1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ａ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｂ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｃ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｄ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ａ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｂ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｃ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｄ 1 2

★ Active Speaking Skills Ａ 1 2

★ Active Speaking Skills Ｂ 1 2

★ Advanced  Sk i l l s  Ａ 1 2 受講にあたっては事前に
担当者の許可が必要です。★ Advanced  Sk i l l s  Ｂ 1 2

★ English Comprehension Ａ 1 2

★ English Comprehension Ｂ 1 2

★ English for Engineers Ａ 1 2

★ English for Engineers Ｂ 1 2

★ S t u d y  A b r o a d  Ａ 2 2
※下記参照

★ S t u d y  A b r o a d  Ｂ 2 2

理工学部では、2013年度入学生より海外研修を実施しています。海外研修に参加したものが、一
定の条件を満たすことにより、単位を修得することが可能です。ただし、卒業に必要な単位として
認められるのは、Ａ、Ｂそれぞれ 1回ずつ、計 2回の参加までです。参加希望者はオリエンテーショ
ンに必ず参加し、プログラムの詳細を確認してください。

1 ．外国語科目履修方法

2．外国語科目配置表

 外国語科目（英語） 

╂印の 8単位　必修
★から 2単位　選択必修

※Study Abroad Ａ、Ｂ
 の履修について

【2】外国語科目（英語）配置表および履修方法
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

履修条件1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂  日 本 語 初 級 Ａ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ａ‒ 2 1 2 日本語初級Ａ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 初 級 Ｂ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ｂ‒ 2 1 2 日本語初級Ｂ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 初 級 Ｃ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ｃ‒ 2 1 2 日本語初級Ｃ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ａ‒ 1 1 2
日本語初級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 、Ｃ‒ 2 の
うち 2科目以上修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ａ‒ 2 1 2 日本語中級Ａ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ｂ‒ 1 1 2
日本語初級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 、Ｃ‒ 2 の
うち 2科目以上修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ｂ‒ 2 1 2 日本語中級Ｂ‒ 1 修得者のみ履修可

　 日 本 語 上 級 ‒ 1 1 2
青山キャンパス開講科目
日本語中級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 のうちいず
れかの科目の修得者のみ履修可

　 日 本 語 上 級 ‒ 2 1 2
青山キャンパス開講科目
日本語上級‒ 1 修得者のみ履修可

なお、日本語上級- 1 、上級- 2 は自由選択科目の選択単位に算入されます。

※第二外国語科目配置表は青山スタンダード科目配置表の言葉の技能〔領域Ｆ〕・テーマ
別科目〔領域Ｆ〕を参照してください。

※入学手続時に申請した科目以外は履修できません。
・言葉の技能〔領域Ｆ〕（第二外国語科目）の必要単位

必修（ 4単位）
フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、ロシア語、韓国語、英語のうちから
1外国語を履修してください。

・テーマ別科目〔領域Ｆ〕を修得した場合、その単位は自由選択科目の単位に算入されます。
※本学入学以前に、高等学校あるいは海外等ですでに学習したことのある者が、その学力
をⅠ（Ａ）・Ⅰ（Ｂ）修了者に準ずると認定された場合、Ⅱの科目で卒業に必要な単位
に充当することができます。詳細は、『学年初頭行事』を参照してください。

◎外国人留学生
外国語科目（日本語）

配置表
╂の10単位　必修

外国人留学生
第二外国語科目履修方法

╂外国人留学生の外国語科目（日本語）配置表および履修方法
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（ 1）学科科目について
学科科目の卒業要件は、「卒業要件単位表」を参照してください。
規定以上に修得した選択必修科目の単位は自由選択科目の選択の単位に算入されます。

（ 2）コースについて
物理・数理学科では、 2年次より 2コース（物理科学コース、数理サイエンスコース）に
分かれます。所属コースによってカリキュラムが異なりますので、科目配置表をもとに学
習計画をたててください。なお、原則として決定後のコース変更はできませんので注意し
てください。

理工学部生以外の履修は原則として許可しません。
╂は必修　◇・◆・▲・△・▽は選択必修

1年次は、以下の授業科目から単位を修得してください。

授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂ 力 学 Ⅰ 2 2

╂ 力 学 Ⅱ 2 2

╂ 線 形 代 数 Ⅰ Ａ 2 2

╂ 線 形 代 数 Ⅰ Ｂ 2 2

╂ 解 析 学 Ⅰ Ａ 2 2

╂ 解 析 学 Ⅰ Ｂ 2 2

╂ 基 礎 物 理 数 学 2 2

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅰ 1 4

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅱ 1 4

╂ 化 学 基 礎 実 験 2 4
前期又は後期

╂ 電 気 計 測 実 験 1 4
前期又は後期

╂ も の づ く り 実 習 1 4
前期又は後期

╂ 情 報 処 理 実 習 2 4
前期又は後期

△▽ 数 学 演 習 Ａ 2 2

△▽ 数 学 演 習 Ｂ 2 2

△▽ 物 理 学 演 習 Ⅰ 2 2

化 学 Ⅰ 2 2

化 学 Ⅱ 2 2

1 ．学科科目履修方法

2．学科科目配置表

1年次科目配置表

 数学・共通科目 
╂の科目14単位　必修

 専門実験・実習・演習 
╂の科目 8単位　必修

 第 2 科目群 
2 年次以降の所属コース
により必要単位が異なり
ます。（Ｐ．21参照）

 選択科目 

【3】学科科目配置表及び履修方法
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各コースで決められた授業科目の単位を修得してください。
自コース以外の科目を履修した場合は選択科目となります。

授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂ 力 学 Ⅰ 2 2

╂ 力 学 Ⅱ 2 2

╂ 線 形 代 数 Ⅰ Ａ 2 2

╂ 線 形 代 数 Ⅰ Ｂ 2 2

╂ 解 析 学 Ⅰ Ａ 2 2

╂ 解 析 学 Ⅰ Ｂ 2 2

╂ 基 礎 物 理 数 学 2 2

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅰ 1 4

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅱ 1 4

╂ 化 学 基 礎 実 験 2 4
前期又は後期

╂ 電 気 計 測 実 験 1 4
前期又は後期

╂ も の づ く り 実 習 1 4
前期又は後期

╂ 情 報 処 理 実 習 2 4
前期又は後期

╂ コンピュータプログラミング演習 1 2

╂ 物 理 計 測 基 礎 実 験 Ⅰ 1 3 理工学実践演習Ⅰ履修者は履修不可

╂ 物 理 計 測 基 礎 実 験 Ⅱ 1 3 理工学実践演習Ⅱ履修者は履修不可

╂ コンピュータアプリケーション演習 1 2

╂ 物 理 専 門 実 験 Ⅰ 1 3 理工学実践演習Ⅲ履修者は履修不可

╂ 物 理 専 門 実 験 Ⅱ 1 3 理工学実践演習Ⅳ履修者は履修不可

╂ 物 理 専 門 実 験 Ａ 2 6 協定校・認定校留学者のみ履修可

╂ 理 工 学 実 践 演 習 Ⅰ 2 4

理工学高度実践プログラ
ム申請者のみ履修可

╂ 理 工 学 実 践 演 習 Ⅱ 2 4

╂ 理 工 学 実 践 演 習 Ⅲ 2 4

╂ 理 工 学 実 践 演 習 Ⅳ 2 4

◇ 物 理 学 演 習 Ⅱ 2 2

◇ 物 理 学 演 習 Ⅳ 2 2

◇ 物 理 数 学 演 習 Ⅰ 1 1

◇ 物 理 数 学 演 習 Ⅱ 1 1

◇ 物 理 学 演 習 Ⅲ 2 2

◇ 計 算 機 基 礎 実 習 1 3

╂ 物 理 学 輪 講 Ⅰ 2 4 卒業研究Ⅰ・Ⅱと同時履修してくだ
さい。（Ⅰ・Ⅱは同一担当者で履修す
ること。）╂ 物 理 学 輪 講 Ⅱ 2 4

╂ 物 理 学 輪 講 Ａ 4 8 協定校・認定校留学者のみ履修可

学科科目配置表

物理科学コース

 数学・共通科目 
╂の科目14単位　必修

 専門実験・実習・演習 
╂の科目14単位　必修
◇の科目の中から
 6 単位　選択必修

 輪講・卒業研究 
╂の科目12単位　必修
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂ 卒 業 研 究 Ⅰ 4 12
Ⅰ・Ⅱの単位を分離して修得することが
できない。Ⅰ・Ⅱのうちいずれかが不合
格となればⅠ・Ⅱ共に不合格となる。
Ⅰ・Ⅱは同一担当者で履修すること。
理工学高度実践研究Ⅰ・Ⅱ履修者は履修
不可

╂ 卒 業 研 究 Ⅱ 4 12

╂ 卒 業 研 究 Ａ 8 24 協定校・認定校留学者のみ履修可

╂ 理工学高度実践研究Ⅰ 4 12 理工学高度実践プログラ
ム申請者のみ履修可╂ 理工学高度実践研究Ⅱ 4 12

╂ 電 磁 気 学 4 4

╂ 量 子 力 学 Ⅰ 4 4

╂ 統 計 力 学 Ⅰ 4 4

◆ 波 動 2 2

◆ 解 析 力 学 2 2

◆ 物 理 数 学 Ⅰ 2 2

◆ 電 磁 光 学 概 論 2 2

◆ 熱 物 理 学 2 2

◆ 物 理 数 学 Ⅱ 2 2

◆ 量 子 力 学 Ⅱ 2 2

◆ 量 子 力 学 Ⅲ 2 2

◆ 相 対 論 2 2

◆ 固 体 物 理 2 2

◆ 物 理 実 験 学 2 2

◆ 数 値 解 析 2 2

◆ 統 計 力 学 Ⅱ 2 2

△ 数 学 演 習 Ａ 2 2

△ 数 学 演 習 Ｂ 2 2

△ 物 理 学 演 習 Ⅰ 2 2

△ 電気・電子回路入門 2 2

△ 天 体 物 理 概 論 2 2

△ 原 子 核 物 理 2 2

△ 最 新 物 理 講 義 2 2

△ 超 伝 導 1 1

△ 相 関 と 物 性 1 1

△ 生 物 物 理 2 2

△ 宇 宙 物 理 Ⅰ 1 1

△ 宇 宙 物 理 Ⅱ 1 1

△ 場 と 粒 子 2 2

△ 生 体 セ ン シ ン グ 1 1

△ 先 端 デ バ イ ス 1 1

△ 先 端 応 用 光 科 学 2 2

△ 流 れ と 変 形 1 1

△ 物 体 と 地 震 の 運 動 1 1

 輪講・卒業研究 
（前ページの続き）

 第 1 科目群 
╂の科目12単位　必修
◆の科目の中から
 18単位　選択必修

  
 第 2 科目群 

◆または△の科目の中から
22単位　選択必修
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

△ 量 子 化 学 Ⅰ 2 2

△ 量 子 化 学 Ⅱ 2 2

化 学 Ⅰ 2 2

化 学 Ⅱ 2 2

線 形 代 数 Ⅱ 2 2

線 形 代 数 Ⅲ 2 2

微 分 方 程 式 Ⅰ 2 2

解 析 学 Ⅱ 2 2

応 用 初 等 代 数 2 2

確 率 統 計 2 2

微 分 方 程 式 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

解 析 学 Ⅱ 演 習 1 1 隔週

応 用 初 等 代 数 演 習 1 1 隔週

線 形 代 数 Ⅱ 演 習 1 1 隔週

化 学 Ⅲ 2 2

図 形 科 学 2 2

地 学 2 2 卒業要件外、注）

基 礎 化 学 2 2 教育職員免許状の取得を希望する者のみ
履修可

集 合 と 位 相 2 2

計 算 数 学 2 2

幾 何 学 Ⅰ 2 2

集 合 と 位 相 演 習 1 1 隔週

代 数 学 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

幾 何 学 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

サ イ バ ネ テ ィ ク ス 2 2

製 図 1 2

複 素 解 析 Ⅰ 2 2

微 分 方 程 式 Ⅱ 2 2

幾 何 学 Ⅱ 2 2

幾 何 学 Ⅲ 2 2

解 析 学 Ⅳ 2 2

解 析 学 Ⅳ 演 習 1 1 隔週

複 素 解 析 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

物 理 ・ 数 理 セ ミ ナ ー 2 2 英語講義

一 般 機 械 工 学 2 2

一 般 経 営 工 学 2 2

数 理 統 計 2 2

代 数 学 Ⅱ 2 2

フ ァ イ ナ ン ス 数 学 2 2

微 分 方 程 式 Ⅲ 2 2

代 数 学 Ⅱ 演 習 1 1 隔週

 選択科目 
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

幾 何 学 Ⅲ 演 習 1 1 隔週

一 般 電 気 工 学 2 2

イ ン タ ー ン シ ッ プ 1 3

理 工 学 実 践 研 究 Ⅰ 4 12 理工学高度実践プログラ
ム申請者のみ履修可理 工 学 実 践 研 究 Ⅱ 4 12

電 子 計 算 機 工 学 Ⅰ 2 2

電 子 計 算 機 工 学 Ⅱ 2 2

電 気 物 性 学 Ⅱ 2 2

高 電 圧 工 学 2 2

集 積 回 路 工 学 2 2

科 学 哲 学 2 2

量 子 電 子 デ バ イ ス 2 2

半 導 体 デ バ イ ス 2 2

電 子 物 性 工 学 2 2

生 命 化 学 Ｅ 2 2

無 機 化 学 Ｄ 2 2

機 器 分 析 2 2

流 体 力 学 及 び 演 習 4 4

応 用 数 学 Ⅰ 2 2

応 用 数 学 Ⅱ 2 2

電 磁 波 2 2

弾 塑 性 工 学 2 2

情 報 数 学 Ⅰ 2 2 英語講義

生 物 学 実 験 2 4 卒業要件外、注）

地 学 実 験 2 4
集中講義、「地学」を履修中また
は修得済の者のみ履修可
卒業要件外、注）

注）卒業要件外、教育職員免許状の取得を希望する学生以外は履修できません。

 選択科目 
（前ページの続き）
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂ 力 学 Ⅰ 2 2

╂ 力 学 Ⅱ 2 2

╂ 線 形 代 数 Ⅰ Ａ 2 2

╂ 線 形 代 数 Ⅰ Ｂ 2 2

╂ 解 析 学 Ⅰ Ａ 2 2

╂ 解 析 学 Ⅰ Ｂ 2 2

╂ 基 礎 物 理 数 学 2 2

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅰ 1 4

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅱ 1 4

╂ 化 学 基 礎 実 験 2 4
前期又は後期

╂ 電 気 計 測 実 験 1 4
前期又は後期

╂ も の づ く り 実 習 1 4
前期又は後期

╂ 情 報 処 理 実 習 2 4
前期又は後期

╂ コンピュータプログラミング演習 1 2

╂ コンピュータアプリケーション演習 1 2

╂ 数 理 専 門 実 験 Ⅰ 1 3 理工学実践演習Ⅲ履修者は履修不可

╂ 数 理 専 門 実 験 Ⅱ 1 3 理工学実践演習Ⅳ履修者は履修不可

╂ 数 理 専 門 実 験 Ａ 2 6 協定校・認定校留学者のみ履修可

╂ 理 工 学 実 践 演 習 Ⅲ 2 4 理工学高度実践プログラ
ム申請者のみ履修可╂ 理 工 学 実 践 演 習 Ⅳ 2 4

╂ 数 理 輪 講 Ⅰ 2 4 卒業研究Ⅰ・Ⅱと同時履修してくだ
さい。（Ⅰ・Ⅱは同一担当者で履修す
ること。）╂ 数 理 輪 講 Ⅱ 2 4

╂ 数 理 輪 講 Ａ 4 8 協定校・認定校留学者のみ履修可

╂ 卒 業 研 究 Ⅰ 4 12
Ⅰ・Ⅱの単位を分離して修得することが
できない。Ⅰ・Ⅱのうちいずれかが不合
格となればⅠ・Ⅱ共に不合格となる。
Ⅰ・Ⅱは同一担当者で履修すること。
理工学高度実践研究Ⅰ・Ⅱ履修者は履修
不可

╂ 卒 業 研 究 Ⅱ 4 12

╂ 卒 業 研 究 Ａ 8 24 協定校・認定校留学者のみ履修可

╂ 理工学高度実践研究Ⅰ 4 12 理工学高度実践プログラ
ム申請者のみ履修可╂ 理工学高度実践研究Ⅱ 4 12

╂ 線 形 代 数 Ⅱ 2 2

╂ 微 分 方 程 式 Ⅰ 2 2

▲ 解 析 学 Ⅱ 2 2

▲ 応 用 初 等 代 数 2 2

▲ 確 率 統 計 2 2

▲ 線 形 代 数 Ⅲ 2 2

▲ 集 合 と 位 相 2 2

数理サイエンスコース

 数学・共通科目 
╂の科目14単位　必修

 専門実験・実習・演習 
╂の科目12単位　必修

 輪講・卒業研究 
╂の科目12単位　必修

 第 1 科目群 
╂の科目 4単位　必修
▲の科目の中から
 16単位　選択必修
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

▲ 計 算 数 学 2 2

▲ 解 析 学 Ⅲ 2 2

▲ 複 素 解 析 Ⅰ 2 2

▲ 微 分 方 程 式 Ⅱ 2 2

▲ 幾 何 学 Ⅱ 2 2

▲ 解 析 学 Ⅳ 2 2

▲ 数 理 統 計 2 2

▽ 数 学 演 習 Ａ 2 2

▽ 数 学 演 習 Ｂ 2 2

▽ 物 理 学 演 習 Ⅰ 2 2

▽ 微 分 方 程 式 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

▽ 解 析 学 Ⅱ 演 習 1 1 隔週

▽ 応 用 初 等 代 数 演 習 1 1 隔週

▽ 線 形 代 数 Ⅱ 演 習 1 1 隔週

▽ 電 磁 気 学 4 4

▽ 解 析 力 学 2 2

▽ 波 動 2 2

▽ 代 数 学 Ⅰ 2 2

▽ 幾 何 学 Ⅰ 2 2

▽ 物 理 数 学 Ⅱ 2 2

▽ 集 合 と 位 相 演 習 1 1 隔週

▽ 解 析 学 Ⅲ 演 習 1 1 隔週

▽ 代 数 学 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

▽ 幾 何 学 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

▽ 物 理 数 学 演 習 Ⅱ 1 1

▽ 量 子 力 学 Ⅰ 4 4

▽ 熱 物 理 学 2 2

▽ 理 工 学 実 践 演 習 Ⅰ 2 4 理工学高度実践プログラ
ム申請者のみ履修可▽ 理 工 学 実 践 演 習 Ⅱ 2 4

▽ 計 算 機 基 礎 実 習 1 3

▽ 解 析 学 Ⅳ 演 習 1 1 隔週

▽ 複 素 解 析 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

▽ 代 数 学 Ⅱ 2 2

▽ 複 素 解 析 Ⅱ 2 2

▽ 幾 何 学 Ⅲ 2 2

▽ フ ァ イ ナ ン ス 数 学 2 2

▽ 微 分 方 程 式 Ⅲ 2 2

▽ 代 数 学 Ⅱ 演 習 1 1 隔週

▽ 幾 何 学 Ⅲ 演 習 1 1 隔週

▽ 幾 何 学 Ⅳ 2 2

▽ 解 析 学 Ⅴ 2 2

▽ 代 数 学 Ⅲ 2 2

 第 1 科目群 
（前ページの続き）

 第 2 科目群 
▲または▽の科目の中から

34単位　選択必修
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

化 学 Ⅰ 2 2

化 学 Ⅱ 2 2

化 学 Ⅲ 2 2

量 子 力 学 Ⅱ 2 2

量 子 力 学 Ⅲ 2 2

相 対 論 2 2

固 体 物 理 2 2

統 計 力 学 Ⅰ 4 4

物 理 ・ 数 理 セ ミ ナ ー 2 2 英語講義

一 般 機 械 工 学 2 2

一 般 経 営 工 学 2 2

一 般 電 気 工 学 2 2

イ ン タ ー ン シ ッ プ 1 3

理 工 学 実 践 研 究 Ⅰ 4 12 理工学高度実践プログラ
ム申請者のみ履修可理 工 学 実 践 研 究 Ⅱ 4 12

科 学 哲 学 2 2

物理科学コース　 6単位
数理サイエンスコース　12単位

下記の（イ）（ロ）（ハ）（ニ）（ホ）のうちから任意に必要単位修得しなければなりません。
（イ）青山スタンダード科目 ⎫

｜
｜

｜
⎬
｜
｜

｜
⎭

（ 卒業に必要な単位を超えて修得した単位は、自由選択科
目に算入されます）

（ロ）外国語科目
（ハ）学科科目
（ニ）他学科科目
（ホ）他学部科目
ただし、卒業要件外科目は除きます。他学科・他学部科目のうちには実験科目、「現代物

理学概論」などの除外科目がありますので当該学科・学部の履修規定に従ってください。

注意：他キャンパス開講科目を履修する際には、キャンパス間の移動時間に注意してください（「Ⅲ．
履修について 1．履修計画」を参照）。

 選択科目 

自由選択科目履修方法

1．自由選択科目の
 必要単位

2．自由選択科目
 履修方法

【4】自由選択科目履修方法
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力学Ⅰ② 力学Ⅱ②

物理基礎実験Ⅰ① 物理基礎実験Ⅱ①

物理学演習Ⅰ②
数学演習A② 数学演習B②

化学Ⅰ② 化学Ⅱ②

化学基礎実験②
電気計測実験①
ものづくり実習①
情報処理実習②

基礎物理数学②
解析学ⅠA② 解析学ⅠB②
線形代数ⅠA② 線形代数ⅠB②

コンピュータプロ
グラミング演習①

コンピュータアプリ
ケーション演習①

波動② 熱物理学②

電磁気学④ 量子力学Ⅰ④

解析力学② 物理数学Ⅱ②
物理数学演習Ⅱ①

物理計測基礎実験Ⅰ① 物理計測基礎実験Ⅱ①

物理学演習Ⅱ② 物理数学演習Ⅰ①
物理数学Ⅰ② 物理学演習Ⅳ②

電磁光学概論②

線形代数Ⅱ②
微分方程式Ⅰ②

解析学Ⅱ② 線形代数Ⅲ②
応用初等代数② 集合と位相②
確率統計② 計算数学②
微分方程式Ⅰ演習① 解析学Ⅲ②
解析学Ⅱ演習① 代数学Ⅰ②
応用初等代数演習① 幾何学Ⅰ②
線形代数Ⅱ演習① 集合と位相演習①
電磁気学④ 解析学Ⅲ演習①

代数学Ⅰ演習①
幾何学Ⅰ演習①
量子力学Ⅰ④

化学Ⅲ②

統計力学Ⅰ④

物理専門実験Ⅰ① 物理専門実験Ⅱ①

物理学演習Ⅲ②

量子力学Ⅱ② 量子力学Ⅲ②
相対論② 統計力学Ⅱ②
固体物理② 超伝導①
物理実験学② 相関と物性①
数値解析② 生物物理②
電気・電子回路入門② 宇宙物理Ⅰ①
天体物理概論② 宇宙物理Ⅱ①
原子核物理② 場と粒子②
最新物理講義② 生体センシング①

先端デバイス①
先端応用光科学②
流れと変形①
物体と地震の運動①

数理専門実験Ⅰ① 数理専門実験Ⅱ①

複素解析Ⅰ② 数理統計②
微分方程式Ⅱ②
幾何学Ⅱ②
解析学Ⅳ②

代数学Ⅱ②
複素解析Ⅱ②

解析学Ⅳ演習①
複素解析Ⅰ演習①

幾何学Ⅲ②
ファイナンス数学②
微分方程式Ⅲ②
代数学Ⅱ演習①
幾何学Ⅲ演習①

物理・数理セミナー②

物理学輪講Ⅰ② 物理学輪講Ⅱ②

量子化学Ⅰ② 量子化学Ⅱ②

卒業研究Ⅰ④ 卒業研究Ⅱ④

数理輪講Ⅰ②
卒業研究Ⅰ④

数理輪講Ⅱ②

幾何学Ⅳ② 解析学Ⅴ②
代数学Ⅲ②

卒業研究Ⅱ④

科学哲学②

計算機基礎実習①

1年次
前期 後期

2年次
前期 後期

3年次
前期 後期

4年次
前期 後期

コース共通
必修科目

コース共通
選択科目

コース共通
実験

必修科目

コース共通
選択

必修科目

物理科学
コース選択
必修科目

物理科学コース
必修科目

物理科学コース
必修実験科目

数理サイエンス
コース必修
科目

数理サイエンス
コース必修
実験科目

数理サイエンス
コース選択
必修科目

※その他学科科目配置表参照

物理・数理学科履修ガイドライン
これはあくまでも履修の一例です。
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化学・生命科学科に 4 年以上（ただし 8 年を限度とします）在学し、卒業に必要な138単
位以上を修得した者には、「学士（理学）」の学位が授与されます。

本学科を卒業するためには、卒業要件単位表に示す区分ごとに、それぞれ必要な単位を修
得しなければなりません。

系　　　　列 必選の別 単位

青山スタンダード科目 ｐ. 12参照 24

外国語科目 英語
必　　修 ╂ 8

選択必修 ★ 2

学科科目

数学・共通科目

必　　修 ╂ 8

選択必修
△ 6

18
☆または△ 12

専門実験 必　　修 ╂ 9

輪講・卒業研究 必　　修 ╂ 12

選択必修Ⅰ
選択必修

★ 24

選択必修Ⅱ ★または▽ 23

自由選択科目

青山スタンダード科目

選　　択 10

外国語科目

学科科目

他学科科目

他学部科目

合　　　　計 138

系　　　　列 必選の別 単位

青山スタンダード科目 ｐ. 12参照 24

外国語科目 日本語 必　　修 ╂ 10

学科科目

数学・共通科目

必　　修 ╂ 8

選択必修
△ 6

18
☆または△ 12

専門実験 必　　修 ╂ 9

輪講・卒業研究 必　　修 ╂ 12

選択必修Ⅰ
選択必修

★ 24

選択必修Ⅱ ★または▽ 23

自由選択科目

青山スタンダード科目

選　　択 10

外国語科目

学科科目

他学科科目

他学部科目

合　　　　計 138

1 ．学位

2．卒業要件

 卒業要件単位表 

外国人留学生
卒業要件単位表

【化学・生命科学科履修要項】
【1】履修について
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最高履修制限単位とは、各年度で履修申請できる最高限度の単位数です。
理工学部における最高履修制限単位は次のとおりです。各年次でこの表に示す単位数を超

えて履修することはできません。なお、各年次において、 1科目以上の履修をしなければな
りません。

学年 1～ 4年次 合計

最高履修制限単位 各48単位 192単位

（注意） 教職課程科目および「地学」「地学実験」の単位は、最高履修制限単位に含まれません。

入学後の 2年間（休学期間を除く）で修得単位が32単位に満たない者は、成業の見込みの
ない者として除籍されることがありますので、該当しないよう特に注意してください。

3年次生から 4年次生に進級するためには、 3年次終了時に「卒業研究」の履修条件を満
たしている必要があります。
ただし、本学の 3年次後期から 4年次前期に相当する期間に協定校または認定校に留学す

る学生に限り、 4年次の後期授業開始までに卒業研究の履修条件を満たすことを条件に 4年
次に進級し、「卒業研究Ａ」（ 8単位、後期週24時間）および「化学・生命科学輪講Ａ」（ 3単位、
後期週 6時間）を履修することができます。留学前に学科に申し出、学科の指示に従ってく
ださい。（自学科の「卒業研究Ａ」のみ履修可。）

卒業研究の履修条件は以下のとおりです。
１） 3年以上在学していること。
２） 3年次までの必修科目の卒業要件単位を満たしていること。
３）学科科目（講義科目）の選択必修科目の中から下記の表の 4系列の授業科目（物理化学
系列 6単位、無機分析化学系列 6単位、有機化学系列 6単位、生命科学系列 6単位）を含
む30単位修得していること。

４）卒業要件内単位のうち120単位以上修得していること。

系　　　列 授　　　業　　　科　　　目

物 理 化 学 系 列 物理化学Ａ・Ｂ・Ｃ、量子化学Ⅰ・Ⅱ、レーザー光化学

無機分析化学系列 分析化学、無機化学Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ、電気化学

有 機 化 学 系 列 有機化学Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ、生体有機化学、有機合成化学

生 命 科 学 系 列 生体物質分析、生命科学Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ

3 ．最高履修制限単位

4．修得単位僅少者

5．進級条件

6．卒業研究の履修条件
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外国語のクラスは指定制なので指定以外のクラスで履修することはできません。
なお、所要単位を超えて修得した単位は自由選択科目の選択の単位に算入されます。

授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

履修条件1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ａ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｂ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｃ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｄ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ａ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｂ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｃ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｄ 1 2

★ Active Speaking Skills Ａ 1 2

★ Active Speaking Skills Ｂ 1 2

★ Advanced  Sk i l l s  Ａ 1 2 受講にあたっては事前に
担当者の許可が必要です。★ Advanced  Sk i l l s  Ｂ 1 2

★ English Comprehension Ａ 1 2

★ English Comprehension Ｂ 1 2

★ English for Engineers Ａ 1 2

★ English for Engineers Ｂ 1 2

★ S t u d y  A b r o a d  Ａ 2 2
※下記参照

★ S t u d y  A b r o a d  Ｂ 2 2

理工学部では、2013年度入学生より海外研修を実施しています。海外研修に参加したものが、一
定の条件を満たすことにより、単位を修得することが可能です。ただし、卒業に必要な単位として
認められるのは、Ａ、Ｂそれぞれ 1回ずつ、計 2回の参加までです。参加希望者はオリエンテーショ
ンに必ず参加し、プログラムの詳細を確認してください。

1 ．外国語科目履修方法

2．外国語科目配置表

 外国語科目（英語） 

╂印の 8単位　必修
★から 2単位　選択必修

※Study Abroad Ａ、Ｂ
 の履修について

【2】外国語科目（英語）配置表および履修方法
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

履修条件1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂  日 本 語 初 級 Ａ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ａ‒ 2 1 2 日本語初級Ａ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 初 級 Ｂ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ｂ‒ 2 1 2 日本語初級Ｂ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 初 級 Ｃ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ｃ‒ 2 1 2 日本語初級Ｃ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ａ‒ 1 1 2
日本語初級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 、Ｃ‒ 2 の
うち 2科目以上修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ａ‒ 2 1 2 日本語中級Ａ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ｂ‒ 1 1 2
日本語初級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 、Ｃ‒ 2 の
うち 2科目以上修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ｂ‒ 2 1 2 日本語中級Ｂ‒ 1 修得者のみ履修可

　 日 本 語 上 級 ‒ 1 1 2
青山キャンパス開講科目
日本語中級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 のうちいず
れかの科目の修得者のみ履修可

　 日 本 語 上 級 ‒ 2 1 2
青山キャンパス開講科目
日本語上級‒ 1 修得者のみ履修可

なお、日本語上級- 1 、上級- 2 は自由選択科目の選択単位に算入されます。

※第二外国語科目配置表は青山スタンダード科目配置表の言葉の技能〔領域Ｆ〕・テーマ
別科目〔領域Ｆ〕を参照してください。

※入学手続時に申請した科目以外は履修できません。
・言葉の技能〔領域Ｆ〕（第二外国語科目）の必要単位

必修（ 4単位）
フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、ロシア語、韓国語、英語のうちから
1外国語を履修してください。

・テーマ別科目〔領域Ｆ〕を修得した場合、その単位は自由選択科目の単位に算入されます。
※本学入学以前に、高等学校あるいは海外等ですでに学習したことのある者が、その学力
をⅠ（Ａ）・Ⅰ（Ｂ）修了者に準ずると認定された場合、Ⅱの科目で卒業に必要な単位
に充当することができます。詳細は、『学年初頭行事』を参照してください。

外国人留学生
外国語科目（日本語）
配置表

╂の10単位　必修

外国人留学生
第二外国語科目履修方法

◎外国人留学生の外国語科目（日本語）配置表および履修方法
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［学科科目］
学科科目の卒業要件は、「卒業要件単位表」を参照してください。
選択必修Ⅰ・Ⅱの47単位には、学科科目配置表に示す各系列ごとに、要求されている単位

をその中に含むこと。
なお、規定以上に修得した選択必修科目の単位は自由選択科目の選択の単位に算入されま

す。

理工学部生以外の履修は原則として許可しません。
╂は必修　　△☆★▽は選択必修

授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

☆ 物 理 学 Ⅰ 2 2

☆ 物 理 学 Ⅱ 2 2

☆ 化 学 Ⅰ 2 2

☆ 化 学 Ⅱ 2 2

☆ 化 学 Ⅲ 2 2

△ 解 析 学 Ⅰ Ａ 2 2

△ 解 析 学 Ⅰ Ｂ 2 2

△ 解 析 学 Ⅱ 2 2

△ 線 形 代 数 Ⅰ Ａ 2 2

△ 線 形 代 数 Ⅰ Ｂ 2 2

△ 線 形 代 数 Ⅱ 2 2

△ 線 形 代 数 Ⅲ 2 2

△ 微 分 方 程 式 Ⅰ 2 2

△ 物 理 数 学 Ⅰ 2 2

△ 物 理 数 学 Ⅱ 2 2

△ 複 素 解 析 Ⅰ 2 2

　 図 形 科 学 2 2

　 現 代 物 理 学 概 論 2 2

　 一 般 機 械 工 学 2 2

　 一 般 電 気 工 学 2 2

　 一 般 経 営 工 学 2 2

　 サ イ バ ネ テ ィ ク ス 2 2

△ 数 学 演 習 Ａ 2 2

△ 数 学 演 習 Ｂ 2 2

△ 解 析 学 Ⅱ 演 習 1 1 隔週

△ 微 分 方 程 式 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

△ 物 理 数 学 演 習 Ⅰ 1 1 隔週

1 ．学科科目履修方法

2．学科科目配置表

 数学・共通科目 
╂印の 8単位　必修
☆および△から18単位
（内 6 単位△から）選択
必修

【講義科目】

【実験・演習科目】

【3】学科科目配置表及び履修方法
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

△ 物 理 数 学 演 習 Ⅱ 1 1 隔週

△ 複 素 解 析 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

△ 製 図 1 2

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅰ 1 4

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅱ 1 4

╂ 化 学 基 礎 実 験 2 4
前期又は後期

╂ 電 気 計 測 実 験 1 4
前期又は後期

╂ も の づ く り 実 習 1 4
前期又は後期

╂ 情 報 処 理 実 習 2 4
前期又は後期

╂ 無 機 化 学 実 験 2 6

╂ 生 体 物 質 分 析 実 験 1 3

╂ 物 理 化 学 実 験 2 6

╂ 有 機 化 学 実 験 2 6

╂ 生 命 科 学 実 験 Ⅰ 2 6

╂ 化学・生命科学輪講Ⅰ 1 2

╂ 化学・生命科学輪講Ⅱ 2 4 「卒業研究Ⅰ・Ⅱ」と同時履修
のこと╂ 化学・生命科学輪講Ⅲ 1 2

╂ 化学・生命科学輪講Ａ 3 6 協定校・認定校留学者のみ履修可

╂ 卒 業 研 究 Ⅰ 4 12 Ⅰ・Ⅱの単位を分離して修得することが
できない。Ⅰ・Ⅱのうちいずれかが不合
格となればⅠ・Ⅱ共に不合格となる。
Ⅰ・Ⅱは同一担当者で履修すること。╂ 卒 業 研 究 Ⅱ 4 12

╂ 卒 業 研 究 Ａ 8 24 協定校・認定校留学者のみ履修可

★ 物 理 化 学 Ａ 2 2

★ 物 理 化 学 Ｂ 2 2

★ 物 理 化 学 Ｃ 2 2

★ 量 子 化 学 Ⅰ 2 2

★ 量 子 化 学 Ⅱ 2 2

★ レ ー ザ ー 光 化 学 2 2

★ 分 析 化 学 2 2

★ 無 機 化 学 Ａ 2 2

★ 無 機 化 学 Ｂ 2 2

★ 無 機 化 学 Ｃ 2 2

★ 無 機 化 学 Ｄ 2 2

★ 電 気 化 学 2 2

 専 門 実 験 
╂印の 9単位　必修

 輪講・卒業研究 
╂印の12単位　必修

 選択必修Ⅰ 
4 系列の★印24単位
選択必修
〈物理化学系列〉
6単位選択必修

〈無機分析化学系列〉
6単位選択必修
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

★ 有 機 化 学 Ａ 2 2

★ 有 機 化 学 Ｂ 2 2

★ 有 機 化 学 Ｃ 2 2

★ 有 機 化 学 Ｄ 2 2

★ 生 体 有 機 化 学 2 2

★ 有 機 合 成 化 学 2 2

★ 生 体 物 質 分 析 2 2

★ 生 命 科 学 Ａ 2 2

★ 生 命 科 学 Ｂ 2 2

★ 生 命 科 学 Ｃ 2 2

★ 生 命 科 学 Ｄ 2 2

★ 生 命 科 学 Ｅ 2 2

▽ 応 用 確 率 統 計 2 2

▽ 数 理 化 学 2 2

▽ 無 機 材 料 化 学 2 2

▽ 錯 体 化 学 2 2

▽ 高 分 子 化 学 2 2

▽ 立 体 化 学 2 2

▽ 化 学 工 学 通 論 2 2

▽ 機 器 分 析 2 2

▽ 溶 液 化 学 2 2

▽ 現 代 化 学 の 最 前 線 2 2

▽ 基 礎 物 理 学 2 2

▽ 基 礎 化 学 2 2

▽ 生 命 科 学 の 最 前 線 2 2

▽ 生命情報と生体分子 2 2

▽ 生 体 膜 2 2

▽ 分子遺伝学と遺伝子資源の応用 2 2

▽ バイオインフォマティクス 2 2

▽ 代 謝 と 調 節 2 2

▽ 生 物 物 理 2 2

▽ バイオテクノロジー 2 2

▽ 医 薬 品 科 学 2 2

▽ ケミカルバイオロジー 2 2

▽ 生 命 科 学 実 験 Ⅱ 1 3

▽ 化 学 情 報 処 理 実 習 1 3

▽ イ ン タ ー ン シ ッ プ 1 3 集中講義

〈有機化学系列〉
6単位選択必修

〈生命科学系列〉
6単位選択必修

 選択必修Ⅱ 

選択必修Ⅰの★印、各
分野▽印および実験科
目▽印より任意に23単
位選択必修

〈化学分野〉

〈生命科学分野〉

〈実験科目〉
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下記の（イ）（ロ）（ハ）（ニ）（ホ）のうちから任意に10単位修得しなければなりません。
（イ）青山スタンダード科目 ⎫

｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
⎭

（ 卒業に必要な単位を超えて修得した単位は、自由選択科
目に算入されます）

（ロ）外国語科目
（ハ）学科科目
（ニ）他学科科目
（ホ）他学部科目

ただし、卒業要件外科目は除きます。他学科科目のうちには、実験科目、「現代化学概論」
等の除外科目がありますので当該学科の履修規定に従ってください。

（注意） 他キャンパス開講科目を履修する際には、キャンパス間の移動時間に注意してくだ
さい（「Ⅲ．履修について 1．履修計画」を参照）。

自由選択科目履修方法

【4】自由選択科目履修方法
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Ⅰ

前　　期

青 山 ス タ ン ダ ー ド 科 目

後　　期

Ⅱ

前　　期 後　　期

Ⅲ～Ⅳ Ⅳ

前　　期 後　　期

青 山 ス タ ン ダ ー ド 科 目 青 山 ス タ ン ダ ー ド 科 目

物 理 学 Ⅰ

情報処理実習
（前期または、後期）

物 理 学 Ⅱ

物理基礎実験Ⅰ 物理基礎実験Ⅱ

電 気 ・ 機 械 計 測 実 験

現代物理学
概　　　論

化 学 情 報
処 理 実 習

解析学ⅠＡ 解析学ⅠＢ

数学演習Ａ

線形代数ⅠＡ

数学演習Ｂ

線形代数ⅠＢ

解 析 学 Ⅱ物理数学Ⅱ微 分 方 程 式 Ⅰ

解析学Ⅱ演習

線形代数Ⅱ

基礎物理学

物理数学演習Ⅰ

微分方程式Ⅰ演習 物理数学演習Ⅱ

線 形 代 数Ⅲ 物理数学Ⅰ

複素解析Ⅰ

複素解析Ⅰ演習

化  学  Ⅰ 化  学  Ⅱ 化  学  Ⅲ

化学基礎実験 物理化学実験 生命科学実験Ⅰ

生命科学実験Ⅱ

有機化学実験

化学・生命
科学輪講Ⅱ
化学・生命
科学輪講Ⅲ
卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

化学・生命科学輪講Ⅰ

無機化学実験

生体物質分析実験

物理化学Ａ 量子化学Ⅰ 量子化学Ⅱ

製 　 　 図図 形 科 学 一般経営工学 一般電気工学

化学工学通論

一般機械工学 インターンシップ

有機合成化学

高分子化学

機 器 分 析

生 物 物 理

医薬品科学

有機化学Ａ 有機化学Ｂ

生命科学Ｂ

生命情報と生体分子

生命科学Ｃ 生命科学Ｄ

ケミカルバイオロジー

生命科学Ｅ

生　体　膜

有機化学Ｃ 有機化学Ｄ

分子遺伝学と遺伝子資源の応用

生命科学の最前線

代謝と調節

生体有機化学

立 体 化 学

バイオテクノロジー

バイオインフォマティクス

生体物質分析

生命科学Ａ

現代化学の最前線無機化学Ｃ 錯 体 化 学

分 析 化 学 無機化学Ｂ 無機化学Ｄ無機材料化学無機化学Ａ 電 気 化 学

外 　 　 　 国 　 　 　 語 　 　 　 （ 　 　 　 英 　 　 　 語 　 　 　 ）

応用確率統計数 理 化 学 溶 液 化 学

レーザー光化学物理化学Ｂ 物理化学Ｃ

基 礎 化 学

化学・生命科学科履修ガイドライン
これはあくまでも履修の一例です。
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電気電子工学科に 4 年以上（ただし 8 年を限度とします）在学し、卒業に必要な141単位
以上を修得した者には、「学士（工学）」の学位が授与されます。

本学科を卒業するためには、卒業要件単位表に示す区分ごとに、それぞれ必要な単位を修
得しなければなりません。

系　　　　列 必選の別 単位

青山スタンダード科目 ｐ. 12参照 24

外国語科目 英語
必　　修 ╂ 8

選択必修 ★ 2

学科科目

数学・共通科目
必　　修 ╂ 8

選択必修 ☆ 10

専門実験・実習・演習 必　　修 ╂ 16

輪講・卒業研究 必　　修 ╂ 10

専門科目
必　　修 ╂ 29

選択必修 ★ 26

自由選択科目

青山スタンダード科目

選　　択 8

外国語科目

学科科目

他学科科目

他学部科目

合　　　　計 141

系　　　　列 必選の別 単位

青山スタンダード科目 ｐ. 12参照 24

外国語科目 日本語 必　　修 ╂ 10

学科科目

数学・共通科目
必　　修 ╂ 8

選択必修 ☆ 10

専門実験・実習・演習 必　　修 ╂ 16

輪講・卒業研究 必　　修 ╂ 10

専門科目
必　　修 ╂ 29

選択必修 ★ 26

自由選択科目

青山スタンダード科目

選　　択 8

外国語科目

学科科目

他学科科目

他学部科目

合　　　　計 141

1 ．学位

2．卒業要件

 卒業要件単位表 

外国人留学生
卒業要件単位表

【電気電子工学科履修要項】
【1】履修について
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最高履修制限単位とは、各年度で履修申請できる最高限度の単位数です。
理工学部における最高履修制限単位は次のとおりです。各年次でこの表に示す単位数を超

えて履修することはできません。なお、各年次において、 1科目以上の履修をしなければな
りません。

学年 1～ 4年次 合計

最高履修制限単位 各48単位 192単位

（注意） 教職課程科目および「職業指導」の単位は、最高履修制限単位に含まれません。

入学後の 2年間（休学期間を除く）で修得単位が32単位に満たない者は、成業の見込みの
ない者として除籍されることがありますので、該当しないよう特に注意してください。

3年次生から 4年次生に進級するためには、 3年次終了時に「卒業研究」の履修条件を満
たしている必要があります。
ただし、本学の 3年次後期から 4年次前期に相当する期間に協定校または認定校に留学す

る学生に限り、 4年次の後期授業開始までに卒業研究の履修条件を満たすことを条件に 4年
次に進級し、「卒業研究Ａ」（ 8単位、後期週24時間）および「電気電子工学輪講Ｃ」（ 2単位、
後期週 4時間）を履修することができます。留学前に学科に申し出、学科の指示に従ってく
ださい。

卒業研究の履修条件は、以下のとおりです。
1） 3年以上在学していること。
2）青山スタンダード科目の卒業要件単位を修得していること。
3）外国語科目・学科科目のうち 3 年次までの必修科目の卒業要件単位を修得しているこ
と。

4）卒業要件内単位のうち118単位以上修得していること。
ただし、修得した単位数および内容により卒業研究の方法を変える。

5）機械創造工学科の審査を受け許可された者は、機械創造工学科の「卒業研究」を履修す
ることができます。

6）経営システム工学科の審査を受け許可された者は、経営システム工学科の「卒業研究」
を履修することができます。

7）情報テクノロジー学科の審査を受け許可された者は、情報テクノロジー学科の「卒業研
究」を履修することができます。

3 ．最高履修制限単位

4．修得単位僅少者

5．進級条件

6．卒業研究の履修条件
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外国語のクラスは指定制なので指定以外のクラスで履修することはできません。
なお、所要単位を超えて修得した単位は自由選択科目の選択の単位に算入されます。

授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

履修条件1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ａ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｂ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｃ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｄ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ａ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｂ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｃ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｄ 1 2

★ Active Speaking Skills Ａ 1 2

★ Active Speaking Skills Ｂ 1 2

★ Advanced  Sk i l l s  Ａ 1 2 受講にあたっては事前に
担当者の許可が必要です。★ Advanced  Sk i l l s  Ｂ 1 2

★ English Comprehension Ａ 1 2

★ English Comprehension Ｂ 1 2

★ English for Engineers Ａ 1 2

★ English for Engineers Ｂ 1 2

★ S t u d y  A b r o a d  Ａ 2 2
※下記参照

★ S t u d y  A b r o a d  Ｂ 2 2

理工学部では、2013年度入学生より海外研修を実施しています。海外研修に参加したものが、一
定の条件を満たすことにより、単位を修得することが可能です。ただし、卒業に必要な単位として
認められるのは、Ａ、Ｂそれぞれ 1回ずつ、計 2回の参加までです。参加希望者はオリエンテーショ
ンに必ず参加し、プログラムの詳細を確認してください。

1．外国語科目履修方法

2．外国語科目配置表

 外国語科目（英語） 

╂印の 8単位　必修
★から 2単位　選択必修

※Study Abroad Ａ、Ｂ
 の履修について

【2】外国語科目（英語）配置表および履修方法
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

履修条件1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂  日 本 語 初 級 Ａ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ａ‒ 2 1 2 日本語初級Ａ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 初 級 Ｂ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ｂ‒ 2 1 2 日本語初級Ｂ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 初 級 Ｃ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ｃ‒ 2 1 2 日本語初級Ｃ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ａ‒ 1 1 2
日本語初級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 、Ｃ‒ 2 の
うち 2科目以上修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ａ‒ 2 1 2 日本語中級Ａ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ｂ‒ 1 1 2
日本語初級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 、Ｃ‒ 2 の
うち 2科目以上修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ｂ‒ 2 1 2 日本語中級Ｂ‒ 1 修得者のみ履修可

　 日 本 語 上 級 ‒ 1 1 2
青山キャンパス開講科目
日本語中級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 のうちいず
れかの科目の修得者のみ履修可

　 日 本 語 上 級 ‒ 2 1 2
青山キャンパス開講科目
日本語上級‒ 1 修得者のみ履修可

なお、日本語上級- 1 、上級- 2 は自由選択科目の選択単位に算入されます。

※第二外国語科目配置表は青山スタンダード科目配置表の言葉の技能〔領域Ｆ〕・テーマ
別科目〔領域Ｆ〕を参照してください。

※入学手続時に申請した科目以外は履修できません。
・言葉の技能〔領域Ｆ〕（第二外国語科目）の必要単位

必修（ 4単位）
フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、ロシア語、韓国語、英語のうちから
1外国語を履修してください。

・テーマ別科目〔領域Ｆ〕を修得した場合、その単位は自由選択科目の単位に算入されます。
※本学入学以前に、高等学校あるいは海外等ですでに学習したことのある者が、その学力
をⅠ（Ａ）・Ⅰ（Ｂ）修了者に準ずると認定された場合、Ⅱの科目で卒業に必要な単位
に充当することができます。詳細は、『学年初頭行事』を参照してください。

◎外国人留学生
外国語科目（日本語）

配置表
╂の10単位　必修

外国人留学生
第二外国語科目履修方法

╂外国人留学生の外国語科目（日本語）配置表および履修方法
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学科科目の卒業要件は、「卒業要件単位表」を参照してください。

規定以上に修得した選択必修科目、選択科目の単位は自由選択科目の選択の単位に算入さ
れます。
ただし、卒業要件外科目、実験科目、および「一般電気工学」は除きます。履修の際には

当該学科、学部の履修規定に従ってください。

理工学部生以外の履修は原則として許可しません。
╂は必修　☆★は選択必修

授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

☆ 物 理 学 Ⅰ 2 2

☆ 物 理 学 Ⅱ 2 2

☆ 化 学 Ⅰ 2 2

☆ 化 学 Ⅱ 2 2

☆ 化 学 Ⅲ 2 2

╂ 解 析 学 Ⅰ Ａ 2 2

╂ 解 析 学 Ⅰ Ｂ 2 2

☆ 解 析 学 Ⅱ 2 2

╂ 線 形 代 数 Ⅰ Ａ 2 2

╂ 線 形 代 数 Ⅰ Ｂ 2 2

☆ 線 形 代 数 Ⅱ 2 2

☆ 線 形 代 数 Ⅲ 2 2

☆ 微 分 方 程 式 Ⅰ 2 2

☆ 物 理 数 学 Ⅰ 2 2

☆ 物 理 数 学 Ⅱ 2 2

☆ 複 素 解 析 Ⅰ 2 2

☆ 図 形 科 学 2 2

☆ 数 学 演 習 Ａ 2 2

☆ 数 学 演 習 Ｂ 2 2

☆ 解 析 学 Ⅱ 演 習 1 1 隔週

☆ 微 分 方 程 式 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

☆ 物 理 数 学 演 習 Ⅰ 1 1 隔週

☆ 物 理 数 学 演 習 Ⅱ 1 1 隔週

☆ 複 素 解 析 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

☆ 製 図 1 2

【3】学科科目配置表及び履修方法

1．学科科目履修方法

［学科科目］

2．学科科目配置表

 数学・共通科目 
╂の科目 8単位　必修
☆の科目の中から10単位
選択必修
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅰ 1 4

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅱ 1 4

╂ 化 学 基 礎 実 験 2 4
前期又は後期

╂ 電 気 計 測 実 験 1 4
前期又は後期

╂ も の づ く り 実 習 1 4
前期又は後期

╂ 情 報 処 理 実 習 2 4
前期又は後期

╂ 電気電子工学基礎実験Ⅰ 2 4

╂ 電気電子工学基礎実験Ⅱ 2 6

╂ 電 気 工 学 実 験 Ⅰ 2 6

╂ 電 気 工 学 実 験 Ⅱ 2 6

　 イ ン タ ー ン シ ッ プ 1 3

　 理 工 学 実 践 演 習 Ⅰ 2 4

理工学高度実践プログラ
ム参加者のみ履修可

　 理 工 学 実 践 演 習 Ⅱ 2 4

　 理 工 学 実 践 演 習 Ⅲ 2 4

　 理 工 学 実 践 演 習 Ⅳ 2 4

　 理 工 学 実 践 研 究 Ⅰ 4 12

　 理 工 学 実 践 研 究 Ⅱ 4 12

╂ 電 気電子工学輪講Ａ 1 2

╂ 電 気電子工学輪講Ｂ 1 2

╂ 電 気電子工学輪講Ｃ 2 4 協定校・認定校留学生のみ履修可

╂ 卒 業 研 究 Ⅰ 4 12
Ⅰ・Ⅱの単位を分離して修得すること
はできない。Ⅰ・Ⅱのうちいずれかが不
合格となればⅠ・Ⅱ共に不合格となる。
Ⅰ・Ⅱは同一担当者で履修すること。
理工学高度実践プログラム参加者は履
修不可

╂ 卒 業 研 究 Ⅱ 4 12

╂ 理工学高度実践研究Ⅰ 4 12 理工学高度実践プログラ
ム参加者のみ履修可╂ 理工学高度実践研究Ⅱ 4 12

╂ 卒 業 研 究 Ａ 8 24 協定校・認定校留学生のみ履修可

╂ 電気回路ⅠＡ及び演習 2 2

╂ 電気回路ⅠＢ及び演習 2 2

╂ 電 気 電 子 工 学 概 論 2 2

╂ 基 礎 電 気 数 学 2 2

╂ 電 気磁気Ⅰ及び演習 3 4

╂ 電 気磁気Ⅱ及び演習 3 4

╂ 電 気 回 路 Ⅱ 4 4

╂ 基 本 電 子 回 路 Ⅰ 2 2

╂ 基礎電気物性学及び演習 3 4

╂ 電 気 物 性 学 Ⅰ 2 2

╂ 電 気 電 子 計 測 2 2

╂ 電 気 回 路 Ⅲ 2 2

 専門実験・実習・演習 
╂の科目16単位　必修

 輪講・卒業研究 
╂の科目10単位　必修

 専門科目 
╂の科目29単位　必修
★の科目の中から26単位
選択必修
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

★ 基 本 電 子 回 路 Ⅱ 2 2

★ 電 磁 波 2 2

★ ア ナ ロ グ 電 子 回 路 2 2

★ デ ジ タ ル 電 子 回 路 2 2

★ 電 気 数 学 2 2

★ 数 値 計 算 法 2 2

★ 情 報 処 理 2 2

★ バイオエレクトロニクス 2 2
★ 電 気 物 性 学 Ⅱ 2 2
★ 電 子 物 性 工 学 2 2
★ 半 導 体 デ バ イ ス 2 2
★ 量 子 電 子 デ バ イ ス 2 2
★ 電 波 工 学 Ⅰ 2 2
★ 電 波 工 学 Ⅱ 2 2
★ シ ス テ ム 制 御 Ⅰ 2 2
★ シ ス テ ム 制 御 Ⅱ 2 2
★ 信 号 基 礎 理 論 2 2
★ 通 信 方 式 2 2
★ 電 子 計 算 機 工 学 Ⅰ 2 2
★ 電 子 計 算 機 工 学 Ⅱ 2 2
★ 電 気 機 器 学 Ⅰ 2 2
★ 電 気 機 器 学 Ⅱ 2 2
★ 送 配 電 工 学 2 2
★ 発 変 電 工 学 2 2
★ 電 子 応 用 2 2
★ パワーエレクトロニクス 2 2
★ 情 報 通 信 理 論 2 2
★ 電気施設管理及び法規 2 2
★ 電気機械設計及び製図 2 2
★ 高 電 圧 工 学 2 2
★ 光エレクトロニクス 2 2
★ 通 信 工 学 及 び 法 規 2 2
★ 集 積 回 路 工 学 2 2
★ プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 2 3
　 現 代 物 理 学 概 論 2 2
　 サ イ バ ネ テ ィ ク ス 2 2
　 一 般 機 械 工 学 2 2
　 一 般 経 営 工 学 2 2
　 計 算 機 概 論 2 2
　 ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 2 2
　 確 率 統 計 2 2
　 材料力学Ⅰ及び演習 4 4
　 ロ ボ ッ ト 工 学 2 2
　 自動制御と制御プログラミング 2 2

（前ページの続き）
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

　 計 測 ・ 電 子 回 路 2 2
　 状 態 制 御 2 2
　 メ カ ト ロ ニ ク ス 2 2
　 言語理論とコンパイラ 2 2
　 分 析 技 術 入 門 2 2
　 モ デ ル 化 技 術 入 門 2 2

下記の（イ）（ロ）（ハ）（ニ）（ホ）のうちから任意に8単位修得しなければなりません。
（イ）青山スタンダード科目 ⎫

｜
｜

｜
⎬
｜

｜
｜
⎭

（ 卒業に必要な単位を超えて修得した単位は、自由選択科
目に算入されます）

（ロ）外国語科目
（ハ）学科科目
（ニ）他学科科目
（ホ）他学部科目
ただし、卒業要件外科目、実験科目および「一般電気工学」は除外科目として扱います。

他学科・他学部科目のうちには実験科目などの除外科目がありますので当該学科・学部の履
修規定に従ってください。

注意：他キャンパス開講科目を履修する際には、キャンパス間の移動時間に注意してください（「Ⅲ．
履修について 1．履修計画」を参照）。

自由選択科目履修方法

【4】自由選択科目履修方法
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前期

物理学Ⅰ 物理学Ⅱ
化 学 Ⅱ化 学 Ⅰ

解析学ⅠＡ
線形代数ⅠＡ
数学演習Ａ

解析学ⅠＢ
線形代数ⅠＢ
数学演習Ｂ

図形科学化 学 Ⅲ

複素解析Ⅰ

解析学Ⅱ
微分方程式Ⅰ
物理数学Ⅰ

物理数学演習Ⅰ
物理数学Ⅱ

物理数学演習Ⅱ
解析学Ⅱ演習
微分方程式Ⅰ演習

後期
１年

前期 後期
２年

前期 後期
３年

前期 後期
４年

基礎電気数学
電気電子工学概論

電気数学

電気回路Ⅱ
基本電子回路Ⅰ

電気回路Ⅲ
基本電子回路Ⅱ

電気回路ⅠＡ
及び演習

電気回路ⅠＢ
及び演習 アナログ電子回路 デジタル電子回路

電波工学Ⅰ 電波工学Ⅱ

バイオエレクトロニクス
電子計算機工学Ⅰ 電子計算機工学Ⅱ
信号基礎理論 情報通信理論 通信方式

電気物性学Ⅱ 半導体デバイス
量子電子デバイス

電子物性工学
光エレクトロニクス 集積回路工学

電子応用

電気磁気Ⅰ及び演習 電気磁気Ⅱ及び演習 通信工学及び法規
電 磁 波

基礎電気物性学及び演習

システム制御Ⅰ システム制御Ⅱ

電気工学実験Ⅱ

送配電工学高電圧工学 発変電工学
パワーエレクトロニクス
電気施設管理及び法規

電気機器学Ⅰ 電気機器学Ⅱ
電気機械設計及び製図

電気電子工学輪講Ａ 電気電子工学輪講Ｂ

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅱ

電気電子計測

プログラミング言語

電気物性学Ⅰ

数値計算法情報処理

化学基礎実験
電気計測実験

電気工学実験Ⅰ

線形代数Ⅱ 線形代数Ⅲ

理工系で
身に付けるべき
専門基礎知識

電気で必要な応用数学

電気電子の基礎

回路の基礎理論から
応用まで

コンピューターと　
情報・通信

必ず身に付けるべき
電気の専門知識

材料の基礎理論から
デバイス応用まで

パワーエレクトロニクス
関連科目

ソフトウェアの　
基礎から応用まで

実験を通じた　　
理論の理解

ゼミ形式少人数科目

４年間のまとめ

計測の基礎から　
制御・応用まで

電磁気の基礎理論から
電波応用まで

複素解析Ⅰ演習

電気電子工学基礎実験Ⅱ電気電子工学基礎実験Ⅰ

情 報 処 理 実 習

ものづくり実習

物理基礎実験Ⅰ 物理基礎実験Ⅱ

電気電子工学科履修ガイドライン
これはあくまでも履修の一例です。
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本学は、電気主任技術者免状に係わる学校として経済産業省の認定を受けており、必要な
単位（必修科目の他、選択必修科目の中から指定された８科目17単位）を修得して卒業すると、
実務経験により、第一種、第二種および第三種電気主任技術者免状の交付を申請することが
できます。将来、500Ｖ以上の電気工作物の工事、維持又は運用に係わる可能性のある者は、
次に示す各科目区分ごとの必要単位を必ず在学中に修得しておいてください。なお、科目名
や単位数は入学年度により異なりますので注意してください。
また、「電気電子計測」、「電波工学Ⅱ」及び「通信工学及び法規」の科目を修得して卒業

すると、第 1級陸上特殊無線技士及び第 3級海上特殊無線技士の免許交付を申請することが
できます。

科目区分と必要単位数
本学における該当科目 単位 備　　　考

科 目 区 分 単位
電気又は電子工学の
基礎

17単位
以　上

◎電気回路ⅠＡ及び演習
◎電気回路ⅠＢ及び演習
◎電気磁気Ⅰ及び演習
◎電気磁気Ⅱ及び演習
◎電気回路Ⅱ
　基本電子回路Ⅰ
　基礎電気物性学及び演習
◎電気電子計測
　基本電子回路Ⅱ
　アナログ電子回路
　デジタル電子回路

2
2
3
3
4
2
3
2
2
2
2

本学での必修科目が経済
産業省指定の授業内容を
すべて含み、かつ、該当
科目合計単位数が20単位
のため、卒業すれば、こ
の科目区分は自動的に充
足。

発電、変電、送電、
配電及び電気材料等

8単位
以　上

◎発変電工学
◎送配電工学
　高電圧工学
　電気物性学Ⅱ
◎電気施設管理及び法規

2
2
2
2
2

◎印の指定科目に加え、高
電圧工学か電気物性学Ⅱの
何れか一方の修得が必要。
単位不足の場合には電気
主任技術者試験の電力科
目、法規科目の合格によ
り補完できる。

電気法規・電気施設
管理

電気及び電子機器、
自動制御、電気エネ
ルギー利用並びに情
報伝送及び処理等

10単位
以　上

◎電気機器学Ⅰ
◎電気機器学Ⅱ
◎パワーエレクトロニクス
◎システム制御Ⅰ
◎システム制御Ⅱ
　情報処理

2
2
2
2
2
2

◎印の指定科目を必ず修
得すること。
単位不足の場合には電気
主任技術者試験の機械科
目の合格により補完でき
る。

電気実験、実習 6単位
以　上

◎電気電子工学基礎実験Ⅱ
◎電気工学実験Ⅰ
◎電気工学実験Ⅱ

2
2
2

すべて必修科目のため、
卒業すれば、自動的に充
足。

電気電子機器設計、
製図

2単位
以　上

◎電気機械設計及び製図 2

◎印は、経済産業省が指定した必ず履修しなければならない授業内容に該当する本学の指定
科目。

必要な単位の一部を修めないで卒業した場合は、次のⅠまたはⅡの方法で補うことができ
ます。なお、本学大学院において修得した学部科目は認められません。
Ⅰ　上の表の各科目区分ごとに 1 科目を限度として、卒業後 3 年以内に科目等履修生制
度により本学で修得した単位に含めることができます。なお、単位修得前の実務経験は
1/2 として計算します。

Ⅱ　不足している科目に相当する電気主任技術者試験（一次試験）に合格することにより
不足単位を補うことができます。ただし、試験合格で補完できるのは、受験科目が「電力」、
「機械」、「法規」のいずれかの 1科目か、「電力」と「法規」、「機械」と「法規」の場合
のみですので注意してください。

免状交付の申請は、必要な単位数を修得していることを前提に、次のような実務経験に応
じて申請できます。免状交付申請に必要な単位修得証明書については申請時に本学相模原事
務部学務課に相談してください。

種類 実務の内容 経験年数
第　一　種 電圧 5万ボルト以上の電気工作物の工事、維持又は運用 5年以上
第　二　種 電圧 1万ボルト以上の電気工作物の工事、維持又は運用 3年以上
第　三　種 電圧500ボルト以上の電気工作物の工事、維持又は運用 1年以上

★電気主任技術者資格
について　
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現代の機械は知的機能や動作機能が統合された複雑なシステムです。システムをつくると
いうことは、目標あるいは要求から出発し、さまざまな要素を統合して現実に存在するもの
として実体化することです。
そのための学問が工学、とりわけ機械工学であり、現在の機械技術者に要求されることは、

機械に関する個々の断片的な知識ではなく、種々の要素を統合する能力とこの中で自ら問題
を発掘して解決する能力です。したがって、このような能力を持った創造技術者を育て、伝
統的な概念にとらわれない新しい機械システムを創造する能力を開発することが、本機械創
造工学科の目標です。
統合する能力は、数学的基礎を背景として、数学的手法、論理的手法といった一般的なも

のから、設計手法、生産手法といった個々のものを学ぶことによって育てられます。解決す
る能力もまた、数学的・物理学的基礎を背景として、一般的なものから個々の伝統的な機械
工学分野を学ぶことによって育てられます。
そこで本機械創造工学科では、
⑴　数学、英語、コンピュータは必須の道具です。
⑵　工業力学、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学を統合および解決両能力を育てる
ために必須の基礎学問と位置づけます。

⑶　⑴⑵を基礎として、機械工学は次の 3つの分野に大別できます。したがって、学生諸
君は自分の進むべき道を熟考し、自らの意志と責任において履修計画を立てるべきです。
Ａ群： 材料を対象とし、材料の変形・強度・破壊など、材料の性質・挙動などについて

学びます。
Ｂ群： 熱や流体を対象とし、熱や流れの力学、熱エネルギーの利用や熱移動、輸送シス

テムなどについて学びます。
Ｃ群： 動力学・計測・制御・生産を対象とし、機械の動きとその計測・制御といったシ

ステムに関する基礎、設計、機械加工と工作機械などについて学びます。
⑷　上記と平行して、ラボワーク、機械創造工学演習、機械創造工学実験、機械設計製図
など、演習、実験、実習科目を配置しています。これらの科目は、実践を通じて統合と
解決の能力を育てる場です。

⑸　卒業年次には各研究室に所属し、統合と解決の能力を融合させて、最先端の研究を卒
業研究として行います。大学院理工学研究科理工学専攻では、宇宙航空研究開発機構
（JAXA）及び産業技術総合研究所（AIST）と連携大学院方式の制度を設けており、航
空宇宙工学及び産業技術につながる教育もあわせて行っています。

教育目標とカリキュラム

【機械創造工学科　教育目標とカリキュラム】
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機械創造工学科に 4 年以上（ただし 8 年を限度とします）在学し、卒業に必要な136単位
以上を修得した者には、「学士（工学）」の学位が授与されます。

本学科を卒業するためには、卒業要件単位表に示す区分ごとに、それぞれ必要な単位を修
得しなければなりません。

系　　　　列 必選の別 単位

青山スタンダード科目 ｐ. 12参照 24

外国語科目 英語
必　　修 ╂ 8

選択必修 ★ 2

学科科目

数学・共通科目 選択必修 ☆ 12

専門実験・実習・演習

必　　修 ╂ 18

選択必修 ◇ 2

選択必修 ◇または◆ 6

輪講・卒業研究 必　　修 ╂ 10

第 1 科目群
必　　修 ╂ 20

選択必修 △ 8

第 2科目群 選択必修 ▽ 20

自由選択科目

青山スタンダード科目

選　　択 6

外国語科目

学科科目

他学科科目

他学部科目

合　　　　計 136

1 ．学位

2．卒業要件

 卒業要件単位表 

【機械創造工学科履修要項】
【1】履修について
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系　　　　列 必選の別 単位

青山スタンダード科目 ｐ. 12参照 24

外国語科目 日本語 必　　修 ╂ 10

学科科目

数学・共通科目 選択必修 ☆ 12

専門実験・実習・演習

必　　修 ╂ 18

選択必修 ◇ 2

選択必修 ◇または◆ 6

輪講・卒業研究 必　　修 ╂ 10

第 1 科目群
必　　修 ╂ 20

選択必修 △ 8

第 2科目群 選択必修 ▽ 20

自由選択科目

青山スタンダード科目

選　　択 6

外国語科目

学科科目

他学科科目

他学部科目

合　　　　計 136

外国人留学生
卒業要件単位表
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最高履修制限単位とは、各年度で履修申請できる最高限度の単位数です。
理工学部における最高履修制限単位は次のとおりです。各年次でこの表に示す単位数を超

えて履修することはできません。なお、各年次において、 1科目以上の履修をしなければな
りません。

学年 1～ 4年次 合計

最高履修制限単位 各48単位 192単位

（注意） 教職課程科目および「職業指導」の単位は、最高履修制限単位に含まれません。

入学後の 2年間（休学期間を除く）で修得単位が32単位に満たない者は、成業の見込みの
ない者として除籍されることがありますので、該当しないよう特に注意してください。

3年次生から 4年次生に進級するためには、 3年次終了時に「卒業研究」の履修条件を満
たしている必要があります。
ただし、本学の 3年次後期から 4年次前期に相当する期間に協定校または認定校に留学す

る学生に限り、 4年次の後期授業開始までに卒業研究の履修条件を満たすことを条件に 4年
次に進級し、「卒業研究Ａ」（ 8単位、後期週24時間）を履修することができます。留学前に
学科に申し出、学科の指示に従ってください（自学科の「卒業研究Ａ」のみ履修可）。

卒業研究の履修条件は、以下のとおりです。
1） 3年以上在学していること。
2） 3年次までに、学科科目のうちの数学・共通科目、第 1科目群、専門実験・実習・演習
の必要単位を修得していること。

3） 3年次までに、青山スタンダード科目と外国語科目の必修科目と 3年次必修科目機械創
造工学輪講Ⅰ・Ⅱの単位を修得していること。

4）卒業要件内単位のうち120単位以上修得していること。
5）電気電子工学科の審査を受け許可された者は、電気電子工学科の「卒業研究」を履修す
ることができます。

6）経営システム工学科の審査を受け許可された者は、経営システム工学科の「卒業研究」
を履修することができます。

7）情報テクノロジー学科の審査を受け許可された者は、情報テクノロジー学科の「卒業研
究」を履修することができます。

3 ．最高履修制限単位

4．修得単位僅少者

5．進級条件

6．卒業研究の履修条件
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外国語のクラスは指定制なので指定以外のクラスで履修することはできません。
なお、所要単位を超えて修得した単位は自由選択科目の選択の単位に算入されます。

授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

履修条件1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ａ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｂ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｃ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｄ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ａ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｂ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｃ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｄ 1 2

★ Active Speaking Skills Ａ 1 2

★ Active Speaking Skills Ｂ 1 2

★ Advanced  Sk i l l s  Ａ 1 2 受講にあたっては事前に
担当者の許可が必要です。★ Advanced  Sk i l l s  Ｂ 1 2

★ English Comprehension Ａ 1 2

★ English Comprehension Ｂ 1 2

★ English for Engineers Ａ 1 2

★ English for Engineers Ｂ 1 2

★ S t u d y  A b r o a d  Ａ 2 2
※下記参照

★ S t u d y  A b r o a d  Ｂ 2 2

理工学部では、2013年度入学生より海外研修を実施しています。海外研修に参加したものが、一
定の条件を満たすことにより、単位を修得することが可能です。ただし、卒業に必要な単位として
認められるのは、Ａ、Ｂそれぞれ 1回ずつ、計 2回の参加までです。参加希望者はオリエンテーショ
ンに必ず参加し、プログラムの詳細を確認してください。

1 ．外国語科目履修方法

2．外国語科目配置表

 外国語科目（英語） 

╂印の 8単位　必修
★から 2単位　選択必修

※Study Abroad Ａ、Ｂ
 の履修について

【2】外国語科目（英語）配置表および履修方法
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

履修条件1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂  日 本 語 初 級 Ａ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ａ‒ 2 1 2 日本語初級Ａ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 初 級 Ｂ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ｂ‒ 2 1 2 日本語初級Ｂ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 初 級 Ｃ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ｃ‒ 2 1 2 日本語初級Ｃ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ａ‒ 1 1 2
日本語初級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 、Ｃ‒ 2 の
うち 2科目以上修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ａ‒ 2 1 2 日本語中級Ａ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ｂ‒ 1 1 2
日本語初級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 、Ｃ‒ 2 の
うち 2科目以上修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ｂ‒ 2 1 2 日本語中級Ｂ‒ 1 修得者のみ履修可

　 日 本 語 上 級 ‒ 1 1 2
青山キャンパス開講科目
日本語中級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 のうちいず
れかの科目の修得者のみ履修可

　 日 本 語 上 級 ‒ 2 1 2
青山キャンパス開講科目
日本語上級‒ 1 修得者のみ履修可

なお、日本語上級- 1 、上級- 2 は自由選択科目の選択単位に算入されます。

※第二外国語科目配置表は青山スタンダード科目配置表の言葉の技能〔領域Ｆ〕・テーマ
別科目〔領域Ｆ〕を参照してください。

※入学手続時に申請した科目以外は履修できません。
・言葉の技能〔領域Ｆ〕（第二外国語科目）の必要単位

必修（ 4単位）
フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、ロシア語、韓国語、英語のうちから
1外国語を履修してください。

・テーマ別科目〔領域Ｆ〕を修得した場合、その単位は自由選択科目の単位に算入されます。
※本学入学以前に、高等学校あるいは海外等ですでに学習したことのある者が、その学力
をⅠ（Ａ）・Ⅰ（Ｂ）修了者に準ずると認定された場合、Ⅱの科目で卒業に必要な単位
に充当することができます。詳細は、『学年初頭行事』を参照してください。

◎外国人留学生
外国語科目（日本語）

配置表
╂の10単位　必修

外国人留学生
第二外国語科目履修方法

╂外国人留学生の外国語科目（日本語）配置表および履修方法
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学科科目の卒業要件は、「卒業要件単位表」を参照してください。
規定以上に修得した選択必修科目の単位は自由選択科目の選択の単位に算入されます。

理工学部生以外の履修は原則として許可しません。
╂は必修　☆・★・◇・◆・△・▽は選択必修

授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

☆ 線 形 代 数 Ⅰ Ａ 2 2

☆ 線 形 代 数 Ⅰ Ｂ 2 2

☆ 解 析 学 Ⅰ Ａ 2 2

☆ 解 析 学 Ⅰ Ｂ 2 2

☆ 数 学 演 習 Ａ 2 2

☆ 数 学 演 習 Ｂ 2 2

☆ 線 形 代 数 Ⅱ 2 2

☆ 線 形 代 数 Ⅲ 2 2

☆ 解 析 学 Ⅱ 2 2

☆ 物 理 数 学 Ⅰ 2 2

☆ 複 素 解 析 Ⅰ 2 2

☆ 微 分 方 程 式 Ⅰ 2 2

☆ 物 理 数 学 Ⅱ 2 2

☆ 解 析 学 Ⅱ 演 習 1 1 隔週

☆ 微 分 方 程 式 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

☆ 物 理 数 学 演 習 Ⅰ 1 1 隔週

☆ 物 理 数 学 演 習 Ⅱ 1 1 隔週

☆ 複 素 解 析 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

☆ 物 理 学 Ⅰ 2 2

☆ 物 理 学 Ⅱ 2 2

☆ 現 代 物 理 学 概 論 2 2

☆ 化 学 Ⅰ 2 2

☆ 化 学 Ⅱ 2 2

☆ 化 学 Ⅲ 2 2

╂ も の づ く り 実 習 1 4
前期又は後期

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅰ 1 4

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅱ 1 4

╂ 化 学 基 礎 実 験 2 4
前期又は後期

╂ 電 気 計 測 実 験 1 4
前期又は後期

【3】学科科目配置表および履修方法

1．学科科目履修方法

2．学科科目配置表

 数学・共通科目 

☆の科目の中から
　12単位　選択必修

 専門実験・実習・演習 
╂の科目18単位　必修
◇◆の科目を
合計 8単位　選択必修

（そのうち 2 単位は必ず
◇から履修しなくては
なりません）
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂ 情 報 処 理 実 習 2 4
前期又は後期

╂ 基 礎 製 図 2 2

╂ 機 械 要 素 設 計 2 4

╂ 計 算 機 実 習 Ⅰ 2 4

╂ 計 算 機 実 習 Ⅱ 2 4

╂ 機 械 設 計 製 図 2 4

◇ 機械創造工学実験Ⅰ 2 4

◇ 機械創造工学実験Ⅱ 2 4

◆ 機械創造工学体験演習 2 2

◆ 機 械 創 造 工 学 演 習 2 2
前期又は後期

◆ ラ ボ ・ ワ ー ク ＡⅠ 1 2
教員の許可を得たものに限る。
ＡとＢの同時履修はできない。
Ⅰ・Ⅱのうちいずれかが不合格となれば
Ⅰ・Ⅱともに不合格となる。
Ⅰ・Ⅱは同一担当者で履修すること。
ラボ・ワークと卒業研究の同時履修はで
きない。
ラボ・ワークＡⅠ、ＡⅡ履修者は理工学実
践演習Ⅱの同時履修不可
ラボ・ワークＢⅠ、ＢⅡ履修者は理工学実
践演習Ⅳの同時履修不可

◆ ラ ボ ・ ワ ー ク ＡⅡ 1 2

◆ ラ ボ ・ ワ ー ク ＢⅠ 1 2

◆ ラ ボ ・ ワ ー ク ＢⅡ 1 2

◆ 理 工 学 実 践 演 習 Ⅱ 2 4 申請者のみ履修可
ラボ・ワークＡⅠ、ＡⅡとの同時履修不可

◆ 理 工 学 実 践 演 習 Ⅳ 2 4 申請者のみ履修可
ラボ・ワークＢⅠ、ＢⅡとの同時履修不可

◆ 情報テクノロジー実験Ⅰ 2 4

◆ 情報テクノロジー実験Ⅱ 2 4

　 イ ン タ ー ン シ ッ プ 1 3

╂ 機 械創造工学輪講Ⅰ 1 2

╂ 機 械創造工学輪講Ⅱ 1 2

╂ 卒 業 研 究 Ⅰ 4 12 Ⅰ・Ⅱの単位を分離して修得することが
できない。Ⅰ・Ⅱのうちいずれかが不合格
となればⅠ・Ⅱ共に不合格となる。
Ⅰ・Ⅱは同一担当者で履修すること。╂ 卒 業 研 究 Ⅱ 4 12

╂ 卒 業 研 究 Ａ 8 24 協定校・認定校留学者のみ履修可

╂ 理工学高度実践研究Ⅰ 4 12 申請者のみ履修可
卒業研究Ⅰ履修者は履修不可

╂ 理工学高度実践研究Ⅱ 4 12 申請者のみ履修可
卒業研究Ⅱ履修者は履修不可

╂ 工 業 力 学 2 2

╂ 工 業 動 力 学 2 2

╂ 材 料力学Ⅰ及び演習 4 4

╂ 熱 力 学 及 び 演 習 4 4

╂ 機 械 力 学 及 び 演 習 4 4

╂ 流 体 力 学 及 び 演 習 4 4

△ 応 用 数 学 Ⅰ 2 2

 輪講・卒業研究 
╂の科目10単位　必修

 第 1 科目群 

╂の科目20単位　必修
△の科目の中から

8単位　選択必修
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

△ 応 用 数 学 Ⅱ 2 2

△ 材 料 科 学 概 論 2 2

△ 精 密 加 工 学 2 2

△ 分 析 技 術 入 門 2 2

△ 確 率 統 計 2 2

△ 組 合 わ せ 最 適 化 Ⅰ 2 2

△ 応 用 統 計 解 析 2 2 2016年度より英語講義

△ オペレーションズ・リサーチⅠ 2 2

△ 生 産 管 理 技 術 Ⅰ 2 2

△ 情 報 数 学 Ⅰ 2 2 英語講義

△ 情 報 数 学 Ⅱ 2 2

△ 計 算 機 概 論 2 2

△ 数 理 モ デ ル 解 析 法 2 2

△ メ カ ト ロ ニ ク ス 2 2

△ データ構造とアルゴリズム 2 2

▽ 材 料 力 学 Ⅱ 2 2

▽ 応 用 熱 力 学 2 2

▽ 計 測 ・ 電 子 回 路 2 2

▽ 振 動 工 学 2 2

▽ 粘 性 流 体 力 学 2 2

▽ 機 能 材 料 2 2

▽ 状 態 制 御 2 2

▽ 弾 塑 性 工 学 2 2

▽ 流 体 機 械 2 2

▽ 機 構 学 2 2

▽ エネルギー・燃焼論 2 2

▽ 熱 ・ 物 質 移 動 論 2 2

▽ 圧 縮 性 流 体 力 学 2 2

▽ 材 料 強 度 学 2 2

▽ 計 算 力 学 2 2

▽ 工 作 機 械 2 2

▽ 機 械 技 術 と 社 会 2 2

▽ モ デ ル 化 技 術 入 門 2 2

▽ Ｉ Ｅ 技 術 2 2

▽ 多 変 量 解 析 Ⅰ 2 2

▽ 経営システム工学特別講座 2 2

▽ ロ ボ ッ ト 工 学 2 2

▽ 自動制御と制御プログラミング 2 2

▽ 設 計 情 報 工 学 2 2

 第 1 科目群 

（前ページの続き）

 第 2 科目群 

▽の科目の中から
20単位　選択必修
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

　 一 般 電 気 工 学 2 2

　 電 磁 波 2 2

　 ア ナ ロ グ 電 子 回 路 2 2

　 信 号 基 礎 理 論 2 2

　 デ ジ タ ル 電 子 回 路 2 2

　 バイオエレクトロニクス 2 2

　 発 変 電 工 学 2 2

　 送 配 電 工 学 2 2

　 電 子 応 用 2 2

　 一 般 経 営 工 学 2 2

　 品 質 管 理 技 術 2 2

　 経 済 性 工 学 2 2 2016年度より英語講義

　 実 験 計 画 法 2 2 英語講義

　 生 産 管 理 技 術 Ⅱ 2 2 2016年度より英語講義

　 オペレーションズ・リサーチⅡ 2 2

　 多 変 量 解 析 Ⅱ 2 2

　 企 業 経 済 学 2 2

　 シ ス テ ム 工 学 応 用 2 2

　 コーポレートファイナンス 2 2

　 生 産 シ ス テ ム 設 計 2 2 2016年度より英語講義

　 経 営 管 理 論 2 2 英語講義

　 ゲ ー ム 理 論 2 2

　 サ イ バ ネ テ ィ ク ス 2 2

　 ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 2 2

　 ヒューマンコンピュータインタラクション 2 2

　 人 工 知 能 論 2 2

　 認 知 心 理 学 2 2

　 高次ヒューマンインタフェース 2 2 集中講義

　 生 体 情 報 工 学 2 2

　 理 工 学 実 践 演 習 Ⅰ 2 4 申請者のみ履修可

　 理 工 学 実 践 演 習 Ⅲ 2 4 申請者のみ履修可

　 職 業 指 導 4 4
（注）隔年開講・集中講
義・卒業要件外

（注）教育職員免許状の取得を希望する学生以外は履修できません。

 選択科目 
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下記の（イ）（ロ）（ハ）（ニ）（ホ）のうちから任意に 6単位修得しなければなりません。
（イ）青山スタンダード科目 ⎫

｜
｜

｜
⎬
｜

｜
｜
⎭

（ 卒業に必要な単位を超えて修得した単位は、自由選択科
目に算入されます）

（ロ）外国語科目
（ハ）学科科目
（ニ）他学科科目
（ホ）他学部科目
ただし、卒業要件外科目は除きます。他学科・他学部科目のうちには実験科目、｢一般機

械工学」などの除外科目がありますので当該学科・学部の履修規定に従ってください。

注意：他キャンパス開講科目を履修する際には、キャンパス間の移動時間に注意してください（「Ⅲ．
履修について 1．履修計画」を参照）。

【4】自由選択科目履修方法

自由選択科目履修方法
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１　年　次

前期 後期

２　年　次

前期 後期

３　年　次

前期 後期

４　年　次

前期 後期

応用数学Ⅰ② 応用数学Ⅱ② 計算力学②

確率統計② 応用統計解析

機械技術と社会②

企業環境管理論②

情報数学Ⅱ②

※２機械創造
工学実験Ⅰ②

※３機械創造
工学実験Ⅱ②

機械創造工学
体 験 演 習 ②
分析技術入門②
情報テクノロジ
ー体験演習②

経営数理基礎②

情報数学Ⅰ②

◎材料力学Ⅰ
及び演習④

材料科学概論② 機能材料②

材料強度学②

材料力学Ⅱ② 弾塑性工学②

◎機械力学
及び演習④ 振動工学②

ロボット工学②

化 学 基 礎 実 験 ②

インターンシップ（集中）①電 気 計 測 実 験 ①

も の づ く り 実 習 ①

情　報　処　理　実　習　②

物理基礎実験Ⅰ① 物理基礎実験Ⅱ①

教養コア
キリスト教概論Ⅰ（１年次）

教養コア
領域Ｂ～Ｅ（１年次）

技能コア
言葉の技能
第二外国語科目（１年次）
情報の技能
情報スキルⅠ

青山スタンダード科目
フレッシャーズ・セミナー（１年次）
ウェルカム・レクチャー（１年次）
コア科目

テーマ別科目

領域Ａ～Ｈ（２～３年次配置科目）

キリスト教概論Ⅱ（２年次）

数学・化学・物理学（１～３年次配置科目）

英語・技術英語（１～３年次配置科目）

自動制御と制御
プログラミング②

計算機実習Ⅰ②

機械創造工学演習②

ラボ・ワークＡⅠ① ラボ・ワークＡⅡ①
ラボ・ワークＢⅠ① ラボ・ワークＢⅡ①

計算機実習Ⅱ②

状態制御②

基礎製図② 機械要素設計 機械設計製図②

◎工業力学② ◎工業動力学②

メカトロニクス②

生体情報工学②

計測・電子回路② 精密加工学② 工作機械② 必修科目

設計情報工学② 計算機概論②

機　構　学②

経営システム
工学特別講座②

選択必修科目

第１科目群
　◎は必修

第２科目群

選択科目

実験・実習・
演習選択科目枠なし

○円数字：単位数

◎流体力学及
び 演 習 ④ 粘性流体力学② 圧縮性流体力学②

流体機械②

◎ 熱 力 学
及び演習④ 応用熱力学② 熱・物質移動論②エネルギー・

燃 焼 論 ②

※２・３のどちらか１科目
　選択必修

卒業研究Ⅰ④ 卒業研究Ⅱ④

機械創造工
学輪講Ⅰ①

機械創造工
学輪講Ⅱ①

機械創造工学科履修ガイドライン
これはあくまでも履修の一例です。
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経営システム工学科に 4 年以上（ただし 8 年を限度とします）在学し、卒業に必要な136
単位以上を修得した者には、「学士（工学）」の学位が授与されます。

本学科を卒業するためには、卒業要件単位表に示す区分ごとに、それぞれ必要な単位を修
得しなければなりません。

系　　　　列 必選の別 単位

青山スタンダード科目 ｐ. 12参照 24

外国語科目 英語
必　　修 ╂ 8

選択必修 ★ 2

学科科目

数学・共通科目 選択必修 ☆ 12

専門実験・実習・演習
必　　修 ╂ 14

選択必修 ◇ 4

輪講・卒業研究 必　　修 ╂ 10

第 1 科目群
必　　修 ╂ 6

選択必修 △または▲ 30

第 2 科目群 選択必修 ▽または▼ 18

自由選択科目

青山スタンダード科目※

選　　択 8

外国語科目

学科科目

他学科科目

他学部科目

合　　　　計 136

※ただし、青山スタンダード科目は 4単位までを自由選択科目として扱います。

1 ．学位

2．卒業要件

 卒業要件単位表 

【経営システム工学科履修要項】
【1】履修について
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系　　　　列 必選の別 単位

青山スタンダード科目 ｐ. 12参照 24

外国語科目 日本語 必　　修 ╂ 10

学科科目

数学・共通科目 選択必修 ☆ 12

専門実験・実習・演習
必　　修 ╂ 14

選択必修 ◇ 4

輪講・卒業研究 必　　修 ╂ 10

第 1 科目群
必　　修 ╂ 6

選択必修 △または▲ 30

第 2 科目群 選択必修 ▽または▼ 18

自由選択科目

青山スタンダード科目※

選　　択 8

外国語科目

学科科目

他学科科目

他学部科目

合　　　　計 136

※ただし、青山スタンダード科目は 4単位までを自由選択科目として扱います。

外国人留学生
卒業要件単位表
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最高履修制限単位とは、各年度で履修申請できる最高限度の単位数です。
理工学部における最高履修制限単位は次のとおりです。各年次でこの表に示す単位数を超

えて履修することはできません。なお、各年次において、 1科目以上の履修をしなければな
りません。

学年 1～ 4年次 合計

最高履修制限単位 各48単位 192単位

（注意） 教職課程科目の単位は、最高履修制限単位に含まれません。

入学後の 2年間（休学期間を除く）で修得単位が32単位に満たない者は、成業の見込みの
ない者として除籍されることがありますので、該当しないよう特に注意してください。

3 年次生から 4 年次生に進級するためには、3年次終了時に「卒業研究」の履修条件を満
たしている必要があります。
ただし、本学の 3年次後期から 4年次前期に相当する期間に協定校または認定校に留学す

る学生に限り、 4年次の後期授業開始までに卒業研究の履修条件を満たすことを条件に 4年
次に進級し、「卒業研究Ａ」（ 8単位、後期週24時間）を履修することができます。留学前に
学科に申し出、学科の指示に従ってください（自学科の「卒業研究Ａ」のみ履修可）。

「卒業研究」の履修条件は以下のとおりです。
1） 3年以上在学していること。
2） 3年次までに、学科科目のうちの数学・共通科目、第 1科目群、専門実験・実習・演習
の必要単位を修得していること。

3） 3年次までの必修科目の単位を修得していること。
4）卒業要件内単位のうち118単位以上修得していること。
5）電気電子工学科の審査を受け許可された者は、電気電子工学科の「卒業研究」を履修す
ることができます。

6）機械創造工学科の審査を受け許可された者は、機械創造工学科の「卒業研究」を履修す
ることができます。

7）情報テクノロジー学科の審査を受け許可された者は、情報テクノロジー学科の「卒業研
究」を履修することができます。

3 ．最高履修制限単位

4．修得単位僅少者

5．進級条件

6．卒業研究の履修条件
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外国語のクラスは指定制なので指定以外のクラスで履修することはできません。
なお、所要単位を超えて修得した単位は自由選択科目の選択の単位に算入されます。

授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

履修条件1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ａ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｂ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｃ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｄ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ａ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｂ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｃ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｄ 1 2

★ Active Speaking Skills Ａ 1 2

★ Active Speaking Skills Ｂ 1 2

★ Advanced  Sk i l l s  Ａ 1 2 受講にあたっては事前に
担当者の許可が必要です。★ Advanced  Sk i l l s  Ｂ 1 2

★ English Comprehension Ａ 1 2

★ English Comprehension Ｂ 1 2

★ English for Engineers Ａ 1 2

★ English for Engineers Ｂ 1 2

★ S t u d y  A b r o a d  Ａ 2 2
※下記参照

★ S t u d y  A b r o a d  Ｂ 2 2

理工学部では、2013年度入学生より海外研修を実施しています。海外研修に参加したものが、一
定の条件を満たすことにより、単位を修得することが可能です。ただし、卒業に必要な単位として
認められるのは、Ａ、Ｂそれぞれ 1回ずつ、計 2回の参加までです。参加希望者はオリエンテーショ
ンに必ず参加し、プログラムの詳細を確認してください。

1 ．外国語科目履修方法

2．外国語科目配置表

 外国語科目（英語） 

╂印の 8単位　必修
★から 2単位　選択必修

※Study Abroad Ａ、Ｂ
 の履修について

【2】外国語科目（英語）配置表および履修方法
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

履修条件1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂  日 本 語 初 級 Ａ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ａ‒ 2 1 2 日本語初級Ａ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 初 級 Ｂ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ｂ‒ 2 1 2 日本語初級Ｂ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 初 級 Ｃ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ｃ‒ 2 1 2 日本語初級Ｃ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ａ‒ 1 1 2
日本語初級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 、Ｃ‒ 2 の
うち 2科目以上修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ａ‒ 2 1 2 日本語中級Ａ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ｂ‒ 1 1 2
日本語初級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 、Ｃ‒ 2 の
うち 2科目以上修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ｂ‒ 2 1 2 日本語中級Ｂ‒ 1 修得者のみ履修可

　 日 本 語 上 級 ‒ 1 1 2
青山キャンパス開講科目
日本語中級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 のうちいず
れかの科目の修得者のみ履修可

　 日 本 語 上 級 ‒ 2 1 2
青山キャンパス開講科目
日本語上級‒ 1 修得者のみ履修可

なお、日本語上級- 1 、上級- 2 は自由選択科目の選択単位に算入されます。

※第二外国語科目配置表は青山スタンダード科目配置表の言葉の技能〔領域Ｆ〕・テーマ
別科目〔領域Ｆ〕を参照してください。

※入学手続時に申請した科目以外は履修できません。
・言葉の技能〔領域Ｆ〕（第二外国語科目）の必要単位

必修（ 4単位）
フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、ロシア語、韓国語、英語のうちから
1外国語を履修してください。

・テーマ別科目〔領域Ｆ〕を修得した場合、その単位は自由選択科目の単位に算入されます。
※本学入学以前に、高等学校あるいは海外等ですでに学習したことのある者が、その学力
をⅠ（Ａ）・Ⅰ（Ｂ）修了者に準ずると認定された場合、Ⅱの科目で卒業に必要な単位
に充当することができます。詳細は、『学年初頭行事』を参照してください。

◎外国人留学生
外国語科目（日本語）

配置表
╂の10単位　必修

外国人留学生
第二外国語科目履修方法

╂外国人留学生の外国語科目（日本語）配置表および履修方法
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学科科目の卒業要件は、「卒業要件単位表」を参照してください。
規定以上に修得した選択必修科目の単位は自由選択科目の選択の単位に算入されます。

理工学部生以外の履修は原則として許可しません。
╂は必修　☆・★・◇・△・▲・▽・▼は選択必修

授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

☆ 解 析 学 Ⅰ Ａ 2 2

☆ 解 析 学 Ⅰ Ｂ 2 2

☆ 解 析 学 Ⅱ 2 2

☆ 線 形 代 数 Ⅰ Ａ 2 2

☆ 線 形 代 数 Ⅰ Ｂ 2 2

☆ 線 形 代 数 Ⅱ 2 2

☆ 線 形 代 数 Ⅲ 2 2

☆ 微 分 方 程 式 Ⅰ 2 2

☆ 物 理 数 学 Ⅰ 2 2

☆ 物 理 数 学 Ⅱ 2 2

☆ 複 素 解 析 Ⅰ 2 2

☆ 数 学 演 習 Ａ 2 2

☆ 数 学 演 習 Ｂ 2 2

☆ 解 析 学 Ⅱ 演 習 1 1 隔週

☆ 微 分 方 程 式 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

☆ 物 理 数 学 演 習 Ⅰ 1 1 隔週

☆ 物 理 数 学 演 習 Ⅱ 1 1 隔週

☆ 複 素 解 析 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

☆ 物 理 学 Ⅰ 2 2

☆ 物 理 学 Ⅱ 2 2

☆ 化 学 Ⅰ 2 2

☆ 化 学 Ⅱ 2 2

☆ 化 学 Ⅲ 2 2

☆ 現 代 物 理 学 概 論 2 2

╂ 情 報 処 理 実 習 2 4
前期又は後期

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅰ 1 4

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅱ 1 4

╂ 化 学 基 礎 実 験 2 4
前期又は後期

╂ 電 気 計 測 実 験 1 4
前期又は後期

【3】学科科目配置表及び履修方法

1．学科科目履修方法

2．学科科目配置表

 数学・共通科目 

☆の科目の中から
　12単位　選択必修

 専門実験・実習・演習 

╂の科目14単位　必修
◇を合計 4単位　選択必
修
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂ も の づ く り 実 習 1 4
前期又は後期

╂ 計 算 機 実 習 Ⅰ 2 4

╂ 計 算 機 実 習 Ⅱ 2 4

╂ 計 算 機 実 習 Ⅲ 2 4

◇ モ デ ル 化 技 術 実 験 2 4

◇ 分 析 技 術 実 験 2 4

◇ 最 適 化 技 術 実 験 2 4

　 イ ン タ ー ン シ ッ プ 1 3

　 グ ロ ー バ ル Ｉ Ｓ Ｅ 2 2 2016年度より英語講義

　 理 工 学 実 践 研 究 Ⅰ 4 12

　 理 工 学 実 践 研 究 Ⅱ 4 12

╂ 経営システム工学輪講Ⅰ 1 2

╂ 経営システム工学輪講Ⅱ 1 2

╂ 卒 業 研 究 Ⅰ 4 12
Ⅰ・Ⅱの単位を分離して修得すること
ができない。Ⅰ・Ⅱのうちいずれかが不
合格となればⅠ・Ⅱ共に不合格となる。
Ⅰ・Ⅱは同一担当者で履修するこ
と。

╂ 卒 業 研 究 Ⅱ 4 12

╂ 卒 業 研 究 Ａ 8 24

協定校留学生と認定校留学生のみ
履修できます。留学以前に学科に
申し出、学科の指示に従ってくだ
さい。

╂ 理工学高度実践研究Ⅰ 4 12 申請者のみ受講可能。卒業研究と
の同時履修は不可。

╂ 理工学高度実践研究Ⅱ 4 12 申請者のみ受講可能。卒業研究と
の同時履修は不可。

╂ モ デ ル 化 技 術 入 門 2 2

╂ 分 析 技 術 入 門 2 2

╂ 最 適 化 技 術 入 門 2 2

△ ア ル ゴ リ ズ ム 設 計 2 2

△ オペレーションズ・リサーチⅠ 2 2

△ 確 率 統 計 2 2

△ シミュレーション工学 2 2

△ 意 思 決 定 論 2 2

△ 組 合 せ 最 適 化 Ⅰ 2 2

△ シ ス テ ム 工 学 基 礎 2 2

△ 多 変 量 解 析 Ⅰ 2 2

△ 多 変 量 解 析 Ⅱ 2 2

▲ 会 計 学 2 2

▲ 経営システム工学の最先端 2 2

 輪講・卒業研究 
╂の科目10単位　必修

 第 1 科目群 

╂の科目 6単位　必修
△▲の科目を合計30単位
　選択必修
（そのうち16単位は必ず
△から履修すること）
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

▲ Ｉ Ｅ 技 術 2 2

▲ 経 営 管 理 論 2 2 英語講義

▲ 生 産 管 理 技 術 Ⅰ 2 2

▲ オペレーションズ・リサーチⅡ 2 2

▲ 実 験 計 画 法 2 2 英語講義

▲ 経営システム工学特別講座 2 2

▲ 応 用 統 計 解 析 2 2 2016年度より英語講義

▲ 組 合 せ 最 適 化 Ⅱ 2 2 2016年度より英語講義

▲ 経 済 性 工 学 2 2 2016年度より英語講義

▲ プログラミング技術 2 2 2016年度より英語講義

▽ ゲ ー ム 理 論 2 2

▽ 生 産 シ ス テ ム 設 計 2 2 2016年度より英語講義

▽ 品 質 管 理 技 術 2 2

▽ 企 業 経 済 学 2 2

▽ 研究開発と製品設計 2 2

▽ コーポレートファイナンス 2 2

▽ シ ス テ ム 工 学 応 用 2 2

▽ 生 産 管 理 技 術 Ⅱ 2 2 2016年度より英語講義

▽ 地 理 情 報 処 理 2 2 2016年度より英語講義

▼ 一 般 電 気 工 学 2 2

▼ 数 値 計 算 法 2 2

▼ 電 子 計 算 機 工 学 Ⅰ 2 2

▼ 電 子 計 算 機 工 学 Ⅱ 2 2

▼ 情 報 通 信 理 論 2 2

▼ デ ジ タ ル 電 子 回 路 2 2

▼ 電 子 応 用 2 2

▼ 一 般 機 械 工 学 2 2

▼ 工 業 力 学 2 2

▼ 材料力学Ⅰ及び演習 4 4

▼ 熱 力 学 及 び 演 習 4 4

▼ 機 械 力 学 及 び 演 習 4 4

▼ 流 体 力 学 及 び 演 習 4 4

▼ 材 料 科 学 概 論 2 2

▼ 情 報 数 学 Ⅰ 2 2 英語講義

▼ 計 算 機 概 論 2 2

▼ 情 報 数 学 Ⅱ 2 2

▼ 数 理 モ デ ル 解 析 法 2 2

▼ ロ ボ ッ ト 工 学 2 2

 第 1 科目群 

（前ページの続き）

 第 2 科目群 

▽▼の科目の中から
合計18単位　選択必修
（そのうち12単位は必ず
▽から履修すること）
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

▼ ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 2 2

▼ ヒューマンコンピュータインタラクション 2 2

▼ 理 工 学 実 践 演 習 Ⅰ 2 4 申請者のみ受講可能。

▼ 理 工 学 実 践 演 習 Ⅱ 2 4 申請者のみ受講可能。

　 工 業 動 力 学 2 2

　 計 測 ・ 電 子 回 路 2 2

　 精 密 加 工 学 2 2

　 材 料 強 度 学 2 2

　 機 械 技 術 と 社 会 2 2

　 設 計 情 報 工 学 2 2

　 自動制御と制御プログラミング 2 2

　 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 2 2

　 サ イ バ ネ テ ィ ク ス 2 2

　 言語理論とコンパイラ 2 2

　 メ カ ト ロ ニ ク ス 2 2

　 人 工 知 能 論 2 2

　 認 知 心 理 学 2 2

　 生 体 情 報 工 学 2 2

下記の（イ）（ロ）（ハ）（ニ）（ホ）のうちから任意に 8単位修得しなければなりません。
（イ）青山スタンダード科目 ⎫

｜
｜

｜
⎬
｜

｜
｜
⎭

（ 卒業に必要な単位を超えて修得した単位は、自由選択科
目に算入されます）

（ロ）外国語科目
（ハ）学科科目
（ニ）他学科科目
（ホ）他学部科目
ただし、卒業要件外科目は除きます。青山スタンダード科目は 4単位までを自由選択科目

として扱います。他学科・他学部科目のうちには実験科目、「一般経営工学」などの除外科
目がありますので当該学科・学部の履修規定に従ってください。

注意：他キャンパス開講科目を履修する際には、キャンパス間の移動時間に注意してください。
（「Ⅲ．履修について 1．履修計画」を参照）

 第 2 科目群 

（前ページの続き）

 選択科目 

自由選択科目履修方法

【4】自由選択科目履修方法
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キリスト教概論Ⅰ

青山スタンダード科目（コア科目）

英 語 ・ 技 術 英 語

第 二 外 国 語

数 学 ・ 化 学 ・ 物 理 学

青山スタンダード科目（テーマ別科目）

英 語 ・ 技 術 英 語

数 学 ・ 化 学 ・ 物 理 学

英 語 ・ 技 術 英 語

モデル化技術入門

分析技術入門

工 業 力 学

最適化技術入門

情報数学Ⅰ

キリスト教概論Ⅱ

シミュレーション
工　　　　学

シ ス テ ム
工 学 基 礎

プログラミング
技　　　　術

シ ス テ ム
工 学 応 用

Ｉ Ｅ 技 術 生産システム設計

経営管理論

意思決定論

コーポレートファイナンス

計算機実習Ⅱ モデル化技術実験

確 率 統 計 実験計画法 品質管理技術

多変量解析Ⅰ

経済性工学

企業経済学

多変量解析Ⅱ 応用統計解析 研究開発と製品設計

計算機実習Ⅰ 分析技術実験

生産管理技術Ⅰ 組合せ最適化Ⅰ 組合せ最適化Ⅱ 生産管理技術Ⅱ

オペレーションズ
・ リ サ ー チ Ⅰ

アルゴリズム設計

オペレーションズ
・ リ サ ー チ Ⅱ

ゲーム理論地理情報処理

計算機実習Ⅲ 最適化技術実験

経営システム
工学の最前線

経営システム
工学特別講座

グ ロ ー バ ル Ｉ Ｓ Ｅ

会 計 学 イ ン タ ー ン シ ッ プ 卒業研究Ａ

経営システム
工学輪講Ⅰ

経営システム
工学輪講Ⅱ

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅱ

一般機械工学 一般電気工学 数値計算法 電子計算機工学Ⅱ 電 子 応 用

材料力学Ⅰ及び演習 機械力学及び演習 電子計算機工学Ⅰ 情報通信理論

熱力学及び演習 流体力学及び演習

計算機概論 材料科学概論

情報数学Ⅱ ヒューマンコンピュータ
イ ン タ ラ ク シ ョ ン

数理モデル解析法

ロボット工学

ソフトウェア設計

デジタル電子回路

共　

通　

科　

目

関

連

科

目

モ
デ
ル
化
技
術

関

連

科

目

分

析

技

術

関

連

科

目

最
適
化
技
術

共

通

科

目

経
営
シ
ス
テ
ム
工
学

工　

学　

系　

共　

通　

科　

目

１　年　次

前期 後期

２　年　次

前期 後期

３　年　次

前期 後期

４　年　次

前期 後期

経営システム工学科履修ガイドライン
これはあくまでも履修の一例です。

― 75―

経営システム工学科



情報テクノロジー学科に 4 年以上（ただし 8 年を限度とします）在学し、卒業に必要な
136単位以上を修得した者には、「学士（工学）」の学位が授与されます。

本学科を卒業するためには、卒業要件単位表に示す区分ごとに、それぞれ必要な単位を修
得しなければなりません。

系　　　　列 必選の別 単位

青山スタンダード科目 ｐ. 12参照 24

外国語科目 英語
必　　修 ╂ 8

選択必修 ★ 2

学科科目

数学・共通科目
必　　修 ╂ 2

選択必修 ☆ 10

専門実験・実習・演習

必　　修 ╂ 24

選択必修 ◇ 2

選択必修 ◇または◆ 2

輪講・卒業研究 必　　修 ╂ 10

第 1 科目群
必　　修 ╂ 18

選択必修 △ 8

第 2科目群
選択必修 ▽ 12

選択必修 ▼ 4

自由選択科目

青山スタンダード科目

選　　択 10

外国語科目

学科科目

他学科科目

他学部科目

合　　　　計 136

1 ．学位

2．卒業要件

 卒業要件単位表 

【情報テクノロジー学科履修要項】
【1】履修について
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系　　　　列 必選の別 単位

青山スタンダード科目 ｐ. 12参照 24

外国語科目 日本語 必　　修 ╂ 10

学科科目

数学・共通科目
必　　修 ╂ 2

選択必修 ☆ 10

専門実験・実習・演習

必　　修 ╂ 24

選択必修 ◇ 2

選択必修 ◇または◆ 2

輪講・卒業研究 必　　修 ╂ 10

第 1 科目群
必　　修 ╂ 18

選択必修 △ 8

第 2科目群
選択必修 ▽ 12

選択必修 ▼ 4

自由選択科目

青山スタンダード科目

選　　択 10

外国語科目

学科科目

他学科科目

他学部科目

合　　　　計 136

外国人留学生
卒業要件単位表
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最高履修制限単位とは、各年度で履修申請できる最高限度の単位数です。
理工学部における最高履修制限単位は次のとおりです。各年次でこの表に示す単位数を超

えて履修することはできません。なお、各年次において、 1科目以上の履修をしなければな
りません。

学年 1～ 4年次 合計

最高履修制限単位 各48単位 192単位

（注意） 教職課程科目および教職課程関連科目の単位は、最高履修制限単位に含まれません。

入学後の 2年間（休学期間を除く）で修得単位が32単位に満たない者は、成業の見込みの
ない者として除籍されることがありますので、該当しないよう特に注意してください。

3 年次生から 4 年次生に進級するためには、3年次終了時に「卒業研究」の履修条件を満
たしている必要があります。
ただし、本学の 3年次後期から 4年次前期に相当する期間に協定校または認定校に留学す

る学生に限り、 4年次の後期授業開始までに卒業研究の履修条件を満たすことを条件に 4年
次に進級し、「卒業研究Ａ」（ 8単位、後期週24時間）を履修することができます。留学前に
学科に申し出、学科の指示に従ってください（自学科の「卒業研究Ａ」のみ履修可）。

「卒業研究」の履修条件は以下のとおりです。
1） 3年以上在学していること。
2） 3年次までに、学科科目のうちの数学・共通科目、第 1科目群、専門実験・実習・演習
の必要単位を修得していること。

3） 3年次までの必修科目の単位を修得していること。
4）卒業要件内単位のうち118単位以上修得していること。
5）電気電子工学科の審査を受け許可された者は、電気電子工学科の「卒業研究」を履修す
ることができます。

6）機械創造工学科の審査を受け許可された者は、機械創造工学科の「卒業研究」を履修す
ることができます。

7）経営システム工学科の審査を受け許可された者は、経営システム工学科の「卒業研究」
を履修することができます。

3 ．最高履修制限単位

4．修得単位僅少者

5．進級条件

6．卒業研究の履修条件

― 78―

情報テクノロジー学科



外国語のクラスは指定制なので指定以外のクラスで履修することはできません。
なお、所要単位を超えて修得した単位は自由選択科目の選択の単位に算入されます。

授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

履修条件1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ａ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｂ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｃ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅰ‒ｄ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ａ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｂ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｃ 1 2

╂ E n g l i s h  C o r e Ⅱ‒ｄ 1 2

★ Active Speaking Skills Ａ 1 2

★ Active Speaking Skills Ｂ 1 2

★ Advanced  Sk i l l s  Ａ 1 2 受講にあたっては事前に
担当者の許可が必要です。★ Advanced  Sk i l l s  Ｂ 1 2

★ English Comprehension Ａ 1 2

★ English Comprehension Ｂ 1 2

★ English for Engineers Ａ 1 2

★ English for Engineers Ｂ 1 2

★ S t u d y  A b r o a d  Ａ 2 2
※下記参照

★ S t u d y  A b r o a d  Ｂ 2 2

理工学部では、2013年度入学生より海外研修を実施しています。海外研修に参加したものが、一
定の条件を満たすことにより、単位を修得することが可能です。ただし、卒業に必要な単位として
認められるのは、Ａ、Ｂそれぞれ 1回ずつ、計 2回の参加までです。参加希望者はオリエンテーショ
ンに必ず参加し、プログラムの詳細を確認してください。

1 ．外国語科目履修方法

2．外国語科目配置表

 外国語科目（英語） 

╂印の 8単位　必修
★から 2単位　選択必修

※Study Abroad Ａ、Ｂ
 の履修について

【2】第一外国語科目配置表及び履修方法
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

履修条件1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂  日 本 語 初 級 Ａ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ａ‒ 2 1 2 日本語初級Ａ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 初 級 Ｂ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ｂ‒ 2 1 2 日本語初級Ｂ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 初 級 Ｃ‒ 1 1 2

╂  日 本 語 初 級 Ｃ‒ 2 1 2 日本語初級Ｃ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ａ‒ 1 1 2
日本語初級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 、Ｃ‒ 2 の
うち 2科目以上修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ａ‒ 2 1 2 日本語中級Ａ‒ 1 修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ｂ‒ 1 1 2
日本語初級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 、Ｃ‒ 2 の
うち 2科目以上修得者のみ履修可

╂  日 本 語 中 級 Ｂ‒ 2 1 2 日本語中級Ｂ‒ 1 修得者のみ履修可

　 日 本 語 上 級 ‒ 1 1 2
青山キャンパス開講科目
日本語中級Ａ‒ 2 、Ｂ‒ 2 のうちいず
れかの科目の修得者のみ履修可

　 日 本 語 上 級 ‒ 2 1 2
青山キャンパス開講科目
日本語上級‒ 1 修得者のみ履修可

なお、日本語上級- 1 、上級- 2 は自由選択科目の選択単位に算入されます。

※第二外国語科目配置表は青山スタンダード科目配置表の言葉の技能〔領域Ｆ〕・テーマ
別科目〔領域Ｆ〕を参照してください。

※入学手続時に申請した科目以外は履修できません。
・言葉の技能〔領域Ｆ〕（第二外国語科目）の必要単位

必修（ 4単位）
フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、ロシア語、韓国語、英語のうちから
1外国語を履修してください。

・テーマ別科目〔領域Ｆ〕を修得した場合、その単位は自由選択科目の単位に算入されます。
※本学入学以前に、高等学校あるいは海外等ですでに学習したことのある者が、その学力
をⅠ（Ａ）・Ⅰ（Ｂ）修了者に準ずると認定された場合、Ⅱの科目で卒業に必要な単位
に充当することができます。詳細は、『学年初頭行事』を参照してください。

◎外国人留学生
外国語科目（日本語）

配置表
╂の10単位　必修

外国人留学生
第二外国語科目履修方法

╂外国人留学生の外国語科目（日本語）配置表および履修方法
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学科科目の卒業要件は、「卒業要件単位表」を参照してください。
規定以上に修得した選択必修科目の単位は自由選択科目の選択の単位に算入されます。

理工学部生以外の履修は原則として許可しません。
╂は必修　☆・★・□・◇・◆・△・▲・▽・▼は選択必修

授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

☆ 線 形 代 数 Ⅰ Ａ 2 2

☆ 線 形 代 数 Ⅰ Ｂ 2 2

☆ 解 析 学 Ⅰ Ａ 2 2

☆ 解 析 学 Ⅰ Ｂ 2 2

☆ 数 学 演 習 Ａ 2 2

☆ 数 学 演 習 Ｂ 2 2

╂ 情 報 数 学 Ⅰ 2 2 英語講義

☆ 線 形 代 数 Ⅱ 2 2

☆ 線 形 代 数 Ⅲ 2 2

☆ 解 析 学 Ⅱ 2 2

☆ 物 理 数 学 Ⅰ 2 2

☆ 複 素 解 析 Ⅰ 2 2

☆ 微 分 方 程 式 Ⅰ 2 2

☆ 物 理 数 学 Ⅱ 2 2

☆ 解 析 学 Ⅱ 演 習 1 1 隔週

☆ 微 分 方 程 式 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

☆ 物 理 数 学 演 習 Ⅰ 1 1 隔週

☆ 物 理 数 学 演 習 Ⅱ 1 1 隔週

☆ 複 素 解 析 Ⅰ 演 習 1 1 隔週

☆ 化 学 Ⅰ 2 2

☆ 物 理 学 Ⅰ 2 2

☆ 化 学 Ⅱ 2 2

☆ 物 理 学 Ⅱ 2 2

☆ 化 学 Ⅲ 2 2

☆ 現 代 物 理 学 概 論 2 2

╂ 情報テクノロジー体験演習 2 2

╂ 計 算 機 実 習 Ⅰ 2 4

╂ 計 算 機 実 習 Ⅱ 2 4

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅰ 1 4

╂ 物 理 基 礎 実 験 Ⅱ 1 4

╂ 化 学 基 礎 実 験 2 4
前期又は後期

【3】学科科目配置表及び履修方法

1．学科科目履修方法

2．学科科目配置表

 数学・共通科目 

╂の科目 2単位　必修
☆の科目の中から
　10単位　選択必修

 専門実験・実習・演習 
╂の科目24単位　必修
◇◆の科目を
合計 4単位　選択必修

（そのうち 2 単位は必ず
◇から履修しなくては
なりません）
（次ページへ続く）

― 81―

情報テクノロジー学科



授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

╂ 電 気 計 測 実 験 1 4
前期又は後期

╂ も の づ く り 実 習 1 4
前期又は後期

╂ 情 報 処 理 実 習 2 4
前期又は後期

╂ 図 形 情 報 科 学 演 習 2 2

╂ 情報総合プログラミング実習Ⅰ 2 4

╂ 情報総合プログラミング実習Ⅱ 2 4

╂ シ ス テ ム 構 築 実 習 2 4

╂ 情報テクノロジー実験Ⅰ 2 4

◇ 情報テクノロジー実験Ⅱ 2 4

◇ 情報テクノロジー実験Ⅲ 2 4

◆ 機械創造工学実験Ⅰ 2 4

◆ 機械創造工学実験Ⅱ 2 4

　 イ ン タ ー ン シ ッ プ 1 3

╂ 情報テクノロジー輪講Ⅰ 1 2

╂ 情報テクノロジー輪講Ⅱ 1 2

╂ 卒 業 研 究 Ⅰ 4 12
Ⅰ・Ⅱの単位を分離して修得するこ
とができない。
Ⅰ・Ⅱのうちいずれかが不合格とな
れば、Ⅰ・Ⅱ共に不合格となる。
Ⅰ・Ⅱは同一担当者で履修すること。

╂ 卒 業 研 究 Ⅱ 4 12

╂ 卒 業 研 究 Ａ 8 24 協定校・認定校留学生のみ履修可

╂ 理工学高度実践研究Ⅰ 4 12

Ⅰ・Ⅱの単位を分離して修得するこ
とができない。
Ⅰ・Ⅱのうちいずれかが不合格とな
れば、Ⅰ・Ⅱ共に不合格となる。
理工学高度実践プログラムの申請が
承認されたものだけが、履修可能。
本Ⅰ・Ⅱを履修するものは、卒業研
究Ⅰ・Ⅱを履修することができない。

╂ 理工学高度実践研究Ⅱ 4 12

╂ 計 算 機 概 論 2 2

╂ 図 形 情 報 科 学 2 2

╂ 情 報 数 学 Ⅱ 2 2

╂ 数 理 モ デ ル 解 析 法 2 2

╂ データ構造とアルゴリズム 2 2

╂ ロ ボ ッ ト 工 学 2 2

╂ ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 2 2

╂ ヒューマンコンピュータインタラクション 2 2

╂ マ ルチメディア工学 2 2 英語講義

△ 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 2 2 英語講義

△ 工 業 力 学 2 2

△ 組 合 せ 最 適 化 Ⅰ 2 2

（前ページからの続き）

輪講・卒業研究

╂の科目10単位　必修

 第 1 科目群 

╂の科目18単位　必修
△の科目の中から

8単位　選択必修

（次ページへ続く）

― 82―

情報テクノロジー学科



授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

△ 信 号 基 礎 理 論 2 2

△ 機 械 力 学 及 び 演 習 4 4

△ 材料力学Ⅰ及び演習 4 4

△ 熱 力 学 及 び 演 習 4 4

△ 流 体 力 学 及 び 演 習 4 4

△ 多 変 量 解 析 Ⅰ 2 2

△ 多 変 量 解 析 Ⅱ 2 2

△ オペレーションズ・リサーチⅠ 2 2

△ オペレーションズ・リサーチⅡ 2 2

△ 確 率 統 計 2 2
この科目は履修すること
を強く勧める。

△ 応 用 統 計 解 析 2 2
確率統計と併せて履修す
ることを強く勧める。
2016年度より英語講義

△ シ ス テ ム 工 学 応 用 2 2

▽ 自動制御と制御プログラミング 2 2

▽ 言語理論とコンパイラ 2 2

▽ 人 工 知 能 論 2 2

▽ 知 的 デ ー タ ベ ー ス 2 2

▽ 認 知 心 理 学 2 2

▽ 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 2 2

▽ メ カ ト ロ ニ ク ス 2 2

▽ 設 計 情 報 工 学 2 2

▽ 情 報 と 社 会 2 2

▼ 高次ヒューマンインタフェース 2 2

▼ 生 体 情 報 工 学 2 2

▼ サ イ バ ネ テ ィ ク ス 2 2

▼ 状 態 制 御 2 2

▼ 振 動 工 学 2 2

▼ 機 械 設 計 製 図 2 4

▼ 計 測 ・ 電 子 回 路 2 2

▼ デ ジ タ ル 電 子 回 路 2 2

▼ 電 子 計 算 機 工 学 Ⅱ 2 2

▼ モ デ ル 化 技 術 入 門 2 2

▼ 生 産 管 理 技 術 Ⅰ 2 2

▼ コーポレートファイナンス 2 2

▼ シ ス テ ム 工 学 基 礎 2 2

▼ プログラミング技術 2 2 2016年度より英語講義

▼ 経 済 性 工 学 2 2 2016年度より英語講義

▼ 企 業 経 済 学 2 2

▼ 会 計 学 2 2

 第 1 科目群 

（前ページからの続き）

 第 2 科目群 

▽の科目の中から
12単位　選択必修

▼の科目の中から
4単位　選択必修

（次ページへ続く）
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授 業 科 目
単
位

週 時 間 数

備　　考1年 2年 3年 4年

前 後 前 後 前 後 前 後

▼ 意 思 決 定 論 2 2

▼ 品 質 管 理 技 術 2 2

▼ 経営システム工学の最先端 2 2

▼ 地 理 情 報 処 理 2 2 2016年度より英語講義

▼ 実 験 計 画 法 2 2 英語講義

　 機 械 技 術 と 社 会 2 2

　 工 業 動 力 学 2 2

　 材 料 科 学 概 論 2 2

　 精 密 加 工 学 2 2

　 計 算 力 学 2 2

　 応 用 数 学 Ⅰ 2 2

　 応 用 数 学 Ⅱ 2 2

　 経営システム工学特別講座 2 2

　 分 析 技 術 入 門 2 2

　 一 般 機 械 工 学 2 2

　 一 般 電 気 工 学 2 2

　 一 般 経 営 工 学 2 2

　 研究開発と製品設計 2 2

　 生 産 シ ス テ ム 設 計 2 2 2016年度より英語講義

　 経 営 管 理 論 2 2 英語講義

　 ゲ ー ム 理 論 2 2

　 情報社会及び情報倫理 2 2

　 情 報 と 職 業 2 2

　 理 工 学 実 践 演 習 Ⅲ 2 2 理工学高度実践プログラ
ム履修申請者のみ。　 理 工 学 実 践 演 習 Ⅳ 2 2

下記の（イ）（ロ）（ハ）（ニ）（ホ）のうちから任意に10単位修得しなければなりません。
（イ）青山スタンダード科目 ⎫

｜
｜

｜
⎬
｜

｜
｜
⎭

（ 卒業に必要な単位を超えて修得した単位は、自由選択科
目に算入されます）

（ロ）外国語科目
（ハ）学科科目
（ニ）他学科科目
（ホ）他学部科目
ただし、卒業要件外科目は除きます。他学科・他学部科目のうちには実験科目などの除外

科目がありますので当該学科・学部の履修規定に従ってください。

注意：他キャンパス開講科目を履修する際には、キャンパス間の移動時間に注意してください（「Ⅲ．
履修について 1．履修計画」を参照）。

（前ページからの続き）

 選択科目 

自由選択科目履修方法

【4】自由選択科目履修方法

― 84―

情報テクノロジー学科



情報数学Ⅱ②

卒業研究Ⅰ④ 卒業研究Ⅱ④

情報数学Ⅰ②

多変量解析Ⅰ②確率統計② 応用統計解析②

ヒューマンコン
ピュータインタ
ラクション②

サイバネティクス②

マルチメディア工学②

情報ネット
ワ ー ク ②

計算機概論②

情 報 処 理 実 習 ②

認知心理学②

情報テクノロ
ジー実験Ⅱ②

生体情報工学②

情報総合プログ
ラミングⅡ②

情報テクノロ
ジー実験Ⅰ②

状態制御②

メカトロニクス②

振動工学②

設計情報工学②

自動制御と制御
プログラミング②

機械力学及び演習④

システム構
築 実 習 ②

情報テクノロジー
体 験 演 習 ②

ロボット工学②

図形情報科学② 図形情報科学演習②

情報総合プログラ
ミング実習Ⅰ②

数理モデル
解 析 法 ②

情報セキュ
リ テ ィ ②

知的データ
ベ ー ス ②

言語理論と
コンパイラ②

データ構造と
アルゴリズム②

高次ヒューマン
インタフェース②計算機実習Ⅰ② 計算機実習Ⅱ②

情報テクノロ
ジー実験Ⅲ② 人工知能論②

ソフトウェア設計②

経 営 情 報
システム設計② 品質管理技術②

研究開発と
製品設計②

オペレーションズ
・リサーチⅠ②

オペレーションズ
・リサーチⅡ②

システム工学応用②

情報テクノロ
ジー輪講Ⅰ①

情報テクノロ
ジー輪講Ⅱ①

情報と社会②

必修科目

選択必修科目

第１科目群　　
（必修除く）

第２科目群

選択科目

○内数字：単位数

２　年　次

前期 後期

３　年　次

前期 後期

４　年　次

前期 後期

１　年　次

前期 後期

物 理 基 礎 実 験 Ⅰ　①

物 理 基 礎 実 験 Ⅱ　①

テーマ別科目から⑧

コア科目から⑯
（必修・選択必修含む）

化　学　基　礎　実　験　②

外　国　語　科　目　か　ら　⑩
（ １ ～ ３ 年 次 配 置 科 目 ）

数学・化学・物理学から⑩
（ １ ～ ３ 年 次 配 置 科 目 ）

電 気 計 測 実 験 ①

も の づ く り 実 習 ①

青山
スタンダード

科目

情報テクノロジー学科履修ガイドライン
これはあくまでも履修の一例です。
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　他学部科目のうち本学部学生が履修可能な科目の一覧表を以下に掲載します。
　履修については下記の点に注意してください。
１． 一覧表は他学部が本学部に対して履修可能としている科目を掲載しています。なお、「担

当者氏名」及び「本年度休講」の掲載はしていませんので、講義内容および授業時間割
表にて確認してください。履修希望科目が講義内容および授業時間割表に掲載されてい
ない場合は本年度休講となっています。

　　 　また、年度により一覧表の科目のうち履修を認めないなどの措置をとることがあります。
２． 履修可能な科目は同じ入学年度の科目のみ履修できます。掲載してある一覧表以前の入

学生で他学部科目の履修を希望する学生は学務課窓口で相談してください。
３． 一覧表に掲載されている科目のうち、履修に制限がある場合は、開講学部の履修制限に

従って履修してください。
４． 今後、各部の状況により変更が生じる場合がありますので、履修する際は自学部窓口に

て確認をしてください。

文学部共通科目

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

芸 術 文 化 論 4 2・3・4 文 化 財 科 学 4 2・3・4 日 本 の 思 想 4 2・3・4

東 洋 の 思 想 4 2・3・4 現 代 思 想 4 2・3・4 日 本 美 術 史 4 2・3・4

東 洋 美 術 史 4 2・3・4 西 洋 美 術 史 4 2・3・4 日 本 文 化 史 4 2・3・4

東 洋 文 化 史 4 2・3・4 西 洋 文 化 史 4 2・3・4 映 像 文 化 論 Ａ 2 2・3・4

映 像 文 化 論 Ｂ 2 2・3・4 東 洋 音 楽 史 4 2・3・4 西 洋 音 楽 史 4 2・3・4

生 命 倫 理 学 4 2・3・4 詩 論 4 2・3・4 ギリシャ・ローマ文学 4 2・3・4

テ ク ス ト 論 4 2・3・4 物 語 文 学 4 2・3・4 キ リ ス ト 教 文 学 4 2・3・4

世 界 各 地 域 の 文 学 Ａ 4 2・3・4 世 界 各 地 域 の 文 学 Ｂ 4 2・3・4 世 界 各 地 域 の 文 学 Ｃ 4 2・3・4

児 童 文 学 4 2・3・4 比 較 文 学 4 2・3・4 言 語 学 概 論 4 2・3・4

比 較 言 語 学 4 2・3・4 記 号 論 4 2・3・4 古 典 ギ リ シ ャ 語 Ⅰ 4 2・3・4

古 典 ギ リ シ ャ 語 Ⅱ 4 2・3・4 ラ テ ン 語 入 門 4 2・3・4 ラ テ ン 語 Ⅰ 4 2・3・4

ラ テ ン 語 Ⅱ 4 2・3・4 出 版 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 4 2・3・4 放 送 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 4 2・3・4

認 知 言 語 学 4 2・3・4 精 神 分 析 学 入 門 4 2・3・4 心 理 言 語 学 4 2・3・4

イタリアの言語と文化Ⅰ 4 2・3・4 イタリアの言語と文化Ⅱ 4 2・3・4 通訳ワークショップ（1） 2 3・4

通訳ワークショップ（2） 2 3・4

他学部科目一覧表

他学部科目の履修につい
て
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文学部英米文学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

イ ギ リ ス 文 学 史 4 1・2 イ ギ リ ス 文 学 概 論 4 1・2 イ ギ リ ス 文 化 概 論 4 1・2

ア メ リ カ 文 学 史 4 1・2 ア メ リ カ 文 学 概 論 4 1・2 ア メ リ カ 文 化 概 論 4 1・2

グローバル文学・文化概論 4 1・2 グ ロ ー バ ル 文 学 理 論 4 1・2 英 語 学 概 論 4 1・2

英 語 史 4 1・2 英 文 法 4 1・2 コミュニケーション概論 4 1・2

異文化間コミュニケーション概論 4 1・2 英 語 教 育 学 概 論 4 1・2 イ ギ リ ス 文 学 特 講 4 3・4

イ ギ リ ス 文 化 特 講 4 3・4 ア メ リ カ 文 学 特 講 4 3・4 ア メ リ カ 文 化 特 講 4 3・4

グ ロ ー バ ル 文 学 特 講 4 3・4 グ ロ ー バ ル 文 化 特 講 4 3・4 英 語 学 特 講 4 3・4

言 語 学 特 講 4 3・4 コミュニケーション特講 4 3・4 英 語 教 育 学 特 講 4 3・4

英 詩 概 論 4 3・4 イ ギ リ ス 事 情 4 3・4 ア メ リ カ 事 情 4 3・4

英 語 聖 書 4 3・4 メディアイングリッシュⅠ 2 3・4

文学部フランス文学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

※ フ ラ ン ス 語 会 話 4 1 フ ラ ン ス 文 学 研 究 4 3・4 フ ラ ン ス 語 学 研 究 4 3・4

フ ラ ン ス 文 化 研 究 4 3・4 購 読 演 習 4 3・4 エクスプリカシオン（Ａ） 4 3・4

エクスプリカシオン（Ｂ） 4 3・4 コ ミ ュ ニ カ シ オ ン Ⅰ 4 3・4 コ ミ ュ ニ カ シ オ ン Ⅱ 4 3・4

エクスプレシオン・エクリットⅡ 4 3・4 エクスプレシオン・エクリットⅢ 4 3・4 フ ラ ン ス 文 学 特 講 4 2・3・4

フ ラ ン ス 語 学 特 講 4 2・3・4 フ ラ ン ス 文 化 特 講 4 2・3・4 フ ラ ン ス 文 学 演 習 Ⅰ 4 2・3

フ ラ ン ス 文 学 演 習 Ⅱ 4 3・4 フ ラ ン ス 文 化 演 習 Ⅰ 4 2・3 フ ラ ン ス 文 化 演 習 Ⅱ 4 3・4

フ ラ ン ス 語 学 演 習 Ⅰ 4 2・3 フ ラ ン ス 語 学 演 習 Ⅱ 4 3・4 フ ラ ン ス 語 教 授 法 Ⅰ 4 3・4

フ ラ ン ス 語 教 授 法 Ⅱ 4 3・4 フ ラ ン ス 語 作 文 4 2・3・4 フ ラ ン ス 語 学 概 論 4 2・3・4

※既修得者用クラスのみ履修可
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文学部日本文学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

日 本 文 学 史（一） 2 1 日 本 文 学 史（二） 2 1 日 本 文 学 史（三） 2 2

日 本 文 学 史（四） 2 2 古 典 文 学 概 論 Ⅰ ・ Ⅱ 各2 1・2 近 代 文 学 概 論 Ⅰ ・ Ⅱ 各2 1・2

漢 文 学 概 論 Ⅰ ・ Ⅱ 各2 1・2 日 本 語 学 概 論 Ⅰ ・ Ⅱ 各2 1・2 日 本 語 史 Ⅰ ・ Ⅱ 各2 1・2

表象文化研究概論Ⅰ・Ⅱ 各2 1・2 日 本 学 入 門 2 1・2 文 学 交 流 入 門 2 1・2

日 本 文 学 講 読 Ⅰ ・ Ⅱ 各2 1・2 中国古典文学講読Ⅰ・Ⅱ 各2 1・2 日 本 語 学 講 読 Ⅰ ・ Ⅱ 各2 1・2

表 象 文 化 論 Ⅰ ・ Ⅱ 各2 2・3・4 日 本 文 学 特 講 Ⅰ ・ Ⅱ 各2 2・3・4 日 本 文 学 特 講 Ａ ・ Ｂ 各2 1・2・3・4

中国古典文学特講Ⅰ・Ⅱ 各2 2・3・4 中国文学・思想特講Ⅰ・Ⅱ 各2 2・3・4 日 本 語 学 特 講 Ⅰ ・ Ⅱ 各2 2・3・4

文 学 交 流 特 講 Ａ ・ Ｂ 各2 2・3・4 日本文学研究のための英語A・B 2 1・2 日本文学とアメリカ・ヨーロッパ 2 2・3・4

日 本 文 学 と ア ジ ア 2 2・3・4 書 理 論 Ⅰ ・ Ⅱ 各2 2・3・4

文学部史学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

人 文 地 理 学 概 論 4 3・4 日 本 史 特 講 4 2・3・4 東 洋 史 特 講 4 2・3・4

西 洋 史 特 講 4 2・3・4 考 古 学 特 講 4 2・3・4 史 学 特 講 Ａ 4 1･2･3･4

史 学 特 講 Ｂ 4 1･2･3･4 自 然 地 理 学 概 論 2 2・3・4 地 誌 学 2 2・3・4

法 律 学 2 2・3・4 政 治 学 2 2・3・4 ※　 博 物 館 概 論 2 2・3のみ

※　 博 物 館 経 営 論 2 2・3のみ ※　 博 物 館 資 料 論 2 2・3のみ ※　博物館資料保存論 2 2・3・4

※　 博 物 館 展 示 論 2 2・3・4 ※　博物館情報・メディア論 2 2・3・4 ※　 博 物 館 教 育 論 2 2・3・4

※　 博 物 館 実 習 Ⅰ 2 3のみ ※　 博 物 館 実 習 Ⅱ 2 4

※学芸員希望者のみ

文学部比較芸術学科 他学部・他学科生は 3年次以上の学生が履修可

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

比 較 芸 術 学 特 講 Ⅰ 2 3・4 比 較 芸 術 学 特 講 Ⅱ 2 3・4 比 較 芸 術 学 特 講 Ⅲ 2 3・4

美 学 ・ 芸 術 思 想 4 3・4 西 洋 の 宗 教 と 芸 術 4 3・4 日本・東洋の宗教と芸術 4 3・4

伝 統 デ ザ イ ン 論 4 3・4 ※博 物 館 実 習 Ⅰ 2 3のみ ※博 物 館 実 習 Ⅱ 2 4

※学芸員希望者のみ
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教育人間科学部教育学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

西 洋 教 育 史 Ⅰ 2 3・4 西 洋 教 育 史 Ⅱ 2 3・4 西 洋 教 育 史 Ⅲ 2 3・4

教 育 史 特 殊 講 義 2 3・4 発 達 と 文 化 Ａ 2 3・4 発 達 と 文 化 Ｂ 2 3・4

教 育 哲 学 Ａ 2 3・4 教 育 哲 学 Ｂ 2 3・4 教 育 学 特 論 Ａ 2 3・4

教 育 学 特 論 Ｂ 2 3・4 キ ャ リ ア 教 育 Ｂ 2 3・4 比 較 教 育 学 2 3・4

異 文 化 理 解 教 育 2 3・4 老 年 学 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｃ 2 3・4

教 育 学 特 論 Ｄ 2 3・4 臨 床 心 理 学 概 論 Ⅰ 2 2 臨 床 心 理 学 概 論 Ⅱ 2 2

小 児 精 神 神 経 学 2 3・4 相 談 心 理 学 Ⅰ 2 3・4 相 談 心 理 学 Ⅱ 2 3・4

特 別 支 援 教 育 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｅ 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｆ 2 3・4

生 涯 学 習 概 論 Ⅰ 2 2 生 涯 学 習 概 論 Ⅱ 2 2 高 等 教 育 論 Ａ 2 3・4

高 等 教 育 論 Ｂ 2 3・4 社 会 教 育 計 画 Ⅰ 2 3・4 社 会 教 育 計 画 Ⅱ 2 3・4

社 会 教 育 課 題 研 究※１ 4 3・4 高 齢 化 社 会 と 教 育 2 3・4 青 年 期 と 教 育 2 3・4

ジ ェ ン ダ ー と 教 育 2 3・4 青 年 文 化 論 2 3・4 ボ ラ ン テ ィ ア 教 育 論 2 3・4

地域ネットワーキング論 2 3・4 スポーツ・レクリエーション論 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｇ 2 3・4

教 育 学 特 論 Ｈ 2 3・4 認 知 科 学 概 論 2 3・4 学校経営と学校図書館 2 2

視聴覚教育メディア論 2 3・4 イ ン タ ー フ ェ ー ス 論 2 3・4 知 的 表 現 論 2 3・4

教 材 開 発 論 2 3・4 学校指導と学校図書館 2 3・4 学 校 図 書 館 メ デ ィ ア 2 3・4

情 報 メ デ ィ ア 利 用 論 2 3・4 読 書 教 育 論 2 3・4 学 習 心 理 学 Ⅰ 2 3・4

学 習 心 理 学 Ⅱ 2 3・4 社 会 心 理 学 Ⅰ 2 3・4 社 会 心 理 学 Ⅱ 2 3・4

教 育 学 特 論 Ⅰ 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｊ 2 3・4 図 書 館 情 報 学 概 論 2 2

図書館システムサービス論 2 2 図 書 館 情 報 文 化 論 2 2 図書館システム経営論 2 3・4

情 報 メ デ ィ ア 論 Ａ 2 2 情 報 メ デ ィ ア 論 Ｂ 2 3・4 情 報 メ デ ィ ア 論 Ｃ 2 3・4

児 童 サ ー ビ ス 論 2 3・4 メ デ ィ ア 組 織 法 Ⅰ 2 3・4 メ デ ィ ア 組 織 法 Ⅱ※２ 2 3・4

メ デ ィ ア 組 織 法 Ⅲ※２ 2 3・4 情 報 サ ー ビ ス 論 Ⅰ 2 3・4 情 報 サ ー ビ ス 論 Ⅱ 2 3・4

情 報 サ ー ビ ス 論 Ⅲ 2 3・4 情 報 技 術 論 2 2・3・4 図 書 館 情 報 学 実 習※２ 2 4

教 育 学 特 論 Ｋ 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｌ 2 3・4 幼 児 教 育 原 理 Ｂ 2 1・2

児 童 福 祉 論 2 3・4 小 児 保 健 論 2 1・2 教 育 学 特 論 Ｍ 2 3・4

教 育 学 特 論 Ｎ 2 3・4 小 児 栄 養 学 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｏ 2 3・4

教 育 学 特 論 Ｐ 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｑ 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｒ 2 3・4

初 等 英 語 概 説 Ａ 2 3・4 初 等 英 語 概 説 Ｂ 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｓ 2 3・4

教 育 学 特 論 Ｔ 2 3・4 キ リ ス ト 教 学 校 論 2 3・4 聖 書 の 世 界（旧約） 2 3・4

聖 書 の 世 界（新約） 2 3・4 キ リ ス ト 教 の 教 理 2 3・4 キ リ ス ト 教 と 法 思 想 2 3・4

宗 教 と 社 会 2 3・4 礼 拝 学 2 3・4 キリスト教メンタルヘルス 2 3・4

※１社会教育主事資格取得希望申請者のみ
※２司書資格取得希望申請者のみ
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教育人間科学部心理学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

心 理 統 計 実 習 2 3・4 哲 学 的 認 識 論 4 3・4 心 の 哲 学 4 3・4

心 理 学 史 2 3・4 学 習 心 理 学 4 3・4 発 達 心 理 学 4 1・2

生 涯 発 達 心 理 学 Ⅰ 2 2 生 涯 発 達 心 理 学 Ⅱ 2 2 生 涯 発 達 論 2 3・4

知 覚 心 理 学 2 2 音 楽 心 理 学 2 3・4 感 情 心 理 学 2 3・4

神 経 心 理 学 2 3・4 人 格 心 理 学 4 3・4 犯 罪 心 理 学 4 3・4

社 会 心 理 学 4 3・4 社 会 心 理 学 Ⅰ 2 3・4 社 会 心 理 学 Ⅱ 2 3・4

産 業 心 理 学 2 3・4 広 告 心 理 学 2 3・4 ノンバーバル・コミュニケーションⅠ 2 3・4

ノンバーバル・コミュニケーションⅡ 2 3・4 応用社会心理学特講Ⅰ 2 3・4 応用社会心理学特講Ⅱ 2 3・4

応用社会心理学特講Ⅲ 2 3・4 応用社会心理学特講Ⅳ 2 3・4 応用社会心理学特講Ⅴ 2 3・4

応用社会心理学特講Ⅵ 2 3・4 心 理 学 特 講 Ａ 2 3・4 学 校 心 理 学 2 3・4

臨 床 心 理 学 4 2 臨 床 心 理 学 Ⅰ 2 3・4 臨 床 心 理 学 Ⅱ 2 3・4

臨 床 心 理 学 特 講 4 3・4 精 神 分 析 学 2 3・4 精 神 医 学 4 3・4

音 楽 療 法 2 3・4 相 談 心 理 学 4 3・4 家 族 心 理 学 2 3・4

健 康 心 理 学 2 3・4 コ ミ ュ ニ テ ィ 心 理 学 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 心 理 Ⅱ 2 3・4

障 害 児 ・ 者 の 教 育 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 福 祉 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 医 学 2 3・4

心 理 面 接 法 4 3・4 心 理 療 法 実 習 Ａ 2 3・4 応 用 行 動 分 析 2 3・4

身 体 医 学 2 3・4 心 身 医 学 2 3・4 薬 理 学 2 3・4

脳 生 理 学 2 3・4 精 神 衛 生 2 3・4 母 子 保 健 2 3・4

成 人 ・ 高 齢 者 保 健 2 3・4 精 神 保 健 福 祉 2 3・4 保健・医療・福祉・制度論 2 3・4

社会保障制度と関連法規 2 3・4 心 理 学 原 書 講 読 Ａ 2 3・4 心 理 学 原 書 講 読 Ｂ 2 3・4
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経済学部

経済学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

統 計 学 概 論 Ⅰ 2 1 統 計 学 概 論 Ⅱ 2 1 経 済 数 学 入 門 Ⅰ 2 1

経 済 数 学 入 門 Ⅱ 2 1 金 融 論 Ⅰ 2 2 金 融 論 Ⅱ 2 2

国 際 経 済 学 Ⅰ 2 2 国 際 経 済 学 Ⅱ 2 2 経 済 学 史 Ⅰ 2 2

経 済 学 史 Ⅱ 2 2 応 用 ミ ク ロ 経 済 学 Ⅰ 2 3 応 用 ミ ク ロ 経 済 学 Ⅱ 2 3

経 済 動 学 Ⅰ 2 2 経 済 動 学 Ⅱ 2 2 オープンマクロ経済学Ⅰ 2 3

オープンマクロ経済学Ⅱ 2 3 計 量 経 済 学 Ⅰ 2 2 計 量 経 済 学 Ⅱ 2 2

経 済 統 計 Ⅰ 2 3 経 済 統 計 Ⅱ 2 3 数 理 統 計 Ⅰ 2 2

数 理 統 計 Ⅱ 2 2 経 済 数 学 Ⅰ 2 2 経 済 数 学 Ⅱ 2 2

社 会 政 策 論 Ⅰ 2 3 社 会 政 策 論 Ⅱ 2 3 社 会 保 障 論 Ⅰ 2 3

社 会 保 障 論 Ⅱ 2 3 産 業 論（ 航 空 事 業 Ⅰ ） 2 3 産 業 論（ 航 空 事 業 Ⅱ ） 2 3

産 業 論（ 損 害 保 険 業 ） 2 3 産業論（証券ビジネス） 2 3 産業論（知的エンタテイメント産業Ⅰ） 2 3

産業論（知的エンタテイメント産業Ⅱ） 2 3 労 働 経 済 論 Ⅰ 2 3 労 働 経 済 論 Ⅱ 2 3

産 業 組 織 論 Ⅰ 2 3 産 業 組 織 論 Ⅱ 2 3 フ ァ イ ナ ン ス 論 基 礎 2 2

フ ァ イ ナ ン ス 論 2 2 国 際 金 融 論 Ⅰ 2 3 国 際 金 融 論 Ⅱ 2 3

日 本 経 済 史 Ⅰ 2 2 日 本 経 済 史 Ⅱ 2 2 欧 米 経 済 史 Ⅰ 2 2

欧 米 経 済 史 Ⅱ 2 2 東 洋 経 済 史 Ⅰ 2 2 東 洋 経 済 史 Ⅱ 2 2

経 済 思 想 史 Ⅰ 2 3 経 済 思 想 史 Ⅱ 2 3 キリスト教社会思想史Ⅰ 2 2

キリスト教社会思想史Ⅱ 2 2 日 本 経 済 論 Ⅰ 2 2 日 本 経 済 論 Ⅱ 2 2

世 界 経 済 論 Ⅰ 2 3 世 界 経 済 論 Ⅱ 2 3 各 国 経 済 論 Ａ Ⅰ 2 2

各 国 経 済 論 Ａ Ⅱ 2 2 各 国 経 済 論 Ｂ Ⅰ 2 2 各 国 経 済 論 Ｂ Ⅱ 2 2

交 通 経 済 学 Ⅰ 2 3 交 通 経 済 学 Ⅱ 2 3 農 業 経 済 論 Ⅰ 2 3

農 業 経 済 論 Ⅱ 2 3 環 境 経 済 学 Ⅰ 2 3 環 境 経 済 学 Ⅱ 2 3

憲 法 Ａ 2 2 憲 法 Ｂ 2 2 民 法 Ａ 2 3

民 法 Ｂ 2 3 民 法 Ｃ 2 3 民 法 Ｄ 2 3

商 法 Ａ （ Ⅰ ） 2 3 商 法 Ａ （ Ⅱ ） 2 3 商 法 Ｂ 2 3

商 法 Ｃ 2 3 経 済 法 Ａ 2 3 経 済 法 Ｂ 2 3

労 働 法 Ａ 2 3 労 働 法 Ｂ 2 3 初 級 簿 記 Ⅰ 2 1

初 級 簿 記 Ⅱ 2 1 経 営 史 Ⅰ 2 3 経 営 史 Ⅱ 2 3
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現代経済デザイン学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

公 的 規 制 の 経 済 学 2 3 Ｎ Ｐ Ｏ 論 Ａ 2 3 契 約 の 経 済 学 2 3

公 共 政 策 の 経 済 学 2 3 公 共 選 択 論 2 3 Ｎ Ｐ Ｏ 論 Ｂ 2 3

政 策 と 評 価 Ａ 2 3 法 と 経 済 学 2 3 都 市 再 生 論 2 3

まちづくりと都市計画 2 3 住宅と不動産の経済学 2 3 郊 外 地 域 論 2 3

地 域 人 口 論 2 3 経 済 地 理 2 2 経 済 地 誌 2 2

地 方 財 政 の 経 済 学 Ⅰ 2 3 地 方 財 政 の 経 済 学 Ⅱ 2 3 開 発 経 済 学 2 3

政 策 と 評 価 Ｂ 2 3 地 域 経 済 学 Ⅱ 2 3 都 市 経 済 学 2 3

法学部

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次
裁 判 論 2 1・2 国 際 社 会 と 法 2 1・2 イ ン タ ー ネ ッ ト 法 2 1・2
法 思 想 史 A 2 1・2 法 思 想 史 B 2 1・2 近 代 日 本 法 史 2 1・2
近 代 西 洋 法 史 2 1・2 法 史 学 A 2 2 法 史 学 B 2 2
法 哲 学 A 2 2 法 哲 学 B 2 2 法 社 会 学 A 2 2
法 社 会 学 B 2 2 基 礎 法 特 論 A 2 3・4 基 礎 法 特 論 B 2 3・4
外 国 法 入 門 A 2 1・2 外 国 法 入 門 B 2 1・2 ア メ リ カ 法 A 2 2
ア メ リ カ 法 B 2 2 ア メ リ カ 法 C 2 2 ア メ リ カ 法 D 2 2
ア メ リ カ 法 E 2 2 イ ギ リ ス 法 A 2 2 イ ギ リ ス 法 B 2 2
フ ラ ン ス 法 A 2 2 フ ラ ン ス 法 B 2 2 ド イ ツ 法 A 2 2
ド イ ツ 法 B 2 2 中 国 法 A 2 2 中 国 法 B 2 2
Ｅ Ｕ 法 2 3・4 フランス法・政治文献講読 2 3・4 ドイツ法・政治文献講読 2 3・4
中国法・政治文献講読 2 3・4 憲 法 A 2 1 憲 法 B 2 1
憲 法 C 2 2 憲 法 D 2 2 行 政 法 A 4 2
行 政 法 B 4 2 行 政 法 C 2 3・4 刑 法 A 2 2
刑 法 B 2 2 刑 法 C 2 3・4 刑 法 D 2 3・4
国 際 法 A 2 2 国 際 法 B 2 2 国 際 法 C 2 3・4
国 際 法 D 2 3・4 刑 事 訴 訟 法 A 2 3・4 刑 事 訴 訟 法 B 2 3・4
刑 事 政 策 A 2 3・4 刑 事 政 策 B 2 3・4 刑 事 法 特 論 B 2 3・4
教 育 法 2 3・4 民 法 A 4 1 民 法 B 4 2
民 法 C 4 2 民 法 D 4 3・4 民 法 E 4 3・4
商 法 C 4 3・4 商 法 D 4 3・4 商 法 E 4 3・4
民 事 訴 訟 法 A 4 3・4 民 事 訴 訟 法 B 4 3・4 国 際 民 事 訴 訟 法 2 3・4
国 際 私 法 A 2 3・4 国 際 私 法 B 2 3・4 破 産 法 A 2 3・4
破 産 法 B 2 3・4 知 的 財 産 法 A 2 3・4 知 的 財 産 法 B 2 3・4
知 的 財 産 法 C 2 3・4 知 的 財 産 法 D 2 3・4 民 事 法 特 論 A 2 3・4
民 事 法 特 論 B 2 3・4 民 事 法 特 論 C 2 3・4 税 法 A 2 2
税 法 B 2 3・4 税 法 C 2 3・4 経 済 法 A 2 3・4
経 済 法 B 2 3・4 労 働 法 A 2 2 労 働 法 B 2 2
労 働 法 C 2 3・4 労 働 法 D 2 3・4 労 働 法 E 2 3・4
国 際 労 働 法 2 3・4 社 会 保 障 法 A 2 3・4 社 会 保 障 法 B 2 3・4
政 治 学 原 論 A 2 1・2 政 治 学 原 論 B 2 1・2 日 本 政 治 史 A 2 1・2
日 本 政 治 史 B 2 1・2 政 治 思 想 史 A 2 2 政 治 思 想 史 B 2 2
比 較 政 治 学 4 2 国 際 関 係 論 4 2 政 治 学 特 論 A 2 2
政 治 学 特 論 B 2 2 N P O 論 2 3・4 ビ ジ ネ ス 法 入 門 2 1・2
消 費 者 法 2 2 銀 行 取 引 法 2 2 金 融 商 品 取 引 法 2 3・4
企 業 法 務 2 3・4 国 際 取 引 法 A 2 3・4 国 際 取 引 法 B 2 3・4
商 事 法 特 論 A 2 2 商 事 法 特 論 C 2 3・4 国 際 金 融 法 2 3・4
ファイナンスとデリバティブ 2 3・4 公 共 政 策 と 法 2 1・2 立 法 学 2 2
行 政 学 A 2 2 行 政 学 B 2 2 公 共 政 策 特 論 A 2 2
公 共 政 策 特 論 B 2 2 地 方 自 治 法 2 3・4 都 市 法 2 3・4
政 治 過 程 論 A 2 3・4 政 治 過 程 論 B 2 3・4 現 代 法 実 務 論 2 2
ヒューマン・ライツの現場B 2 1・2 環 境 法 A 2 2 環 境 法 B 2 2
人 権 法 特 論 A 2 2 人 権 法 特 論 B 2 2 人 権 法 特 論 C 2 3・4
言 論 法 A 2 3・4 言 論 法 B 2 3・4 国 際 人 権 法 2 3・4
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経営学部

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次
経営データ分析のための
基 礎 解 析 入 門 Ⅰ 2 1 経営データ分析のための

基 礎 解 析 入 門 Ⅱ 2 1 経営データ分析のための
線 形 代 数 入 門 Ⅰ 2 1

経営データ分析のための
線 形 代 数 入 門 Ⅱ 2 1 商 学 基 礎 論 Ⅰ 2 1 商 学 基 礎 論 Ⅱ 2 1

経 営 史 Ａ 2 2 経 営 史 Ｂ 2 2 経 営 管 理 論 Ⅰ 2 2
経 営 管 理 論 Ⅱ 2 2 経 営 組 織 論 Ⅰ 2 2 経 営 組 織 論 Ⅱ 2 2
企 業 情 報 戦 略 Ⅰ 2 2 企 業 情 報 戦 略 Ⅱ 2 2 財 務 管 理 論 Ａ 2 2
財 務 管 理 論 Ｂ 2 2 事 業 戦 略 論 Ⅰ 2 2 事 業 戦 略 論 Ⅱ 2 2
企 業 分 析 論 2 2 財 務 会 計 論 Ⅰ 2 2 財 務 会 計 論 Ⅱ 2 2
中 級 簿 記 Ⅰ 2 2 中 級 簿 記 Ⅱ 2 2 原 価 計 算 論 2 2
マ ー ケ テ ィ ン グ 論 Ⅰ 2 2 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 Ⅱ 2 2 フ ァ イ ナ ン ス Ⅰ 2 2
フ ァ イ ナ ン ス Ⅱ 2 2 流 通 論 Ⅰ 2 2 流 通 論 Ⅱ 2 2
国 際 貿 易 論 Ⅰ 2 2 国 際 貿 易 論 Ⅱ 2 2 国際ビジネス環境論Ａ 2 2

国際ビジネス環境論Ｂ 2 2
Globalization and 
Emerging Countries Ａ

2 2
Globalization and 
Emerging Countries Ｂ

2 2

多角的貿易体制概論Ａ 2 3 多角的貿易体制概論Ｂ 2 3 ベンチャー企業経営論 2 3
サプライチェーンと意思決定法Ａ 2 2 サプライチェーンと意思決定法Ｂ 2 2 グローバル製品戦略Ⅰ 2 2
グローバル製品戦略Ⅱ 2 2 証 券 投 資 論 Ⅰ 2 2 証 券 投 資 論 Ⅱ 2 2
意 思 決 定 会 計 論 2 2 国 際 会 計 論 Ⅰ 2 2 国 際 会 計 論 Ⅱ 2 2
制 度 会 計 論 Ａ 2 2 制 度 会 計 論 Ｂ 2 2 戦 略 管 理 会 計 Ⅰ 2 2
戦 略 管 理 会 計 Ⅱ 2 2 予 算 管 理 論 2 2 企 業 法 務 Ⅰ 2 3
企 業 法 務 Ⅱ 2 3 コーポレート・ファイナンスⅠ 2 3 コーポレート・ファイナンスⅡ 2 3
リスク・マネジメント論Ⅰ 2 3 リスク・マネジメント論Ⅱ 2 3 交 通 論 Ⅰ 2 3
交 通 論 Ⅱ 2 3 Effective Negotiation 2 3 Written Agreements 2 3

Effective Speech 2 3 Academic Presentation 2 3
Career Development
（Introduction to Coaching）

2 3

ア メ リ カ 文 化 論 Ⅰ 2 3 ア メ リ カ 文 化 論 Ⅱ 2 3 イ ギ リ ス 文 化 論 Ⅰ 2 3
イ ギ リ ス 文 化 論 Ⅱ 2 3 ユダヤ文化とビジネスⅠ 2 3 ユダヤ文化とビジネスⅡ 2 3
英語圏社会・文化研究Ⅰ 2 3 英語圏社会・文化研究Ⅱ 2 3 世 界 の 言 語 文 化 Ⅰ 2 3
世 界 の 言 語 文 化 Ⅱ 2 3 現 代 韓 国 社 会 事 情 Ⅰ 2 3 現 代 韓 国 社 会 事 情 Ⅱ 2 3
Market and Business Environment 2 3 国 際 マ ー ケ テ ィ ン グ 2 3 国 際 経 営 論 Ⅰ 2 3
国 際 経 営 論 Ⅱ 2 3 サプライチェーン・マネジメントＡ 2 3 サプライチェーン・マネジメントＢ 2 3
経 営 戦 略 論 Ⅰ 2 3 経 営 戦 略 論 Ⅱ 2 3 経営データ分析応用Ⅰ 2 3
経営データ分析応用Ⅱ 2 3 事 業 創 造 戦 略 論 2 3 顧 客 創 造 戦 略 論 2 3
人 材 育 成 論 Ⅰ 2 3 人 材 育 成 論 Ⅱ 2 3 人 的 資 源 管 理 論 Ⅰ 2 3
人 的 資 源 管 理 論 Ⅱ 2 3 組 織 心 理 学 Ⅰ 2 3 組 織 心 理 学 Ⅱ 2 3
マネジメントサイエンスⅠ 2 3 マネジメントサイエンスⅡ 2 3 人間行動の多面的分析Ａ 2 3
人間行動の多面的分析Ｂ 2 3 戦略・マネジメント特論Ａ 2 3 戦略・マネジメント特論Ｂ 2 3
コ ス ト マ ネ ジ メ ン ト 2 3 財務コンサルティング論Ⅰ 2 3 財務コンサルティング論Ⅱ 2 3
会 計 情 報 論 Ⅰ 2 3 会 計 情 報 論 Ⅱ 2 3 会計・ファイナンス特論Ａ 2 3
会計・ファイナンス特論Ｂ 2 3 企 業 評 価 論 Ⅰ 2 3 企 業 評 価 論 Ⅱ 2 3
実 証 会 計 論 Ⅰ 2 3 実 証 会 計 論 Ⅱ 2 3 財 務 分 析 論 Ⅰ 2 3
財 務 分 析 論 Ⅱ 2 3 監 査 論 Ⅰ 2 3 監 査 論 Ⅱ 2 3
税 務 会 計 論 Ⅰ 2 3 税 務 会 計 論 Ⅱ 2 3 競 争 戦 略 論 Ⅰ 2 3
競 争 戦 略 論 Ⅱ 2 3 産 業 労 働 衛 生 論 2 3 ヘ ル ス ケ ア 経 営 論 2 3
流通情報システム論Ａ 2 3 流通情報システム論Ｂ 2 3 マーケティング特論Ａ 2 3
マーケティング特論Ｂ 2 3 マーケティング特論Ｃ 2 3 マーケティング特論Ｄ 2 3
マーケティング特論Ｅ 2 3 マーケティング特論Ｆ 2 3 広告コミュニケーション 2 3
マーケティング・コミュニケーション 2 3 サービスマーケティング 2 3 ブランド・マネジメント 2 3
消 費 者 行 動 論 2 3 マーケティング・リサーチ 2 3 マクロ・マーケティングＡ 2 3
Macromarketing Ｂ 2 3 流 通 政 策 Ａ 2 3 流 通 政 策 Ｂ 2 3
経 済 原 論 Ｉ 2 2 経 済 原 論 Ⅱ 2 2 民 法 Ａ 2 3
民 法 Ｂ 2 3 民 法 Ｃ 2 3 民 法 Ｄ 2 3
商 法 Ａ（Ⅰ） 2 3 商 法 Ａ（Ⅱ） 2 3 商 法 Ｂ 2 3
商 法 Ｃ 2 3 経 済 法 Ａ 2 3 経 済 法 Ｂ 2 3
労 働 法 Ａ 2 3 労 働 法 Ｂ 2 3 国 際 法 Ａ 2 3
国 際 法 Ｂ 2 3
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国際政治経済学部

　国際政治経済学部は、学科科目Ｂ群科目の履修を他学部の学生に認めています。ただし、以下の一覧に掲載する科目については、履
修を認めていません。

【国際政治経済学部生以外の学部生に履修を許可しない科目の一覧】

授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目

国際政治学特殊講義Ⅲ 国際経済学特殊講義Ⅲ 外国書（フランス語）講読Ⅰ・Ⅱ

外国書（ドイツ語）講読Ⅰ・Ⅱ 外国書（スペイン語）講読Ⅰ・Ⅱ 外国書（中国語）講読Ⅰ・Ⅱ

外国書（ロシア語）講読Ⅰ・Ⅱ インターンシップ 海外ボランティア実習

演習ⅠＡ・ⅠＢ・Ⅱ 通訳の理論と実践Ⅰ・Ⅱ 翻訳の理論と実践Ⅰ・Ⅱ

実戦・通訳コミュニケーションⅠ・Ⅱ 国際ビジネス・コミュニケーション（Ⅰ）・（Ⅱ） アンケート・社会調査の方法

言語の普遍性 情報と組織の経済学Ⅰ 日本経済と証券ビジネス

金融Ⅰ・Ⅱ 民法概論Ⅰ・Ⅱ 国際私法Ⅰ・Ⅱ

財政論Ⅰ・Ⅱ 簿記論ⅠＡ・ⅠＢ 簿記論ⅡＡ・ⅡＢ

広告コミュニケーション論 国際取引法 インターネットと法＊

紛争解決と法 アメリカ法概論 Intercultural Communication

Intercultural Literacy Ⅰ Media Communication Cyber Communication

Intercultural Business Ⅰ・Ⅱ Conference Communication Negotiation Communication

国際コミュニケーション特殊講義（海外研修） 異文化コミュニケーション特殊講義Ⅰ・Ⅱ 国連研究Ⅱ

コンピュータによる調査データの解析 イギリス文化論 文化とコミュニケーションⅠ・Ⅱ

経営情報Ⅰ・Ⅱ パブリック・リレーションズ 現代社会とジャーナリズム

Global Studies Ⅰ～Ⅷ Global Studies 特別講義Ⅰ・Ⅱ

その他、所属学部・学科に同一名称・異名称同一科目がある国際政治経済学部の科目
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総合文化政策学部

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

経 済 分 析（ ミ ク ロ ） 2 3・4 経 済 分 析（ マ ク ロ ） 2 3・4 公 共 社 会 論 2 3・4

金 融 概 論 2 3・4 行 政 学 概 論 2 3・4 国 際 関 係 2 3・4

公 共 政 策 論 2 3・4 憲 法 概 論 2 3・4 民 法 概 論 2 3・4

行 政 法 概 論 2 3・4 著 作 権 法 2 3・4 国 際 政 治 学 概 論 2 3・4

経 済 発 展 論 2 3・4 国 際 平 和 論 2 3・4 経 済 政 策 概 論 2 3・4

公 共 経 済 学 概 論 2 3・4 文 化 経 済 学 2 3・4 文 化 行 政 法 2 3・4

文 化 産 業 概 論 2 3・4 観 光 産 業 論 2 3・4 消 費 経 済 論 2 3・4

日 本 経 済 概 論 2 3・4 マ ー ケ テ ィ ン グ 概 論 2 3・4 会 計 学 2 3・4

サービスマーケティング概論 2 3・4 消 費 文 化 論 2 3・4 経 営 戦 略 概 論 2 3・4

組 織 論 入 門 2 3・4 人 的 資 源 管 理 概 論 2 3・4 経 営 情 報 論 2 3・4

管 理 会 計 概 論 2 3・4 経 営 分 析 論 2 3・4 非 営 利 会 計 論 2 3・4

プロジェクトマネジメント論 2 3・4 ビジネスプロセスマネジメント論 2 3・4 プロジェクトファイナンス 2 3・4

マーケティング戦略論 2 3・4 ブ ラ ン ド 戦 略 論 2 3・4 公 共 経 営 論 2 3・4

文 化 財 保 護 法 2 3・4 プロジェクトプロデュース論 2 3・4 世 界 経 済 概 論 2 3・4

社 会 調 査 論 Ⅰ 2 3・4 社 会 調 査 論 Ⅱ 2 3・4 統 計 学 2 3・4

社 会 調 査 法 Ⅰ 2 3・4 社 会 調 査 法 Ⅱ 2 3・4 社 会 統 計 学 2 3・4

社 会 調 査 実 習 4 3・4 文 化 人 類 学 概 論 2 3・4 日 本 文 化 の 歴 史 2 3・4

異文化間コミュニケーション論 2 3・4 表 象 文 化 概 論 2 3・4 社 会 分 析 学 2 3・4

宗 教 史 2 3・4 経 済 史 （ 1） 2 3・4 経 済 史 （ 2） 2 3・4

社 会 思 想 史 2 3・4 経 済 と 文 明 2 3・4 比 較 文 明 論 2 3・4

地 域 文 化 論（ 1） 2 3・4 地 域 文 化 論（ 2） 2 3・4 地 域 文 化 論（ 3） 2 3・4

地 域 文 化 論（ 4） 2 3・4 宗 教 文 化 概 論 2 3・4 宗 教 社 会 学 2 3・4

比 較 宗 教 論 2 3・4 ネットワーク社会と文化 2 3・4 文 化 遺 産 論 2 3・4

経 営 文 化 論 2 3・4 文 化 と 精 神 分 析 2 3・4 現 代 経 済 史 2 3・4

現 代 日 本 文 化 論 2 3・4 近 代 哲 学 史 2 3・4 論 理 学 2 3・4

公 共 哲 学 概 論 2 3・4 認 識 論 2 3・4 存 在 論 2 3・4

倫 理 学 入 門 2 3・4 象 徴 記 号 論 2 3・4 情 報 環 境 論（ 1） 2 3・4

情 報 環 境 論（ 2） 2 3・4 メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー 2 3・4 宗 教 哲 学 2 3・4

社 会 倫 理 2 3・4 日 本 思 想 史 概 論 2 3・4 現 代 哲 学 2 3・4

現 代 思 潮 2 3・4 現 代 の 神 学 2 3・4 認 知 哲 学 2 3・4

環 境 美 学 2 3・4 芸 術 哲 学 2 3・4 情 報 工 学 2 3・4
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社会情報学部

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

情 報 化 社 会 と 法 2 2・3・4 デ リ バ テ ィ ブ ズ 2 2・3・4 経 済 解 析 2 2・3・4

現 代 の 世 界 と 日 本 2 2・3・4 グ ロ ー バ ル ビ ジ ネ ス 2 3・4 情 報 倫 理 2 2・3・4

文 化 心 理 学 2 2・3・4 合理的思考と社会行動 2 2・3・4 広 報 論 2 2・3・4

情 報 政 策 2 2・3・4 社 会 資 格 講 義 2 3・4 ＊地 域 ス ポ ー ツ 演 習 2 2・3・4

＊生 涯 ス ポ ー ツ 演 習 2 2・3・4 ＊健康スポーツキャリア演習Ａ 2 2・3・4 ＊健康スポーツキャリア演習Ｂ 2 2・3・4

＊スポーツビジネスキャリア演習Ａ 2 2・3・4 ＊スポーツビジネスキャリア演習Ｂ 2 2・3・4 ＊コミュニティサービス 2 2・3・4

＊コミュニケーションデザイン実践 2 2・3・4 ＊ワークショップデザイン実践 2 2・3・4 ＊スポーツキャリア基礎Ａ 1 2・3・4

＊スポーツキャリア基礎Ｂ 1 2・3・4 ＊スポーツ健康科学基礎 1 2・3・4 ＊スポーツ傷害学基礎 1 2・3・4

＊健康スポーツ統計学基礎 1 2・3・4 ＊スポーツ倫理学基礎 1 2・3・4

＊体育会所属学生、または競技スポーツにおいて一定基準以上の経験を有し、特別に許可された学生のみ履修可

　機械創造工学科、経営システム工学科、情報テクノロジー学科の学生は「情報化社会と法」と「グローバルビジネス」以外の科目は
履修不可

地球社会共生学部

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

Topics in Japanese Geography Ⅰ 2 1・2・3・4 Topics in Japanese Geography Ⅱ 2 1・2・3・4 Topics in Japanese Geography Ⅲ ※ 2 1・2・3・4

Topics in Japanese Geography Ⅳ ※ 2 1・2・3・4 Topics in Japanese History Ⅰ 2 1・2・3・4 Topics in Japanese History Ⅱ 2 1・2・3・4

Topics in Japanese History Ⅲ ※ 2 1・2・3・4 Topics in Japanese History Ⅳ ※ 2 1・2・3・4 Topics in Japanese Culture Ⅰ 2 1・2・3・4

Topics in Japanese Culture Ⅱ 2 1・2・3・4 Topics in Japanese Culture Ⅲ ※ 2 1・2・3・4 Topics in Japanese Culture Ⅳ ※ 2 1・2・3・4

Topics in Japanese Economy,
Bus iness ,  and Po l i cy  Ⅰ

2 1・2・3・4
Topics in Japanese Economy,
Bus iness ,  and Po l i cy  Ⅱ

2 1・2・3・4
Topics in Japanese Economy,
Business, and Policy Ⅲ ※

2 1・2・3・4

Topics in Japanese Economy,
Business, and Policy Ⅳ ※

2 1・2・3・4

※2016年度開講
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